
まえがき 
 
エレン・ホワイト（1827年－1915年米国メイン州生まれ） 
献身なクリスチャンで、エレン・ホワイトは17才までメソジスト教
会の一員だった。 
1843年にイエス・キリストは再びやって来ると信じ、周りの人に伝
えたために教会から除名された。 
神様からの幻が先に他の二人に与えられたが、二人ともそれを伝え
る義務を拒否した。 
ホワイトも「高慢になりそうだから勘弁して下さい」と祈ったが、
「高慢になりそうな場合、あなたを病気にする。 
だから与えられた幻を忠実に伝えなさい」という答えがあった。 
弱く、あまり教養を受けなかったにも関わらず、ホワイトは多くの
記事や本を書いて、神様を心から信じる人を励ましたり戒めたりし
て、いろんな勧告を残した。 
 
クリスチャンの間では「預言者はもう起こらない。 
神様からの言葉は聖書の時代で終わった」と言うが、聖書は何を教
えているでしょうか。 
コリント人への第一の手紙の12章に、「神様は教会の中で、人々を
立てて、第一に使徒、第二に預言者、第三に教師・・・者をおかれ
た」と書いてある。 2章後の14章の39節に、「私の兄弟たちよ。 
このようなわけだから、預言する事を熱心に求めなさい」と。 
またイエス・キリスト本人が世の終わりの前兆について、「また多
くの偽預言者が起こって、多くの人を惑わすであろう」と言った（
マタイ24：11）。 



預言者が皆だめだったら、わざわざ「にせ」を言わなかったでしょ
う。 
それにヨエルが世の終わりについて預言して、「その後私は我が霊
をすべての肉なる者に注ぐ。 
あなたがたの息子、娘は預言をし、あなたがたの老人たちは夢を見
、あなたがたの若者たちは幻を見る」とヨエル2：28に書いた。 
このエレン・ホワイトはその一人である。 
 
そもそもこの問題は黙示録22：18－19の間違った解釈で始まった。 
でもこの本はヨハネが書いた黙示録に何も付け加えようとしないし
、彼の預言の書の言葉を取り除こうともしない。 
同じ神様がヨハネに幻を与えたようにエレン・ホワイトにも与える
事にした。 
誰が何を教えようと、うのみにしないで、聖書に掛けて調べるべき
ではないでしょうか。 
イザヤ8：20にはこの良いアドバイスがある、「教えと証しに尋ねな
ければならない。 
もし、この言葉に従って語らなければ、その人には夜明けがない」
。 
つまり、言っている事は聖書に反するならば、その人は間違ってる
と分かる。 
 
「宗教は怖い」とか「宗教で戦争なんかよく起こるんじゃない？」
とかよく耳にする。 
確かに真理を一番大事にしない宗教はとんでもないところに走って
しまう。 



ほとんどすべての宗教団体は神様の言葉より自分が作り出した教理
の方を重んじる。 
だから彼らはサタンに操られ、戦争などを起こしたりする。 
個人個人は「人間の戒めより神様の戒めを大事にする」と決める時
、迫害される覚悟が必要。 
しかし自分の人生は自分のものではなく、神様から頂いたものだと
悟る時、素晴らしい人生の指針が与えられ、そして心に本当の平和
が広がるでしょう！ 
 
ホワイトが自分は「預言者」と一度も言っていないが、そう言われ
ても「違う」とも言わなかった。 
自分は「神様の使い（メセンジャー）」と言った。 
「預言者」と言えば普通は「未来の事を明かす人」と思われている
でしょう。 
でも勧告を与えたり、食生活の改善や簡単な自然治療法を訴えたり
して、この世の終わりの時に生きている人のために人生のあらゆる
面に渡って神様からのアドバイスを伝えた。 
もちろん、幻で見た過去や未来の事をも明かしてくれた。 
いろんな本を書いたが、この「キリストとキリストの天使たちとサ
タンとサタンの天使たちとの間の大闘争」が一番大事だと言い残し
た。 
世界で聖書についで一番大事な本を日本語に翻訳して、出版できる
事を光栄に思います。 ダニエル・ウインターズ（＾－＾）。 
 
この本に関する質問や意見を聞かせて下さい→ ダニエル･ウインター
ズ： tengoku1@hotmail.com  



単行本としても1冊400円で提供しています。 

 
＊注： 
このまえがき、単語表、と各章の最後に出る「参照」のところはエ
レン・ホワイトによるものではない。  
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単語表 

 
     単語                         意味                            
最初出るところ  
 
イエス・キリスト 神様の
 ほぼ2,000年前に人間として生まれ、33才の時に殺
され、復活 
 して、今天国で取り成しの仕事をしている。 
もうすぐ再び地球 
 に来て、永遠にすべてのものを支配する事になる。 
サタン、 悪魔。 悪の創始者である。 
元々素晴らしい天使だったが、 題名
デビル 自ら堕落してしまった。 
この世の支配権を今握っているが、 ４章
 いつか神様によって滅ぼされる。  
主 イエス・キリスト、父なる神様。 １章
見た、
 著者エレン・ホワイトが幻を見てこの本を書いた時
に、神様から １章 
見せてくれた
 の天使が同伴していて、いろいろ教えたり見せたり



して 
 くれたので自分の目で実際「見た」事を書いた。 
神様
 父なる神様、子であるイエス・キリスト、それに聖
霊。 ３人とも １章 
 神様だ。 
神の子、息子 イエス・キリスト。 １章
神様の言葉 １．神様が言う事。 ２章
 ２．聖書。 １８章
身受けする、 イエス・キリストが人間を救う仕事。 
人間は元々神様のもの。 ３章
償う、あがなう でも罪を犯したから今はサタンのもの。 
また自分のものにす 
 るためにイエスは救い主として世に来て、死んで、
よみがえった。 
 その過程や仕事の事。 
 
あの天使 エレン・ホワイトの同伴の天使。 
この幻と共に神様は案内係り ３章
 の天使をも著者のエレン・ホワイトが見ている事を
理解できるよ 
 うに送った。その特定の天使の事。 
降臨
 イエス・キリストが正式に地球に来る事（アドベン
ト）。 ほぼ ４章 
 2,000年前は最初で、2回目は世の終わりの時。 



この2回目 
 来る事を「再臨」とも呼ぶ。 
ルカ2：11、マタイ24：30を参照。 
神の小羊 イエス・キリスト。 ４章
ﾊﾞﾌﾟﾃｽﾏのﾖﾊﾈ イエスのいとこ。 預言者。 
洗礼を受けるよう呼び掛けた人。 ４章
バプテスマ 全身を水面下する洗礼。 ４章
エリヤ 死ななかった預言者。 ４章
（ ） 原文にないもの。 ４章
いけにえ 神様に捧げる動物。 
イエス・キリスト自身の犠牲。 ５章
イエスの民、 １．昔のイスラエル人とユダヤ人。 ５章
神様の民 ２．現在、イエスを信じる人皆。 １７章
神様の本 １．天国にある「命の本」。 
永遠に生ける人たちの名前が ６章
   書かれている。 
 ２．聖書。 １８章
ミカエル 天国の天使のかしら。 ６章
ヘンルーダ みかん科の木。 
その葉っぱは薬用として使われている。 ７章
兄弟、姉妹 イエス・キリストを信じる仲間。 ７章
ホサナ 神様を賛美する！ ９章
安息日 金曜日の日没から土曜日の日没までの期間。 
その間休まな １０章 
 ければならない。 創世記2：2－3を参照。 
メッセージ 神様からの言葉やそれを広めるための運動。 １０章



イエスの昇天 「死」という意味ではない。 
生きたままで天国に昇った。 １１章
使徒 伝道を職とする人。 
特にイエスの弟子たちとパウロを指す。 １２章
人の子 イエス・キリスト。 １３章
異邦人 イスラエル人とユダヤ人以外の人。  １４章
パウロ 改心する前、彼の名前はサウロだった。 
使徒行伝13：9を参照。１５章 
1843年、
 イエスの再臨や世の終わりになる年と信じられてい
た。 実は、 ２３章 
1844年
 ダニエル章8：14の預言の期間がこの年に終わった
。 
牧者 １．教会のリーダーたち。 牧師、神父など。 ２３章
 ２．イエス・キリスト 
聖人 本当に心から神様に従う人皆。 ２４章
聖所 天国でイエスがあがないの仕事をしている場所。 
庭、聖なる ２５章 
 場所（第一の部屋）、と至聖所（第二の部屋）でで
きている。  
 モーセが作った幕屋は天国にある聖所のコピーだっ
た。 「宮」 
 と「神殿」とも呼ぶ。 
ヘブル人への手紙9章を参照。 
あがない、償い イエスが私たちの罪を消す仕事。 ２５章



シオン １．今天国にある神様の都「エルサレム」の別名。 ２６章
 ２．神様に従う人、団体。  
ケルブ 天使の一種。 ２７章
獣 神様に反対する大きな集団。 黙示録13章を参照。 ２８章
エホバ 父なる神様の名前の一つ。 ２８章
カナン イスラエル人に約束された地の名前。 
天国のひゆ。 ２８章 
 創世記12：25を参照。 
五旬節の日 主の祭りの一つ。 
レビ記23：15－16、使徒行伝2章を参照。 ２９章
アドベンチスト
 イエス・キリストのやって来る（アドベント）を信
じる人、団体。 ２９章 
ラオデキア 最後の教会。 
神様に対して富んでいると思い込んでいるが、 ３２章
 本当は貧しい教会。 黙示録3：14－22を参照。 
後（のち）の雨
 イエス・キリストの再臨の直前に聖霊は大いに注が
れる。 ３２章  
 ヨエル2：23、使徒行伝3：19を参照。 
ヨベル 自由になる年。 
昔のイスラエルで50年置きにすべてのものを ３７章
 元々の所有者に返して、農作物も作らない。 
 レビ記25：10を参照。 
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�第１章� 

 

サタンの堕落 
 

 
サタンは天国でイエス・キリストに次いで位の高い天使だった事を、
主は私に見せてくれた。 
他の天使と同様に彼の表情は穏やかで、幸福を表していた。 
額は幅広く、高く、優れた知恵を示していた。 
その体形は完璧だった。 
そして高貴な威厳のある振るまいをしていた。 
神様が自分の息子に、「人間を我々のかたちに創ろう」と言った時
、サタンがイエスを妬んでいた事を私は見た。 
サタンは、神様が人間を創る過程で自分の意見を聞いてもらいたか
った。 心はうらやみ、妬み、憎しみで満ちてしまった。 
サタンは天国で神様に次いで高い位に上がり、一番高い名誉を手に
入れたかった。 
その時まで全天は神様の支配に対して秩序正しく、和を保ち、完全
に従順であった。 



 
神様の規律に反抗して、神様の心にかなわない事をするのは一番大
きな罪だった。 全天は大騒ぎのようだった。 
天使たちは指揮官の天使の下で各部隊に配列された。 
皆がざわめいていた。 
それとなくサタンは神様の統治に反抗して、イエスの権威に従うの
を嫌がり、自分が偉いと認めてもらいたかった。 
一部の天使たちはサタンの反乱を支持し、他の天使たちは息子に権
限を授けた神様の知恵と名誉を強く支持していた。 
それで天使たちはもめていた。 
サタンと彼の影響を受けた天使たちは神様の統治を変えようと躍起
になっていた。 
彼らは、神様がイエスを高め、無限の権力を与えたその目標と、そ
こにある計り知れない知恵を知りたがっていた。 
神様の息子の権力に対して反抗したとして、天使たちは皆神様の前
に呼び出され、裁きを受けることになった。 
それでサタンと彼の反乱に参加していた天使を皆に、天国から追い
出される判決が下った。 そして天国に戦争が起こった。 
天使たちが戦った。 
サタンは神様の息子とその息子の意志に従順だった者たちを征服し
ようとした。 
しかし、善良な天使たちが勝って、サタンと彼を支持した天使たち
は天国から追放された。 
 
サタンと一緒に堕落した天使たちは天国から締め出されてから、永
遠に天国の潔白さや栄光を失った事に気付いた。 



そこでサタンは悔い改め、天国に復帰させてもらう事を望んでいた
。 
元の位、いや、どんな位を与えられても喜んで受けようと思ってい
た。 でもだめだ。 天国を危険にさらしてはいけない。 
彼が罪の始まりであり、反乱の種は彼の中にある。 
彼を天国に復帰させれば、全天をだめにする可能性がある。 
サタンは自分の反乱に同情する者を獲得した。 
彼と一緒に悔い改め、泣き、神様にもう一度目を掛けてもらえるよ
うにと切に願った。 
しかし、彼らの罪、憎しみ、妬みや嫉妬はあまりにもひどく、神様
は消す事ができなかった。 
それらの罪は最後の罰を受けるために残しておかなければならない
。 
 
二度と神様に目を掛けられる事は不可能とやっと分かった時、サタ
ンの敵意と憎しみがあらわになった。 
自分の天使たちと協議して、神様の統治に反抗を続ける計画を練っ
た。 
アダムとエバが素晴らしい園に置かれた時、サタンは二人を破壊す
る計画を練っていた。 そこで悪天使たちとの協議会がもたれた。 
この幸せなカップルが神様に従えば、その幸福を台無しにできる手
だてはない。 
サタンがこの二人に対して力を発揮するには、まず二人が神様に従
わず、神様の好意を失わせる必要がある。 
この二人を神様に対して不従順な行為をさせ、神様の渋い顔を招く
に至る方法をどうしても考え出さなければならない。 



そうするとサタンとサタンの天使たちがもっと直接的に二人に影響
を与えられるようになる。 
そこでサタン自身は違う形を取り、人間のために善意を装う事が決
められた。 
神様の言う事が真実かどうか、本当に神様の言った通りにそうなる
かどうかという疑いを二人に引き起こさせなければならない。 
次に好奇心をそそらせ、サタン自身がやったように、神様の計り知
れない計画を覗き込ませ、なぜ知識の木に関する制約があるのかを
考えさせ、二人を誘惑しなければならない。 
 
イザヤ１４：１２－２０、エゼキエル２８：１－１９、ヨハネの黙示録１２：７－９を参照 

 
 
 

�第2章� 
 

人間の堕落 
 

 
私は、天使たちがたびたび園を訪れて、アダムとエバに仕事につい
ての指導をしたり、サタンの反乱と堕落について教えたりするのを
見た。 サタンに注意するよう彼らに警告した。 
堕落した敵に接触する恐れがあるので、二人とも仕事をしているう
ちにお互いから離れないよう呼びかけた。 



神様からの指示をきちんと守るようにと二人を促した。 
安全な道はただ一つ、完全に神様に従う事である。 
これを守るなら、その堕落した敵は二人に対して力を振る事ができ
ない。 
 
エバに不従順な行為をさせるためにサタンは働き出した。 
エバの最初の誤りは夫から離れる事だった。 
次の誤りは禁止された木の近くでうろうろする事だった。 
次に、誘惑魔の声を聞いた誤りを犯した。 
更に、神様が言っていた、「それを取って食べるその時、あなたは
必ず死ぬ」という言葉までをも疑った。 
彼女は、「主が言った通りの意味ではないかも知れない」と思った
。 そして思い切って不従順な行動に出てしまった。 
手を出して、果物を取って食べた。 
その果実は見るには良し、味もよかった。 
彼女は、神様が本当はためになる物を出し惜しんでいた事を妬んだ
。 そして夫に果物をあげ、誘惑した。 
蛇の言った事を全部アダムに告げ、また蛇が発言する力を持ってい
る事への驚きも伝えた。 
 
アダムの表情が悲しくなってきた事を私は見た。 
その表情には恐れと驚きがあった。 
彼の心の中はざわめいているようで、これはきっと注意されていた
敵の事で、妻は必ず死ぬと思った。 
そうなると二人は離れ離れになってしまう。 
彼はエバを強く愛していた。 



そして、完全にがっかりして、彼女と同じ運命をたどる事を決心し
た。 果物をぐいっとつかんで、いっきに食べた。 
その時サタンは大変喜んだ。 
天国で反乱を起こした際、彼を愛し、同情して、彼の反乱に従う者
たちがいた。 
自分は堕落して、そして他の者を誘惑して堕落させた。 
彼は今、女性が神様を疑うように仕向け、神様の知恵を覗き込ませ
、その全能なる計画を探らせた。 
サタンは、女性が一人で堕落する事はあり得ないと知っていた。 
エバに対する愛のためにアダムは神様の戒めを犯して、一緒に堕落
してしまった。 
 
人間が堕落した、という知らせが天国に知れ渡るとすべての琴が静
かになった。 天使たちは自分の冠を悲しそうに脱いだ。 
全天は慌てふためいた。 
その二人の有罪者の処分を決めるために協議会が開かれた。 
天使たちは二人が手を出して、命の木の実を食べ、永遠に生き続け
る罪人になってしまう事を恐れていた。 
しかし神様は、園から罪を犯した二人を追い払うと言った。 
直ちに命の木への道を守るために天使たちが任命された。 
アダムとエバが神様の渋い顔を被り、戒めに背いても命の木の実を
食べ、罪と不従順の中に生き続ける事で、罪を不朽にする事はサタ
ンの練っていた計画だった。 
しかし二人を園から追い払うために聖なる天使たちが送られ、他の
天使の集団は命の木への道を見張るために遣わされた。 
この力強い天使たちはそれぞれの右手にキラキラする刀のような物



を持っていた。 
 
その時サタンは勝ち誇った。 自分の堕落で他の者を苦しませた。 
自分は天国から追い出され、彼らは楽園から追い出されてしまった
。 
 
創世記３章を参照 

 
 
 

�第3章� 
 

救いの計画 
 

 
神様が創った世に、病気で、惨めな一生を送る末、死ぬ運命づけら
れている迷う者でいっぱいになる事が分かるにつれ、天国は悲しみ
に満ちてきた｡ 
罪を犯した者に逃げる道は無く、アダムとその血族は全滅しなけれ
ばならない。 私は愛しいイエスを見た。 
その表情には同情と悲哀があった。 
すぐイエスが父なる神様を包んでいる非常にまぶしい光の方へ行く
のを私は見た。 
私の付き添いの天使が、「イエスは自分の父と親密な相談をしてい



る」と言った。 
イエスが自分の父と相談している間、天使たちはピリピリしていた
ようだった。 
イエスは三度も父の周りの素晴らしい光に包まれた。 
三回目の後に父の方から出て来るとイエスの身体が見えた。 
その表情は平和的で、戸惑うところがなく、言葉で言い表せないほ
どの慈愛と麗しさに輝いていた。 
イエスは天使たちに、「迷う人間のために救いの道が作られた。 
人間が赦されるため、『私の命を身代金として死の判決が下るよう
に』と父に懇願していた。 
そして、イエスの血の値打ちと神様の戒めへの従順さにより、人間
が神様の好意を得、美しい園に入り、命の木の実が食べられるよう
になる」と知らせた。 
 
最初、天使たちは、指令長官（イエス）が隠さずに救いの計画を表
明してくれた事に対して喜べなかった｡ 
「私の父の怒りと犯罪者である人類との間に立って、不正と軽蔑を
負うが、私を『神様の息子』と受け入れる人は多くならない」とイ
エスは言った。 ほとんどの人に憎まれ、拒まれる。 
イエスは自分の栄光をすべて天国に残して、地球で身分を低くする
。 
そして人間として現れ、いろんな誘惑に遭う者を助ける方法を、自
分が同じように誘惑に遭う事によって会得する。 
ついに先生としての使命を果たしてから人の手に渡され、サタンと
彼の天使たちに誘導される悪い人たちによって自分はほとんど全部
の種類の虐待を受け、痛めつけられ、ひどく苦しい死に方を成し遂



げなければならない事を天使たちに知らせた。 
その死に方は罪人の死に方と同じく、天と地の間に掛けられ、天使
たちが目を覆うほど何時間もひどく苦悶する。 
体の苦しみだけではなく、心の苦しみも感じる。 
全人類の罪をすべて自分が負う事になるので、体の苦しみは心の苦
しみと比べものにならない。 
イエスは死んで、また三日後よみがえり、迷う有罪のある人類と自
分の父との間に入って、仲裁するために天に昇ると天使たちに言っ
た。 
 
天使たちはイエスの前にひれ伏した。 
自分たちの命をささげようとした。 
イエスは、自分の死でたくさんの人が救えるが、天使の死でその負
債を返す事ができないと彼らに言った。 
自分の父が人間の身代金として受け入れるものは一つしかない、そ
れはイエスの命である。 
 
イエスは更に天使の役割を教え、自分と一緒にいて、時には力づけ
てもらう事になると告げた。 
堕落した人間の性質を取るので、イエスの力は天使の力に及ばない
ほど弱くなる。 
天使たちは、イエスが受ける恥と大きな苦痛を目撃する事もある｡ 
その苦痛と、人間に嫌われるのを見る時、彼らは愛する者を人殺し
の手から救いたいという強い感情にかき立てられるが、どんな事を
見ても入って成り行きを変えたり、邪魔したりする事は許されない
。 でも、イエスの復活の際に役割を果してもらう。 



救いの計画は考案され、そして既に父に承認されたと言った。 
 
イエスは聖なる悲しみで天使たちを慰め、元気づけた。 
これからイエスが身受けする人たちは永遠に一緒に住むようになる
と知らせた。 
イエスの死で多くの人を身受けして、死の支配者を滅ぼす事になる
。 
神様の国を、その天下の大いなる国を自分の父から受け、イエスが
世々限りなく所有する事になる。 
サタンと罪人は滅ぼされ、二度と天や、清められる新地球を乱さな
い。 
イエスは、自分の父に承認された計画に甘んじるよう、そして堕落
してしまった人類がイエスの死を通してまた高められ、神様の好意
を得、天国を楽しめる事を喜びなさいと言った。 
 
その時天国は口で言い表せない程の喜びに満ちた。 
天国の大勢が賛美と崇拝を込めた歌を歌って、神様が大いなる慈愛
と謙遜で反乱族のために最愛の者を死に譲ったので、天使たちはハ
ープを持って、今まで出さなかった高い音で歌った。 
同じく、イエスが父の懐から離れることに同意して、他人に命をあ
げるためにひどく苦しい人生を送る末、恥ずかしい死に方を選んだ
ので天使たちは力を入れ、賛美と崇拝を込めた歌を歌った。 
 
あの天使が私に、「父が簡単に最愛の息子を譲ったと思う？ 
とんでもない。 
天の神様にとっても、犯罪者である人類が滅びるべきか、彼らのた



めに最愛の息子を与えるべきか、という選択に悩んだよ」と言った
。 
天使たちは人間の救いに非常に高い関心を持ち、滅びるべき人間の
ために自分の栄光と命を捨てても良いと思った者さえあった。 
「しかし、それは何もならない」と私の付き添いの天使が言った。 
その罪は重過ぎて、天使の命では負債を返す事ができない。 
迷った人類を絶望的な悲しみや苦痛から救える方法は一つしかない
→ 息子の死と仲裁だけである。 
 
しかし、天使にはする事が与えられた。 
その一つは、神様の息子が苦しんでいる時に、栄光から力づける慰
めを持って昇り降りして、イエスの苦痛を和らげる事である。 
更に、恵みを受けた人たちに暗やみを投げ掛けようとする悪天使た
ちとサタンの絶え間ない攻撃から守る仕事も与えられた。 
神様にとって、迷って、滅びる人類のために自分の法律を変える事
は不可能なので神様は、人間の罪のために最愛の息子の死を許した
。 
 
サタンと彼の天使たちは、人類を堕落させた事によって神様の息子
を高い位から引き下ろせるので再び喜んだ。 
イエスが堕落した人間の性質を受ける時、イエスに打ち勝って、救
いの計画の邪魔をするとサタンは自分の天使たちに言った。 
 
以前賞賛され、幸せな天使だった時のサタンの様子は私に示された
。 そして彼の今の様子も。 
サタンはまだ王様のような姿を保っている。 



彼は天使、堕落した天使なのでその顔立ちはまだ高貴である。 
でもその表情は心配、不安、不幸、憎しみ、悪意、いたずら、欺き
、やあらゆる悪に満ちている。 
昔、非常に高貴だった額が特に私の目を引いた。 
それは目から引っ込んでいた。 
長い間自分の品位を落としてきたので性質の善いところ全部が低下
してきていると同時に、性質の悪いところ全部が発達してきてしま
った事を私は見た。 
彼の眼差しは陰険で、悪賢く、射るようなものであった。 
体格は大きいが、顔と手の肌は緩く、垂れ下がっていた。 
私が見ていた時、彼は左手でほお杖をついていた。 
深く考えているようだった。 
彼の表情には悪とサタンらしい悪賢さが満ちた微笑みがあり、私を
身震いさせた。 
彼はえじきを完全に捕らえる直前にこういうふうに微笑する。 
そしてえじきを自分のわなにしっかりくくり付けるにつれて、この
微笑みがひどく恐ろしくなってくる。 
 
イザヤ５３章を参照 

 
 
 

�第４章� 
 



イエス・キリストの最初の降臨 
 

 
その後、イエスが人間の性質を受け、人間になるまで地位を下げ、
サタンの試みを受ける時代まで私は運ばれた。 
 
イエスの誕生はこの世的な壮大なものではなかった。 
馬小屋で生まれ、飼い葉おけの中に寝た。 
しかし、人間の誰の誕生よりもはるかに名誉のある誕生だった。 
神様の光と栄光と共に天国から天使たちが降りて来て、羊飼いたち
にイエスの誕生を告げた。 
その天使たちはハープを持って、神様をあがめた。 
天使たちは神様の息子が身受けの仕事を成し遂げるためと、彼の死
によって平和、幸福と永遠の命を人間に与えるためにこの堕落した
世に誕生した事を勝ち誇って布告した。 
神様が自分の息子の誕生に名誉を与えた。 
そして天使たちは彼を拝んだ。 
 
イエスが洗礼を受けた時に天使たちはその上に舞っていた。 
周りに立っていた人たちは驚きのあまり、その場に釘付けになった
。 聖霊が鳩の形になって降りて来て、イエスの上に止まった。 
そして父なる神様の声が天から、「これは私の愛する子、私の心に
かなう者である」と言うのが聞こえた。 
 
ヨルダン川にいたヨハネは、洗礼を受けるために来た者が救い主か



どうか、はっきり分からなかった。 
しかし、神の小羊を表すしるしによって見分けが付く事を、神様は
約束していた。 
そのしるしとは、イエスの周りに神様の栄光が輝き、聖なる鳩がイ
エスの上に止まる、というかたちで与えられた。 
ヨハネはイエスの方に手を差し伸べ、大声で、「見よ、世の罪を取
り除く神の小羊」と言った。 
 
ヨハネは「イエスは約束されたメシヤ、世の救い主だ」と自分の弟
子たちに教えた。 
自分の生涯が幕を閉じようとしている事を知って、弟子たちにイエ
スを見習い、偉大な先生としてイエスに従うよう教えた。 
ヨハネの人生は楽しみの無い、悲しみにあふれた自己否定の人生だ
った。 
イエス・キリストの最初の降臨を布告したのに、イエスが発揮した
力や起した奇跡を見る事は許されなかった。 
イエスが教職に就いたら、自分は死ななければならない事を知って
いた。 荒野以外では、あまり彼の声が聞こえられなかった。 
その人生は寂しいものだった。 
自分の使命を果たすために父親の家族の楽しい交わりに執着せず、
彼らから離れて行った。 
不思議で独創的な預言者の教えを聞くため、大勢の人は慌ただしい
町や都会から荒野に出かけた。 ヨハネは木の根におのを当てた。 
結果を恐れずに罪を責め、神の小羊の道を用意しておいた。 
 
ヨハネの力強く鋭い証しを聞くとヘロデ王の心は動かされた。 



弟子になれるには何をしなければならないか、と興味深く尋ねた。 
ヘロデが自分の兄のまだ生きているうちに、兄の妻と結婚しようと
している事実を、ヨハネは知っていた。 
そして忠実に、そうする事は不法だとヘロデに言った。 
ヘロデに何一つ犠牲にする気などはなかった。 
兄の妻と結婚し、彼女の影響を受けた彼は、ヨハネを捕らえ、獄に
入れた。 でもいつか彼を解放するつもりでいた。 
拘束されていた間ヨハネは、弟子たちを通して、イエスの力強い働
きの話を聞いた。 
イエスの恵みに満ちた話を直接聞けなかったが、弟子たちに聞かせ
てくれた話で慰められた。 
ヨハネはすぐ、ヘロデの妻のさしがねで、首を切られた。 
イエスの奇跡を見、その口から出る優しい言葉を聞いて、イエスに
従った一番小さな弟子がバプテスマのヨハネよりも偉大である事を
、私は見た。 
つまり、彼らはヨハネよりもっと誉れ、高められ、その人生がもっ
と楽しいものだった。 
 
ヨハネは、エリヤの霊と力によって、イエスの最初の降臨を布告す
るために働いた。 
私に世の終わりの時代が示され、ヨハネは、エリヤの霊と力によっ
て怒りの日とイエスの再臨とを布告する人たちの代表者である事を
私は見た。 
 
ヨルダン川で洗礼を受けてからデビル（悪魔）の誘惑を受けるため
にイエスは聖霊によって荒野へ導かれた。 



イエスはその特別な場面の強烈な誘惑のため、聖霊によって、備え
られていた。 四十日間、何も食べずに悪魔の誘惑を受けた。 
イエスの周りは、人間が普通避けるような不愉快なものばかりであ
った。 
野生の獣と悪魔と一緒に、寂しい荒れ果てたところに居た。 
断食と苦しみのために、神様の息子はやつれ、顔が青ざめているの
を私は見た。 
でもイエスの進路は示されていて、するためにやって来た仕事を成
し遂げなければならない。 
 
サタンは神様の息子の苦しみに付け込み、数々の誘惑をするために
準備をした。 
神様の息子が自ら位を引き下げ、人間となったので自分に負けるだ
ろう、とサタンは期待していた。 
サタンはこの試みを持ち出した→ 「もしあなたが神の子であるなら
、この石に、パンになれと命じてごらんなさい」。 
イエスより下の位にある自分にイエスが位を引き下げ、神性な力を
働かせ、救い主である事を証明させる事がサタンの試みだった。 
イエスは穏やかに、「『人はパンだけで生きるものではない、神か
ら出るすべてのことばによる』と書いてある」と答えた。 
 
サタンは、イエスが神様の息子かどうかについてイエスと言い争い
たかった。 
イエスの弱く苦しい状態に触れ、自慢げに自分の方が強いと主張し
た。 
しかし、「これは私の愛する子、私の心にかなう者である」という



天から語られた言葉で、イエスはすべての苦しみを耐え抜く事がで
きた。 
イエスの使命には自分の力や、自分が救い主である事をサタンに説
得するところが全然ない事を私は見た。 
サタンには、イエスの高い位と権威についての証拠が十分であった
。 
その権威に従うのを嫌がっていたのでサタンは天国から締め出され
た。 
 
自分の力を見せるためサタンはイエスをエルサレムに運び、神殿の
頂上に立たせた。 
神様の息子ならその証拠を示すため、自分に立たせられた目がくら
むような高いところから身を投げてみよ、と再び誘惑した。 
サタンは霊感によって書かれたところを引用して、「『神はあなた
のために御使いたちにお命じになる』と、『あなたの足が石に打ち
つけられないように、彼らはあなたを手でささえるであろう』と書
いてありますから」と言い付けて来た。 
イエスは、「主なるあなたの神を試みてはならない」と答えた。 
イエスが父のあわれみに付け込み、使命を果たす前に自分の命を危
険にさらすのはサタンの狙いだった。 
サタンは、救いの計画が失敗に終わる事を望んでいたが、その計画
が熟考されているので、このようにサタンによって倒されたり、傷
付けられたりするのは無理だという事を私は見た。 
 
イエスとは、皆のクリスチャンが誘惑されたり、権利が問われたり
する時の手本である事を私は見た。 



彼らはそれを辛抱強く耐えるべきである。 
神様が直接あがめられ、栄光を受ける特別な目的がない限り、敵に
対して勝利を得るために神様の力を発揮させるような権利はクリス
チャンにはない、と考えた方が良い。 
イエスが身を頂上から投げ落とし、サタンと神様の天使たちしか目
撃しない事をするなら、自分の父は栄光を受けない、という事を私
は見た。 
その上、これは主が一番強い敵に自分の力を見せる誘惑でもあった
。 
そうするなら、イエスが征服するために来た相手の位まで自分自身
を引き下げることになってしまう。 
 
「それから、悪魔はイエスを高い所へ連れて行き、またたくまに世
界のすべての国々を見せて言った、『これらの国々の権威と栄華と
をみんな、あなたにあげましょう。 
それらは私に任せられていて、だれでも好きな人にあげてよいので
すから。 
それで、もしあなたが私の前にひざまずくなら、これを全部あなた
のものにしてあげましょう。』 
イエスは答えて言われた、『引き下がれサタン。』 
『主なるあなたの神を拝し、ただ神にのみ仕えよ』と書いてある」
。 
 
ここでサタンがイエスに世の国々を見せた。 
最高に魅力のあるところを見せた。 
この場で自分を拝むなら、その国々をみなイエスに与える、とサタ



ンは約束した。 
地球の所有権を主張するのを放棄する事も約束した。 
救いの計画が実施されたら、自分の力は制限され、最終的には取り
除かれる事をサタンは知っていた。 
人間を身受けするためにイエスが死ぬなら、いずれ自分の力を失っ
て、殺される事をも知っていた。 
だから可能なら、神様の息子が開始した偉大な仕事の完成をじゃま
する事はサタンの熟考された計画だった。 
もし人間の身受けの計画が失敗に終われば、自分のものと主張した
地球の所有権を持ち続けられるようになる。 
そして、もし自分の計画が成功したら、天の神に対立して、地球を
支配し続けられるだろう、とサタンはうぬぼれていた。  
 
イエスが自分の力と栄光を天に置き去った時にサタンは大変喜んだ
。 神様の息子は自分の手の中にあると思った。 
エデンの園で聖なる二人を簡単に陥れたから、自分のサタン的悪賢
さと力で、神様の息子をも倒せるだろう、それによって自分の命と
国を守れると思った。 
イエスを自分の父の心にかなわない誘惑に陥れる事ができるなら、
目的達成。 しかし、イエスは「引き下がれ」とサタンに命じた。 
イエスは自分の父だけにひざまずかなければならない。 
イエスには、自分の命でサタンの持ち物を買い戻す時がくる。 
そしてしばらくすると、天国と地球にいる者が皆イエスに服従する
。 
地球の国々は自分のものであると主張していたサタンは、イエスが
受ける苦痛が回避できるかもしれない、とイエスにほのめかした。 



この世の国々を得るために死ななくても良い。 
ただ自分を拝んでくれるなら、地球のすべてのものとそれに伴う支
配の栄光が手に入れる。 （しかし）イエスは動揺しなかった。 
合法的に世の国々を相続し、手渡され、そして永遠に所有するため
に自分の父の指示に従い、苦痛な人生とひどい死に方の道を選んだ
。 
その上、サタンもいつかイエスの手に渡され、死で滅ぼされ、二度
とイエスや栄光にいる聖人たちを煩わせる事はない。 
 
申命記６：１６、８：３、列王記下１７：３５－３６、詩篇９１：１１－１２、ルカ２－４章を
参照 

 
 
 

�第５章� 
 

イエスの働き 
 

 
サタンが試みをやめて、しばらくイエスから離れた。 
そして天使たちは荒野で料理を作り、イエスを元気付けた。 
そこで自分の父からの祝福がイエスを覆った。 
一番強烈な誘惑が失敗に終わったが、サタンは悪賢く、イエスが働
いている間に時々イエスを攻撃するのを楽しみにしていた。 



イエスを受け入れない者を扇動し、イエスを憎ませ、殺させる事に
よって、まだイエスに打ち勝つ事を望んでいた。 
サタンと彼の天使たちは特別な会議を開いた。 
神様の息子に対して何もできなかったので彼らはがっかりして、激
怒した。 
もっとずる賢くなって、イエスは世の救い主である事に対して同胞
者が疑うようになるため全力を尽くそう、と決めた。 
この方法でイエスを落胆させ、やる気を無くさせようとした。 
ユダヤ人がどれほど儀式と、いけにえの任務を正確に守っても、預
言に対して盲目にさせ、その預言を成就する者はこの世的な力強い
王様であると信じさせる事に成功したら、救世主のやって来るのは
未来だ、と考え続けるようになる。 
 
次に、イエスが働いている間、サタンと彼の天使たちは人間が疑っ
て、憎んで、軽蔑するよう仕向けるのに大変忙しかった様子が私に
示された。 
イエスが鋭利な真実でユダヤ人の罪を叱ると、彼らはよく激怒した
。 
サタンと彼の天使たちは彼らをせき立てて、神様の息子の命を取ろ
うとした。 
ある時、石を拾って、イエスに投げようとしたが、天使たちがイエ
スを守り、怒っていた群集から安全なところに運んであげた。 
又、別の時に、分かりやすい真実がイエスの聖なる唇から出たとき
、群集はイエスを捕まえ、丘の崖まで連れて行き、投げ落とそうと
した。 そこでイエスについてどうしたら良いのか、もめ始めた。 
その時、天使たちが再び群集の目からイエスを隠したので、イエス



は人込みを通って、去った。 
 
サタンはまだ偉大なる救いの計画が失敗に終わる事を願っていた。 
皆の心をかたくなにさせ、イエスに対して無情を起こさせるのに全
力を注いだ。 
イエスが神様の息子であると受け入れる人があまりにも少なく、自
分が味わう苦痛や犠牲は大きすぎる、とイエスに考えさせる事はサ
タンの狙いだった。 
しかし、たった二人でもイエスは神様の息子であると受け入れ、魂
を救うに至るまでの信仰を持っていたなら、イエスはその計画を実
施してあげた事を私は見た。 
 
イエスはまず、サタンが人々を苦しませる権力を破る働きを開始し
た。 その悪権力で苦しんでいた者をいやした。 
病人を回復させたり、足の不自由な人を癒してあげたりしたので、
彼らは喜びのあまり胸が躍り、神様に栄光を帰した。 
イエスは長年サタンの残酷な力で縛られていた目の見えない人に目
が見えるようにしてあげた。 
弱い者、震えている者や、落胆した者を恵み深い言葉で慰めた。 
死んだ人はイエスに復活していただき、神様の偉大な力が示された
ので神様をあがめた。 
イエスを信じた人のためにイエスは大いに力を発揮した。 
サタンが以前勝ち誇って、握っていた苦しんでいる弱い者をイエス
はもぎ取り、自分の力で彼らに健全な体を与え、大きな喜びと幸せ
をもたらした。 
 



イエスの人生は慈悲と思いやりと愛に満ちたものであった。 
いつも寄って来る人たちの話を丁寧に聞き、彼らの苦難を和らげて
あげた。 
多くの人がイエスの神性な力の証拠を自分の身に持っていた。 
でも、そのわざが行なわれてからすぐ、たくさんの人はあのへりく
だりながら偉大な先生を恥に思っていた。 
なぜなら、指導者たちがイエスを信じなかったので、彼らはイエス
と一緒に苦しみを受けたくなかったからである。 
イエスは悲しみの男で、悲嘆を知っていた。 
イエスの真面目な自制のある生活を耐える事のできる人は少なかっ
た。 彼らは世が授けるような名誉が欲しかった。 
多くの人はイエスに付いて行き、その唇から出る恵み深い言葉や教
えを楽しく聞いていた。 
その言葉は意味深かったが、一番弱い者でも理解できるように分か
りやすかった。 
 
サタンと彼の天使たちは忙しかった。 
ユダヤ人の目を盲目にし、理解力を曇らせた。 
サタンは民の長と指導者たちを扇動して、イエスの命を取らせよう
とした。 
そしてその指導者たちは、イエスを連れてくるように役人を送った
が、彼らはイエスに近づくと非常に驚いた。 
それはイエスが人間の苦難を目撃すると、哀れみと思いやりが沸い
てきて、愛を持って優しい言葉で弱い者や悩みを抱えている者を元
気付けるのを彼らは見たからである。 
更に、権力のある話し振りでサタンの力をとがめ、サタンの支配下



にいる捕虜たちを自由にせよ、と命令する事をも聞いた。 
イエスの唇から出た知恵ある言葉の数々を聞いていた役人たちは魅
了され、イエスに手を掛けられなかったので、手ぶらで祭司たちや
長老たちのところに戻った。 
役人たちは、「なぜ、あの人を連れてこなかったのか」と問われた
。 
彼らが目撃したイエスの奇跡や、聞いた聖なる知恵、愛、そして知
識に満ちた話を告げ、「この人の語るように語った者は、これまで
にありませんでした」と報告を終えた。 
すると祭司長たちは、「お前たちもだまされている」と彼らを非難
した。 何人かはイエスを連れて来なかった事を恥に思った。 
祭司長たちは、イエスを信じてしまうような指導者がどこに居るか
、とあざけった口振りで尋ねた。 
本当は多くの指導者と長老がイエスを信じた事を私は見た。 
しかし、サタンに縛られていたので、公に認めなかった。 
彼らは神様より、人間の批判を恐れたからである。 
 
この時点まできても、救いの計画はサタンの憎しみと悪賢さによっ
て壊されていなかった。 
イエスが世に来た目的を達成する時が迫ってきた。 
サタンと彼の天使たちは協議して、キリストの同胞者がキリストの
血を強く求め、新しい残酷な行為を考えだし、それを軽蔑的にもキ
リストにぶちまけるように仕向ける事を決めた。 
イエスがそんな待遇に腹を立て、おとなしさや謙遜な態度を守らな
くなるのがサタンの狙いだった。 
 



サタンがその計画を練っていた間、イエスは味わわなければならな
い苦難を丹念に弟子たちに教えた。 
自分は十字架に掛けられ、そして三日後に復活する事を。 
しかし、彼らの理解力は鈍かったようで、イエスの言っている事が
さっぱり分からなかった。 
 
ルカ４：２９、ヨハネ７：４５－４８、８：５９を参照 

 
 
 

�第6章� 
 

イエスの姿変わり 
 

イエスの姿変わりで弟子たちの信仰が非常に強くなってきた事を私
は見た。 
信者たちがひどい悲しみや失望の中で確信を捨ててしまわないため
神様は、イエスこそが約束された救い主である有力な証拠を彼らに
与える事にした。 
姿が変わった時に主は、イエスが経験する苦痛と死について話すた
め、イエスのもとにモーセとエリヤを送った。 
神様は、自分の息子と話し合うのに天使を選ばないで、この世の試
練を経験した者を選んだ。 
イエスの信者の何人かはイエスと一緒に居る事が許され、イエスの



服が白くてつやつやするのを目撃し、顔が神性の栄光で光るのを見
、そして恐ろしく威厳のある声で神様が、「これは、私の愛する子
である。 彼の言うことを聞きなさい」と言うのを聞いた。 
 
エリヤは神様と一緒に歩んでいた。 
彼の仕事は楽しいものではなかった。 
神様は、エリヤを通して罪をとがめた。 
彼は神様の預言者で、身を守るためにあちこち逃げなければならな
かった。 
野性動物を狩って、殺すようにエリヤは追われていたが、彼は死を
見ずに神様によって天国へ移された。 
そして大勝利と栄光の中、天使たちによって天国まで運ばれた。 
 
モーセは大いに神様から栄誉を受けた人物だった。 
彼の時代の前に生きていた人の中で彼ほど偉大な者はいなかった。 
人が友達と話すように、面と向かって神様と話す特権が彼に与えら
れた。 
また、父なる神様を包んだ輝かしい光や素晴らしい栄光を見る事が
許された。 
彼を通して神様は、イスラエルの民をエジプトでの奴隷の身から解
放した。 
イスラエルの民の仲裁者としてモーセは、よく神様の怒りと彼らの
間に立った。 
イスラエルの不信と不満のつぶやきや重い罪が神様の怒りに大いに
火をつけた際、モーセがどれほど彼らを愛しているのかが試された
。 



もし彼がイスラエルから手を引いて、滅ぶがままにすれば、彼から
大国を築く、と神様は約束した。 
モーセは懸命な嘆願をもってイスラエルに対する愛を明らかにした
。 
神様が激しい怒りを抑え、イスラエルを赦してくれるよう、そうし
ないなら自分の名前を神様の本から消しても良いと、苦悩の中に祈
った。  
 
水がなくなった時、自分たちとその子供たちを殺すためにエジプト
から導き出したか、とイスラエルの民は神様とモーセに対して不満
をつぶやいて、非難した。 
神様がその不満のつぶやきを聞いて、モーセに、石をたたいてイス
ラエルの民に水を与えるよう命じた。 
そこでモーセは怒って、石をたたき、自分に栄光を帰してしまった
。 
イスラエルの民の絶え間ない背教や不満のつぶやきがモーセを大変
悲しませた。 
神様はどれほど彼らに対して忍耐強いのか、それに、その不満のつ
ぶやきは自分に対するものではなく、神様に対するものだという事
をモーセは、わずかの間忘れてしまった。 
モーセは彼らを深く愛したにもかかわらず彼らがあまり感謝しなか
ったので、自分はどれほど不当な扱いを受けているか、とばっかり
考えていた。 
 
イスラエルの民がその件を通して神様の偉大さを知り、あがめるは
ずだったが、モーセは石をたたいて、神様に栄光を帰さなかった。 



そして主はモーセに対して不愉快に思い、「あなたを約束の地に入
らせないよ」と言った。 
よくイスラエルを窮地に導く事で彼らを試し、追い込まれた時に自
分の力を示すことによって彼らの記憶に残して、そして彼らが自分
をあがめる事が神様の計画だった。 
 
二枚の石板を持って山から降りた時にイスラエルが金の子牛の像を
拝んでいるのを見たモーセは激怒して、石板を投げて壊した。 
モーセはこの事で罪を犯さなかった事を私は見た。 
神様のために怒り、その栄光のため、しっとに燃えた。 
でも心の元の感情に従い、神様に帰すべき栄光を自分のものにした
行為は罪だった。 
その罪で神様は、モーセが約束の地に入るのを許さなかった。 
 
サタンは、天使たちの前でモーセを告発するためのねたを捜してい
た。 
そして、モーセを陥れた事で神様を不愉快にさせたのを勝ち誇った
。 
世の救い主が人間を身受けするためにやって来る時、自分は勝って
見せるぞ、と自慢そうに天使たちに言った。 
この罪でモーセは、サタンが支配している国→ 死、に陥った。 
もしモーセがしっかりして、栄光を自分のものにしなかったなら、
主は約束された地に彼を導き、そして死を見ずに彼を天国に移って
あげる事はずだった。 
 
モーセは死を通ったが、腐敗する前にミカエルが降りてきて、彼に



命を与えた事を私は見た。 
遺体は自分のものだとサタンは主張していたが、ミカエルがモーセ
を復活させ、天国に連れて行った。 
自分の獲物である遺体をつかみながら悪魔は、それを取ろうとした
神様を、「不公平だ！」と激しくののしった。 
悪魔の誘惑と力で神様に仕えた人は陥ったのに、ミカエルは悪魔を
叱らなかった。 
キリストは自分の父を指して、「主があなたを戒めてくださるよう
に」とおとなしく言った。 
 
イエスは、一緒に立っている弟子の中で、死を味わう前に神様の国
が力強く来るのを見る者がいる、と言った。 
姿変わりの時にこの約束が実行された。 
イエスの表情の様子が変わって太陽のように輝き、服装は白くてつ
やつやしていた。 
イエスの第二回の現れに死から復活される人たちの代表者、モーセ
はその姿変わりの場に居た。 
そして、死なずに天国に移されたエリヤは、イエスの再臨の時に死
なずに天国に移され、永遠の命を持つようになる人たちの代表者で
あった。 
弟子たちは恐れと驚きでイエスの素晴らしい威厳のある姿と自分た
ちを覆っていた雲を見ながら、恐ろしい威厳のある声で神様が、「
これは、私の愛する子である。 
彼の言うことを聞きなさい」と言うのを聞いた。 
 
出エジプト３２章、民数記２０：７－１２、申命記３４：５、列王記下２：１１、マルコ９章、
ユダ９を参照 



 
 
 

�第７章� 
 

キリストは裏切られる 
 

 
次に私は、イエスが弟子たちと一緒に過ぎ越しの晩さんを食べてい
る時まで運ばれた。 
自分はサタンにだまされ、キリストの真の弟子の一人だとユダは思
い込んでいだ。 
しかし、彼の心はいつもこの世のものに向いていた。 
ユダはイエスの働きの場に一緒に居たり、その力のあるわざを見た
りしたので、イエスは救い主である証拠に圧倒され、認めざるを得
なかった。 しかし、彼はお金を愛して、欲深く、ケチだった。 
高価な軟こうがイエスの上に注がれた事で腹を立て、文句をつけた
。 マリアは自分の主を愛していた。 
自分の数多くの罪を赦してくれたし、非常に愛していた兄を死から
生に返してくれたので、イエスのためなら高すぎる贈り物はないと
思っていた。 
その軟こうが貴重で高いほど、自分の救い主に対する感謝の気持ち
をはっきり表せると思い、心を込めてささげた。 



ユダは自分の欲張りを隠そうと、その軟こうを売ったら代金を貧し
い人にあげるのに、と言った。 
でも貧しい人の事を心に留めたわけではなかった。 
彼は利己的で、貧しい人に配るはずの任された金をよく着服してい
た。 
イエスの暮らしを快適にする必要な物に心を配らず、ただ自分の欲
張りを言い訳しようとよく貧しい人の事を口にした。 
マリアの気前のよい行為で彼の欲張りの性質は痛烈に非難された。 
 
サタンの誘惑がユダの心に容易に受け入れられるように用意されて
いた。 
ユダヤ人はイエスを憎んでいたが、イエスの知恵のある話を聞くた
めや、力強いわざを見るために大勢の人が群がった。 
彼らはその素晴らしい先生の教えに耳を傾けると心の底まで動かさ
れ、熱心にイエスに従ったので、祭司たちと長老たちの注目が薄く
なってしまった。 
多くの位の高い指導者たちはイエスを信じたが、会堂から追放され
るのを恐れていたから、その信仰を告白しなかった。 
祭司たちと長老たちはイエスへの注目をやめさせなければならない
、と決めた。 
すべての人がイエスを信じるようになるのを恐れていた。 
彼らは自分自身の安全を保証するものはないと感じていた。 
自分の地位を失うか、イエスを殺すか、この二つの道しかなかった
。 殺しても、イエスの偉業を記念している人がまだ生きている。 
ラザロはイエスによってよみがえった。 
だからイエスを殺しても、ラザロはイエスの偉大な力を証明するの



ではないか、と恐れていた。 
皆、よみがえった人を見るために群がっていたので、ラザロをも殺
して、この大騒ぎを静める事を決めた。 
それで、もう一度皆を人間の言い伝えや教理に向けさせ、ハッカや
ヘンルーダの十分の一をささげさせ、自分たちの影響力が取り戻せ
ると思った。 
イエスが群集に囲まれ、皆がその話に集中している時に捕らえよう
としたら石打ちで殺されるので、イエスが一人にいる時に捕らえる
計画に彼らは賛成した。  
 
ユダは、彼らがどれほどイエスを捕らえたかっていたかを知り、わ
ずかの銀貨で裏切る事を提供した。 
お金に対する執着心が自分の主を恨み重なる敵の手に渡すように至
った。 
サタンは、ユダを通して直接働き、最後の晩さんの感動的な場面の
最中にイエスを裏切ろうとたくらんでいた。 
その夜イエスが悲しげに、自分のために弟子は皆つまずくと言った
。 
しかしペテロは強く否定して、皆がイエスのためにつまずいても自
分はつまずかないと断言した。 
イエスはペテロに、「サタンはあなたがたを麦のようにふるいにか
けることを願って許された。 
しかし、私はあなたの信仰がなくならないように、あなたのために
祈った。 
それで、あなたが立ち直ったときには、兄弟たちを力づけてやりな
さい」と言った。  



 
次に私が見た場面は、イエスが弟子たちと一緒に園にいるところで
あった。 
深い悲しみで、誘惑に陥らないため注意して祈りましょう、とイエ
スは弟子たちに勧めた。 
彼らの信仰は試されるし、期待していた事は外れるので、力を付け
るために注意深く見張って、熱心に祈る必要があるとイエスは知っ
ていた。 
イエスは涙を流し、叫びながら祈った、「父よ、みこころならば、
どうぞ、この杯を私から取りのけてください。 
しかし、私の思いではなく、みこころが成るようにしてください」
。 神様の息子はひどく苦しんで祈った。 
顔から血のような大粒の汗が出て、地面に落ちた。 
天使たちは上を舞いながら、その光景を見下ろしていた。 
苦しんでいる神様の息子を力付けるためにたった一人の天使が派遣
された。 
天国に居る天使たちは自分の冠とハープを投げ落とし、興味深く静
かにイエスを見つめた。 天国に喜びがなかった。 
彼らは神様の息子を囲みたかったが、指揮官の天使たちはそれを許
さなかった。 
それは、イエスの裏切られる光景を見ると、彼らがイエスを救い出
すのを防ぐためであった。 
その計画はもう練られていて、イエスは最後までそれを果たさなけ
ればならない。 
 
イエスは祈ってから弟子たちの様子を見に行った。 皆寝ていた。 



その恐ろしい時に自分の弟子たちさえ慰めや祈りをしてくれなかっ
た。 
ついさっき、あんなに熱心だったペテロは深い眠りについていた。 
イエスは先ほどペテロが断言した事に触れ、彼に言った、「眠って
いるのか。 
ひと時も目をさましていることができなかったのか」。 
三度も苦しみながら神様の息子は祈った。 
するとユダと彼が率いた群集がやって来た。 
ユダはいつものようにイエスに挨拶しようとした。 
群集がイエスを囲んだが、イエスは、「だれを探しているのか。 
私が、それである」と尋ね、その場で自分の神性の力を明らかにし
た。 彼らは後ずさりして、地面に倒れた。 
こう尋ねた理由は、彼らがイエスの力を目撃し、もしその気になれ
ばイエスは自分を救い出す事ができる、という証拠を彼らに示すた
めであった。 
 
棒や剣を持っていた群集があれほど早く倒れるのを見た弟子たちに
希望が沸いてきた。 
彼らが起き上がり、もう一度イエスを囲もうとしたところ、ペテロ
が剣を取り、ある（人の）耳を切り落とした。 
イエスは剣を収めるようにペテロに命じ、「私が父に願って、天の
使たちを十二軍団以上も、今つかわしていただくことができないと
、あなたは思うのか」と聞いた。 
イエスがこう言った時に天使たちの表情がいきいきしてきたのを私
は見た。 
その時、その場で、天使たちは自分の司令長官を囲み、暴徒を解散



させたかった。 
でもイエスが、「しかし、それでは、こうならねばならないと書い
てある聖書の言葉は、どうして成就されようか」と付け加えたので
、彼らは再び悲しみに覆われた。 
イエスが連行されるのを許したので、弟子たちは再び落胆して、非
常にがっかりしてしまった。 
 
弟子たちは我が身を案じ、あちこち逃げてしまったので、イエスは
一人残された。 その時、サタンはどれほど勝ち誇ったか！ 
神様の天使たちはどれほど悲しんで悲哀を感じたか！ 
多くの聖なる天使と各部隊の背の高い指揮官の天使はこの光景を目
撃するために送られた。 
神様の息子に与えられるすべての事、その侮辱や残酷な行為を書き
記し、イエスが感じる苦しみを一つ残らず記録する。 
なぜなら、それを与える人たちはその場面をもう一度、生きている
文字で見なければならない事になっているからである。 
 
マタイ２６：１－５６、マルコ１４：１－５２、ルカ２２：１－４６、ヨハネ１１章、１２：１
－１１、１８：１－１２を参照 
 
 
 

�第8章� 
 

キリストの裁判 



 
 
天使たちは各自のキラキラと光る冠を悲しみのなかで脱いで、天国
を去った。 
司令長官（イエス）が苦しみ、いばらの冠をかぶろうとしている時
に、自分たちの冠をかぶる事はできなかった。 
サタンと彼の天使たちは裁判所で人間性を壊し、哀れみを無くそう
と努めた。 その場の空気は彼らの影響で重く、汚染されていた。 
祭司長たちや長老たちは彼らの影響を受け、人間の性質が一番堪え
難い方法でイエスをののしったり、虐待したりした。 
このような侮辱や苦しみによって神様の息子から不平や不満を引き
出すか、あるいはイエスが自分の神性を働かせ、群集の手から逃げ
る事で、ついに救いの計画は失敗に終わる事がサタンの狙いだった
。 
 
自分の主が裏切られてからペテロは付いて行った。 
イエスに何が起こるのかをペテロは心配していた。 
自分が弟子の一人だと責められたらそれを否定した。 
自分の命が取られることを恐れて、弟子の一員である事が指摘され
ても、「その人は知らない」と強く打ち消した。 
弟子たちの言葉遣いは純粋だという評判があったので、ペテロは周
りをだますために三回目にはののしりと、口汚い言葉で自分がキリ
ストの弟子ではない事を否定した。 
するとペテロから少し離れていたイエスは、悲しげな非難の眼差し
で視線をペテロに向けた。 
ペテロは、イエスが晩さんの席で言った事、それに自分が、「たと



い、みんなの者があなたにつまずいても、私は決してつまずきませ
ん」と熱心に断言した事を思い出した。 
自分の主をののしりを掛けるほど強く否定したが、イエスの眼差し
でペテロの心は直ちに和らげられ、救われた。 
そしてペテロは激しく泣き、自分の大きな罪を悔い改めて改心した
。 これでペテロは兄弟を力付けるため用意された。 
 
群集は大騒ぎして、イエスの血を求めていた。 
残酷にもイエスにむちをあて、王様が着るような紫色の古い着物を
着せ、その聖なる頭にいばらの冠をかぶらせた。 
その手に葦を持たせ、イエスの前でひざまずきながらおじぎをし、
「ユダヤ人の王様、万歳！」とイエスをバカにした。 
次に手から葦を取り、それでイエスの頭を打った。 
これによっていばらがこめかみを刺して、血が顔からひげにしたた
り落ちていた。 
 
天使たちにとって、この光景は堪え難いものだった。 
イエスを群集の手から救いたかったが、指揮官の天使たちはそれを
許さなかった。 
これは人間のために払う大いなる身代金だが、この身代金は完全な
ものなので、やがて死を支配する者を滅ぼす事になると説明した。 
イエスは侮辱されている光景が天使たちに見られている事を知って
いた。 
一番弱い天使でさえ、その群集を倒し、イエスを救い出す事ができ
るのを私は見た。 
自分の父に願えば、直ちに天使たちに解放してもらう事をイエスは



知っていた。 
しかし、救いの計画を成し遂げるため、悪い人たちからの苦しみを
よく味わわなければならなかった。 
 
そこにイエスは狂った群集から卑劣な虐待を受けながら、へりくだ
り、おとなしく立っていた。 彼らはイエスの顔につばを掛けた。 
神様の街を照らす顔、太陽より強く輝く顔、彼らにはその顔から隠
れたくなる日がくる。 
でもイエスは彼らに向かって怒った顔付きなどを見せなかった。 
ただおとなしく手を上げて、つばをふいた。 
彼らはイエスの頭に古着を掛け、目隠しをし、そして顔を打ちなが
ら叫んだ、「言いあててみよ。 打ったのは、だれか」。 
天使たちはそこで騒いでいた。 
彼らは直ちにイエスを救いたかったが、指揮官の天使たちに抑えら
れた。 
 
弟子たちは勇気を出して、イエスの居るところに入り、裁判を見た
。 
彼らはイエスが自分の神性を働かせ、敵の手から自分を救い出し、
受けている苦難に応じて仕返しをする事を期待していた。 
各場面によってその期待は高まり、また低くなったりしていた。 
時には疑って、自分たちはだまされたのではないかと恐れた。 
しかし、イエスの姿変わりの際に聞いた声と、そこで目撃した栄光
によってイエスは本当に神様の息子であると彼らの信仰が強くなっ
てきた。 
彼らはイエスと一緒に居た時にイエスが奇跡を起こして病人をいや



したり、盲人の目を開けたり、耳が聞こえない人の耳をも開けたり
、悪霊を叱り、追い出したり、死んだ人をよみがえらせたりした刺
激的な場面を思い出した。 イエスが叱ると風さえも従った。 
弟子たちはイエスが死ぬなんてとても信じられなかった。 
以前のように力強く起き上がり、神殿に入って神の家を市場のよう
な所にした人たちを追い払い、彼らが武器を持つ兵士の中隊に追わ
れるように逃げた時と同じように、その血を求めた群集を権威のあ
る声で解散させる事を弟子たちは期待していた。 
イエスが自分の力を現して、自分自身はイスラエルの王である事を
皆を納得させる事も弟子たちは望んでいた。 
 
ユダは、イエスを裏切った行為による恥と良心のとがめで胸がいっ
ぱいになった。 
イエスが虐待されるのを目撃すると、すっかり参ってしまった。 
彼はイエスを愛していたが、お金に対する執着心の方が強かった。 
自分が率いていた群集に、イエスは捕らえられるような事を許さな
いで、奇跡を起こして、彼らの手から自分自身を救うだろうと思っ
ていた。 
しかしユダは、裁判の場で激怒した群集がイエスの血を求めている
のを見て、良心のとがめを深く感じた。 
そして多くの人がイエスを告発している場でユダは、大急ぎでその
人込みを割って、「罪のない者を裏切った」と自分の罪を告白した
。 
その代金を返そうとイエスの完全無罪を断言し、イエスを解放する
よう強く頼んだ。 
祭司たちはしばらくの間、いらだちと混乱で無言になった。 



「イエスの弟子」と自称していた人を雇い、イエスを裏切ってもら
った事を群集に知られたくなかった。 
イエスを泥棒のように、ひそかに捕らえた事を隠したかった。 
しかし、ユダの告白と有罪そうなやつれた顔によって、イエスを捕
らえたのは彼らの憎しみからくるものであった事が暴かれた。 
ユダが大きな声でイエスの無罪を訴えると、祭司たちは答えた、「
それは、我々の知ったことか。 自分で始末するがよい」。 
彼らはイエスを手中に収めていたので、その身柄を確保する決意を
固めた。 
心の苦しみに押しつぶされたユダは、今や憎くなってしまったお金
を雇ってくれた人たちの足元に投げつけ、罪の重大さや恐ろしさの
あまり出て行って、首をつってしまった。 
 
群集の中には多くの人がイエスを支持していた。 
いろいろ問われたが、イエスは何も答えなかったので皆が驚き怪し
んだ。 
侮辱やあざけりに対して、その表情に不機嫌そうなところはまった
く無く、しかめ面もなかった。 
イエスは威厳のある姿を保ち、落ち着いていた。 
その様子は高貴で、完璧だった。 
観衆は不思議そうにイエスを見つめた。 
その断固たる高貴で、完璧な様子は、裁判にあたっている支配者た
ちと比べると、イエスの方が王様らしく、国を託すのにふさわしい
者ではないかと互いに言い合っていた。 
イエスの人相には犯罪者らしい特徴がなかった。 
イエスの目は優しく、澄んで、大胆不敵で、そして額は広くて高い



。 慈悲と高潔さが深く彼の容貌に刻まれていた。 
イエスの忍耐力と辛抱強さはあまりにも人間を超えていたものなの
で、多くの人は震え上がった。 
領主ヘロデと総督ピラトでさえ、イエスの高貴な神様らしい様子に
大いに悩まされた。 
 
ピラトは、最初からイエスは並の人間ではなく、優秀であると確信
し、イエスがまったく無罪だと信じていた。 
その光景を目撃していた天使たちはピラトがイエスに対して同情や
哀れみの心を確信している事に気づき、イエスを十字架に付けるひ
どい行為の責任から救うためにひとりの天使がピラトの妻へ送られ
た。 
そして夢を通して、ピラトが今裁いている者は神様の息子で、無罪
の被害者である事を彼女に教えた。 
彼女が直ちに夫の元へ使いをやって、「夢で、イエスのためにひど
い目に遭ったからその聖なる方とかかわらないで下さい」と注意し
た。 
その使いは急いで群集をかき分け、妻が書いたものをピラトに渡し
た。 ピラトはそれを読むと震え上がり、真っ青になってきた。 
そしてすぐにこの件とかかわらず、群集がイエスの血を求めても自
分は関与しないで、イエスを救い出す事に努力すると決めた。 
 
ヘロデがエルサレムにいると聞いてたピラトは喜んで、イエスの判
決と無関係になり、この嫌な件から一切手を切ろうとした。 
そこで、イエスを原告側の人たちと一緒にヘロデのもとに送った。 
ヘロデは冷酷な人となっていた。 



ヨハネを殺害した事によって自分自身では消さない傷が良心に残っ
た。 
イエスの事とその素晴らしい活動ぶりを聞いたヘロデは、「ヨハネ
がよみがえったのではないか」と思った。 
やましい心があったから恐怖で震え上がった。 
イエスはピラトからヘロデの手に引き渡された。 
ピラトがそうしたのでヘロデは自分の権力、威力や判断力が認めら
れたと思った。 
その時までこの二人は敵だったが、その場で仲直りをした。 
ヘロデは、イエスが何か大きな奇跡を起こして、喜ばせてくれると
期待していたのでイエスを見た時喜んだ。 
でも好奇心を満足させるのはイエスの仕事ではなかった。 
人を救うために持っている神性な力や奇跡的な力を使っても良いが
、自分のために使うべきではない。 
 
ヘロデの質問攻めに対してイエスは何も答えなかったし、敵に激し
く告発されても気にしなかった。 
イエスがヘロデの威力を恐れそうもなかったのでヘロデは自分の兵
士たちと一緒に神様の息子をあざけったり、バカにしたり、虐待し
たりした。 
恥をかかされても、虐待されても、イエスは高貴な神様らしい様子
を保っていたのでヘロデは驚いて、判決を下すのを恐れ、イエスを
ピラトのもとに返した。 
 
サタンと彼の天使たちはピラトを誘惑して、彼を自分の破滅に引き
入れようとした。 



ピラトに、「イエスの判決から手を引いたとしても他の人がやるし
、群集はイエスの血を渇望している。 
そしてイエスを十字架に掛けるように命じなければ、権力と世の名
誉を失い、詐欺師と言われている人の信者と名づけられ、非難され
るに違いない」とほのめかした。 
それで自分の権力と威力を失うのを恐れたピラトは、イエスの死を
承諾した。 
イエスの血の責任を告発側に負わせ、その群集がそれを受け、「そ
の血の責任は、我々と我々の子孫の上にかかってもよい」と言って
たが、ピラトには責任があった。 キリストの血の責任を。 
彼はこの世の偉い人々からの名誉に対する欲と私利私欲のため、無
罪の者を死に引き渡した。 
もしピラトが持っていた確信に従っていたら、イエスの有罪判決に
かかわる事はしなかった。 
 
イエスの裁判と有罪判決によって多くの人は考えさせられた。 
そしてその場で作られた印象は、イエスが復活してから現れるよう
になる。 
後に教会に加わる多くの人の経験はイエスの裁判で始まり、確信が
そこで芽生えた。 
 
サタンは祭司長たちをうまく利用して、イエスを虐待した。 
でもあれほど虐待されても、イエスは少しも不平をつぶやかなかっ
たので、サタンが激怒した。 
イエスが人間の性質を取ったが、神様らしい力と不屈の精神で支え
られ、父なる神様の意思に全然反しなかった事を私は見た。 



 
マタイ２６：５７－７５、２７：１－３１、マルコ１４：５３－７２、１５：１－２０、ルカ２
２：４７－７１、２３：１－２５、ヨハネ１８章、１９：１－１６を参照 
 
 
 

�第9章� 
 

キリストのはりつけ 
 

 
神様の息子は十字架につけられるために群集に引き渡され、その愛
しい救い主は連行された。 
受けた殴打やむち打ちの痛みと苦しみによって弱り果て、衰弱して
いた。 
それでも彼らは、もうすぐイエスをはりつけにする重い十字架をイ
エスに背負わせようとした。 
しかし、その荷が重くて、イエスは気絶した。 
三度イエスにその重い十字架を背負わせようとしたが、イエスが三
度とも気絶してしまった。 
そこでイエスの信者の一人を捕まえた。 
彼はイエスを信じていたが、まだ信仰を告白していなかった。 
そこで彼に十字架を背負わせた。 
そして彼がそれを運命の場所まで運んだ。 



その場所の空中に、天使の部隊が整列していた。 
「どくろ」というところまで何人かの弟子が悲しみ泣きながらイエ
スに付いて行った。 
イエスが勝ち誇って、（ろばに乗って）エルサレムに入った事を思
い出した。 
その時イエスに付いて行き、上着を道に敷き、美しいヤシの木の枝
を取ってこう叫んだ、「いと高き所に、ホサナ」。 
彼らはイエスがその場で国を受け取り、この世的にイスラエルの君
主になって、この国を統治すると思っていた。 
どれほど状況が変わった事か！ 
彼らの希望はどれほどくじかれたか！ 
以前のようにいきいきして、希望に満ちた心でイエスに従う事がで
きなかった。 
今は恐怖と絶望感に取り付かれながら弟子たちは、侮辱を受け、卑
しめられ、死にゆく者に悲しくゆっくりと付いて行った。 
 
イエスの母はそこにいた。 
自分の子をかわいがる母親にしか感じられない苦悩に胸が刺されて
いた。 
苦悩に取り付かれた心にはまだ、息子が何か大きな奇跡を起こし、
人殺しの手から自分自身を救い出すのを弟子たちと同じく、期待す
るところがあった。 
自分の息子がはりつけの刑に服従するという思いに耐えられなかっ
た。 でも準備ができて、十字架にイエスを横にして置いた。 
ハンマーと釘が持って来られた。 弟子たちは気が遠くなった。 
お母さんも堪え難い苦しみに襲われた。 



イエスを十字架の上に伸ばして、その木製の十字架の横棒に残虐な
釘でイエスの両手を留めようとした。 
釘が柔らかい手と足の筋肉や骨に「がちゃん」と打ち込まれる音を
イエスの母に聞かせないため、弟子たちは彼女をその場から運びだ
した。 
イエスはあまりの苦悶にうめき声を出したが、不平は言わなかった
。 彼の顔は真っ青で、額に大粒の汗が出た。 
神様の息子を苦しませる事でサタンは大変喜んだと同時に、自分の
国は滅び、自分は死ななければならないのではないかと恐れていた
。 
 
十字架にイエスを釘で打ち付けてからその十字架を持ち上げ、前も
って用意したところに力強く突き立てた。 
肉を裂き、強烈な痛みを与えた。 
彼らはできるだけ恥をかく死に方を与えようとした。 
イエスの両側に泥棒を一人づつはりつけた。 
その二人とも懸命に抵抗し続けたあげく、無理やりに腕が押さえ付
けられ、それぞれの十字架に釘で打ち付けられた。 
でもイエスはおとなしく服従した。 
その腕を十字架に押さえ付ける必要はなかった。 
泥棒たちが死刑執行人をののしった時にイエスは、苦しみながら敵
のために、 「父よ、彼らをおゆるしください。 
彼らは何をしているのか、わからずにいるのです」と祈った。 
イエスは肉体的の苦しみだけを耐えたのではなく、全世界の罪をも
負っていた。 
 



イエスが十字架に掛けられている間、通りかかった人の何人かは頭
を振りながら王様に対してするようなおじぎをしながら、「神殿を
打ちこわして三日のうちに建てる者よ。 
もし神の子なら、自分を救え。 
そして十字架からおりてこい」とののしった。 
荒野で悪魔も同じ言葉を使って、イエスに、「もし神の子なら」と
言った。 
祭司長たち、長老たちや律法学者たちがあざけって言った、「他人
を救ったが、自分自身を救うことができない。 
あれがイスラエルの王なのだ。 いま十字架からおりてみよ。 
そうしたら信じよう」。 
その場の空中で舞っていた天使たちは、イエスが「もし神の息子な
ら、自分を救え」とバカにされたのを聞いて、憤慨した。 
彼らは直ちにイエスを救助しに行きたかったが、許されなかった。 
イエスの任務の目的は達成されようとしていた。 
何時間も十字架に掛けられても、ひどく苦しんでも、イエスは自分
の母親のことを忘れなかった。 
彼女は苦しみにあふれた場面から離れられなかった。 
いたわりと人情がイエスの最後の教訓だった。 
悲嘆に暮れた母を見てから、愛する弟子の方に視線を向けた。 
イエスは母に向かって言った、「婦人よ、ごらんなさい。 
これはあなたの子です」。 そしてヨハネに、「ごらんなさい。 
これはあなたの母です」と言った。 
そしてヨハネはその時から彼女を自分の家に引き取った。 
 
ひどく苦しんだイエスは、のどの渇きを覚えた。 



しかし、ここでも彼らは侮辱を重ね、酢と苦いものをイエスに飲ま
せた。 
愛する司令長官のはりつけられる光景を見るのが我慢できなくなり
、天使たちは顔を覆った。 
太陽も、その恐ろしい光景を見るのを拒んだ。 
イエスは、「すべてが終った」と大声で叫んで、人殺しをぞっとさ
せた。 
すると神殿の幕が上から下まで裂け、地が揺れ動き、岩が裂けた。 
地面は真っ暗やみに包まれた。 
イエスが死ぬと弟子たちの最後の望みもぬぐい去られそうだった。 
多くの信者はイエスの苦しみと死の光景を目撃して、悲しみの杯が
いっぱいになってしまった。  
  
その時、サタンは以前のように喜ばなかった。 
救いの計画をめちゃくちゃにしてやりたかったが、その計画はよく
練られていた。 
イエスの死によって自分はいつか死んで、そして自分の国は取りあ
げられ、イエスに渡さなければならない事を悟った。 
そこで自分の天使たちと会議を開いた。 
サタンにはイエスに対して勝るところがなかったので、皆はもっと
努力して、悪賢さや力をイエスの信者に向けなければならない。 
信者がイエスの買い取った救いを受け取らないように手を尽くして
、それをじゃましなければならない。 
こうすることによって、サタンはまだ神様の統治に反抗を続けるよ
うになる。 
その上、できるだけ多くの人にイエスを受け入れさせないようにす



る事は自分のためにもなる。 
なぜなら、イエスの血によって償われた人々は打ち勝ち、犯した罪
は最終的に罪の創始者である悪魔に戻され、彼はそれらを負わなけ
ればならない。 
しかし、イエスを通して救いを受け入れない人は自分の犯した罪を
自分自身で負う事になる。 
 
イエスの人生は華やかなぜいたくなものではなかった。 
そのへりくだった、自制心のある人生は、世の名誉と安楽を追及し
ていた祭司たちや長老たちの人生と対照的だった。 
イエスの厳格な聖なる暮らしぶりによって、彼らは自分の罪のため
に絶え間なく責められていた。 
彼らはイエスのへりくだりと純粋さを軽蔑した。 
しかし、イエスを軽蔑した者は、イエスが天国の壮大さとお父さん
である神様の比類のない栄光に包まれる姿を見る時がくる。 
裁判の場でイエスは自分の血を渇望していた敵に囲まれた。 
無情にも、「その血の責任は、我々と我々の子孫の上にかかっても
よい」と叫んだ者は、イエスの誉れ高い王様である姿を見る事にな
る。 
天国にいる者は皆勝利と威厳と権力の歌を歌いながら、殺されたが
、再び生きている力強い征服者であるイエス・キリストを護衛する
事になる。 
人間、弱く卑劣で、惨めな人間が栄光の王の顔につばをかけると、
群集からその卑劣な侮辱に対する残忍な勝利の叫びがあがった。 
その顔を残酷に殴り、傷を負わせ、天国にいる者を皆驚嘆させた。 
しかし彼らはもう一度その顔を見る。 



その時、真昼の太陽のようにまぶしく輝く顔から逃げたくなる。 
彼らは残忍な勝利の叫びをあげるどころか、恐怖のあまり泣きわめ
く。 そしてイエスは、両手にあるはりつけの跡を見せる。 
イエスの体にこの虐待の跡は永遠に残る。 
釘跡の細部までも人間の救いの素晴らしさとその救いの高貴な代価
を物語るようになる。 
命の主の脇にやりを突き刺した人、まさにその人はやりの跡を見て
、イエスの体を傷つけた役目を苦悶の中で深く嘆き悲しむ。 
イエスを殺した人たちは、イエスの頭の上に掲げられた書、「ユダ
ヤ人の王」に対して非常に腹を立てた。 
しかし、その（イエスがやって来る）時、イエスが栄光と王の権力
を持つ姿を見ざるを得ない上、イエスの服と太ももに生きる文字で
書かれている、「王の王、主の主」を見る事になる。 
イエスが十字架に掛けられた時に、「イスラエルの王キリスト、い
ま十字架からおりてみるがよい。 
それを見たら信じよう」とイエスをバカにして叫んだ｡ 
でもその時、王の権力と権威を持つキリストを見る。 
見るとイエスはイスラエルの王様である証拠を要求しないで、イエ
スの威厳さや素晴らしい栄光を感じ、圧倒され、「主の名によって
きたるものに、祝福あれ」と認めざるを得ない事になる。 
 
地面が揺れ、岩が裂け、暗やみが地面を覆い、そしてイエスは力強
く大きな声で「完了した！」と叫び、自分の命を明け渡した事によ
って敵は悩まされ、人殺したちは震え上がった。 
弟子たちはこの特異な現象を不思議がっていたが、望みが完全につ
ぶされてしまった。 



自分たちもユダヤ人に殺されてしまうのではないかと心配していた
。 
神様の息子に対する憎しみがあれほど激しかったので、そこで終わ
らないだろうと思っていた。 
彼らは失望して、何時間も寂しく悲しみながら泣き続けた。 
イエスがこの世の君主として支配するだろうと期待したが、その期
待はイエスの死と共に消えてしまった。 
悲しみと失望のどん底の中、イエスにだまされたのではないかと疑
った。 
母でさえ面目を失って、イエスは本当に救い主であるかと思い、信
仰が揺らいだ。 
 
イエスに対して失望したにもかかわらず、弟子たちはまだイエスを
愛した。 
その遺体を大切にして、敬意を表そうとしたが、どうやって遺体が
受け取れるのか分からなかった。 
影響力を持ち、地位高い議員のアリマタヤのヨセフはイエスの本当
の弟子の一人であった。 
彼は勇気を出しながらも密かにピラトの所へ行って、イエスの遺体
をくれるよう懇願した。 
ユダヤ人の憎しみが激しかったので、もしイエスの遺体にふさわし
い墓に収めようとしたら、妨げられるのではないかと弟子たちは思
ったので、ヨセフは公に行くのを恐れた。 
しかしピラトは許可を与えた。 
彼らはイエスの遺体を取り下ろした時にまた悲しみに襲われ、絶望
感にさいなまれた。 



高級な亜麻布でイエスを巻いてから、ヨセフが自分の新しい墓にイ
エスの遺体を横たえた。 
イエスの遺体が敵に盗まれないように、まだ生きている間彼に従っ
ていた謙遜な女性達は、イエスが死んでも遠く離れず、その聖なる
遺体が墓に収められ、非常に重い石が墓の入口に転がされるまで別
れを惜しんだ。 でもそんな心配は必要なかった。 
天使の大勢は言うに言われない程の興味を持ち、イエスの収められ
た場所を見詰めているのを私は見た。 
その墓を警備して、「栄光の王を監獄から解放せよ」という命令を
首を長くして待ち、それぞれの役割を果たしたかっていた。 
 
イエスを殺した人たちは、イエスが復活して、逃げるのではないか
と恐れた。 
そこで彼らは三日目まで墓の番をするよう、とピラトに強く求めた
。 
ピラトは武器を持つ兵士を与え、弟子たちがイエスの遺体を盗んで
、「イエスはよみがえった！」と言わせないため、墓の入口の石を
封印して、準備するように命じた。 
 
マタイ２１：１－１１、２７：３２－６６、マルコ１５：２１－４７、ルカ２３：２６－５６、
ヨハネ１９：１７－４２、黙示録１９：１１－１６を参照 
 
 
 

�第10章� 
 



キリストの復活 
 

 
安息日に、弟子たちが自分の主の死を悲しみながら休んでいた間、
栄光の王イエスも墓の中で休んだ。 その夜はゆっくりと過ぎた。 
まだ暗いうちに墓の上を舞っていた天使たちは、自分の愛する司令
長官である神様の愛しい息子の解放の時間が迫っている事を知って
いた。 
そしてイエスの勝利の時間を待ち焦がれていた時、ある力強い天使
が素早く天国から飛んできた。 
その天使の顔は稲妻のようで、服は雪のように白かった。 
飛んできた跡の暗やみは彼の光で消散され、その光と栄光でイエス
の遺体を自分の物だと意気揚々と主張していた堕天使たちが怖くな
り、逃げた。 
イエスが侮辱を受けた光景を目撃し、聖なる眠りの場所を見張って
いたひとりの天使は、先に天国から来た天使と合流して、墓まで降
りて来た。 
墓に近づくと地面が揺れ始め、大きな地震が起こった。 
力強い方の天使が墓の前の石をつかみ、入口から素早く転がして、
その上に座った。  
 
番人たちはひどい恐怖に襲われた。 
イエスの遺体を引きとめる権力はどこに行ったのだろう？ 
遺体が弟子たちに盗まれる事や自分の任務を考えてはいなかった。 
天使たちの光が太陽よりも明るく周りを照らして、非常にまぶしか



ったので彼らは驚き恐れた。 
ローマの番人たちが天使を見て、死んだ人のように地面に倒れた。 
天使のひとりが勝ち誇って石を転がし、澄んだ力強い声で、「神様
の息子よ！ あなたのお父さんが呼んでいる！ 
出て来なさい！」と叫んだ。 
死はもうイエスを支配する事ができなくなった。 
死んでいたイエスは立ち上がった。 
一方の天使は墓に入り、勝利を得たイエスが立ち上がると、その頭
に巻かれていた布をほどいてあげた。 
厳粛ないけいの念に打たれた天使の大勢は、イエスが征服者として
墓から歩み出た光景を眺めた。 
イエスが荘厳に墓から歩み出ると、光っている天使たちは地面へひ
れ伏して拝み、神聖な囚人をもう引き留められない「死」に対して
勝利の歓声を上げ、歌を歌った。 
もはやサタンは勝ち誇らなかった。 
彼の天使たちは天国の天使たちの物を貫くようなまぶしい光から逃
げてしまった。 
そこで彼らが自分の王に、「暴力的にも獲物が取られた」と激しく
苦情をぶつけ、「すごく嫌なやつが死からよみがえった」と訴えた
。 
 
サタンと彼の天使たちは、自分の力で堕落させた人間を操り、少し
の間命の主を墓に倒した勝利を楽しんでいたが、その地獄的な勝利
はつかの間のものだった。 
イエスが威厳のある征服者として監獄から歩み出た時、サタンは、
「いつか死んで、支配している国を、その支配権を持つ者に渡さな



いといけない始末になる」事を悟った。 
あんなに努力して、力を振るったのに、イエスを陥れなかった。 
イエスが人間のために救いの道を開いたので、誰でもその道を歩む
者は救われる事に対してサタンは嘆いたり、激怒したりした。 
 
しばらくの間サタンは悲しく、苦しそうだった。 
自分の天使たちを集め、次にどうやって神様の統治に反抗を続ける
かについて会議を開いた。 
サタンが自分の天使たちに、「祭司長たちと長老たちの所に早く行
け。 
以前彼らをだまし、盲目にし、イエスに対して無情にさせる事に成
功した。 イエスは詐欺師だと信じさせた。 
あのローマの番人たちは、『イエスがよみがえった』という嫌な事
を知らせるだろう。 
我々は祭司たちや長老たちを誘導して、イエスを憎ませ、殺させた
。 でも今度、その行為のひどさを彼らに思い知らせてやろう。 
もしイエスがよみがえったという事が知られると彼らは、『罪のな
い人を殺した』と見なされ、皆に石で打ち殺されるだろう」と言っ
た。 
 
天使の大勢が天国に戻ると、光と栄光が消え、そこにいたローマの
番人たちは周りを警戒しながら立ち上がったのを私は見た。 
墓の入口からその巨大な石が転がされ、そしてイエスがよみがえっ
たという事に気づくと彼らはびっくり仰天した。 
そこで急いでこの驚くべき出来事を祭司長たちと長老たちに伝えに
行った。 



その驚異的な報告を聞くと人殺しの顔がみな真っ青になってきた。 
自分たちのやった事で彼らは恐怖感に襲われた。 
もし、その報告が本当だったら、自分たちは滅びると気付いた。 
しばらくの間ぼう然自失して、何を言ったらいいのか、どうしたら
いいのか分からず、ただ黙って互いに顔を見合わせた。 
イエスを信じようとしたら、「罪を犯した者」と定められる立場に
立たされる。 そこでちょっとわきへ離れ、互いに相談した。 
「イエスが素晴らしい栄光と共によみがえり、番人たちはその栄光
で死んだ者のように地面に倒れた」という報告が広まると人々が激
怒するので、自分たちは殺されるに違いないと思った。 
この事件をもみ消すことに決め、兵士たちに口止め料を払う事にし
た。 
そして彼らに大金を差し出して、「『弟子たちが夜中にきて、我々
の寝ている間に彼を盗んだ』と言え」と言った。 
そこでその番人たちが、「持ち場で寝た」という事に対して受ける
処置について聞くと、「我々が総督を説いて、あなたがたに迷惑が
掛からないようにしよう」と答えられた。 
ローマの番人たちは祭司たちと長老たちの提案に賛成して、お金の
ために自分の名誉を売ってしまった。  
 
イエスが十字架に掛かり、「完了した！」と叫んだ時に岩が裂け、
地面が揺れ、それにいくつかの墓が揺さぶり開かれた。 
イエスが死からよみがえり、死と墓を征服して、監獄から勝利を得
た征服者として歩み出たとき、地面はぐらぐらと揺れ、天国の素晴
らしい栄光がその聖なる場所に集中した。 
そして多くの死んだ義人がイエスの呼び掛けに従い、イエスの復活



の証人になった。 
その復活され、恵まれた聖人たちは栄光を受け、出て来た。 
彼らは天地創造の時からキリストの時まで各時代に生きていた特別
に選ばれた少数の聖人たちであった。 
祭司長たちや律法学者たちがキリストの復活を隠そうとしながら、
キリストの復活を証言し、その栄光を宣言するために神様はあの集
団を選び、それぞれの墓から呼び起こした。 
 
よみがえった人たちの身長や容貌はばらばらだった。 
地球の住民が退化して、器量のよさと体力がだんだん落ちてきてい
る、と私は教えられた。 
サタンは病気と死の支配権を握っている。 
各時代において地球の呪いは明らかになり、サタンの権力がもっと
はっきりと見えてきている。 
よみがえった人の中のある人たちは容貌や姿が他の人より立派だっ
た。 
ノアやアブラハムの時代に生きた人は姿と器量のよさと体力の面で
、より天使に似ていた事は私に示された。 
しかし、世代ごとに弱くなり、病気にかかりやすく、寿命が短くな
ってきている。 
サタンは、人間を悩ませ、衰弱させる方法を勉強し続けている。 
 
イエスの復活後、（墓）から出て来た聖なる人たちは多くの人に現
れ、「人間のためのいけにえはもう完了し、ユダヤ人にはりつけら
れたイエスが死からよみがえった」と言い、「我々もイエスと共に
よみがえった」と付け加えた。 



彼らはイエスの強い力によって墓から呼び起こされた事を証言した
。 
うその報告が流されたにもかかわらず、祭司長たちやサタンと彼の
天使たちがこの件を隠せなかった。 
なぜなら、墓から呼び起こされたこの聖なる集団が驚くべき喜ばし
いニュースを広めたからである。 
更に、イエスが悲嘆にくれた弟子たちに姿を現し、不安を取り除い
たので、彼らの悲しみは喜びと幸福に変わった。 
 
そのニュースが市から市へ、町から町へと広まったので、今度ユダ
ヤ人は、自分たちが殺されるのではないかと恐れ、弟子たちに対す
る憎悪を隠した。 
彼らはうその報告を広める事にすべての望みをかけた。 
このうそが真実だ、と願う者はそれを信じた。 
ピラトは震え上がった。 
「イエスが死からよみがえった際に多くの人を復活させた」という
力強い証言を彼は信じ、心の平和が永久に去ってしまった。 
この世の名誉のためと、自分の権威や命を失わないためにピラトは
イエスを死に引き渡した。 
ただ普通の無罪の人の血を流したのではなく、自分は神様の息子の
血を流してしまった事を、もはや納得せざるを得なくなった。 
ピラトの人生は惨め、終わりまで惨めなものだった。 
すべての希望や楽しみが絶望と苦悩で押しつぶされたので、彼は慰
められるのを拒み、悲惨な最期を遂げた。 
 
ヘロデの心は更に冷酷になり、「イエスがよみがえった」と聞いて



もあまり気にしなかった。 
ヤコブの命を奪った事がユダヤ人を喜ばせたと見て、ペテロをも捕
らえ、殺そうとした。 
しかし、神様はペテロにやるべき仕事を与えたので天使を送って、
彼を救い出した。 ヘロデは裁きに遭った。 
大衆の目の前で、自分自身を褒めたたえた時に神様に打たれ、ぞっ
とするような死に方をした。 
 
朝早く、まだ暗いうちに、聖なる女性たちはイエスの遺体に塗る甘
い香料を墓の方へ持って行った。 
すると、なんと墓の入口にあったあの重い石が転がり、遺体は中に
なかった。 
遺体が敵に奪われたのではないかと彼女たちは恐れ、落ち込んだ。 
するとそのそばに、白い服を着た天使がふたり現れたのではないか
！ 天使たちの顔は明るく、光っていた。 
天使たちは聖なる女性たちの用事を知っていたので直ちに、「あな
たたちはイエスを探しているが、もうここには居ない。 
イエスはよみがえった。 
イエスが横たわっていたところをごらんなさい。 
さあ、弟子たちのところに行って、『イエスはあなたたちより先に
ガリラヤへ行く』と伝えなさい」と言った。 
しかし女性たちはびっくり仰天して怖がった。 
そして慌てて、自分の主がはりつけにされたので慰められる事のな
い喪服中の弟子たちのところに急いで走り、見た事や聞いた事を知
らせた。 
弟子たちはイエスがよみがえった事を信じられなかったが、知らせ



てくれた女性たちと一緒に急いで墓の方に走り、そして本当にイエ
スがそこに居ない事を確かめた。 
亜麻布の服はそこにあったが、「イエスは死からよみがえった」と
いう良き知らせを信じられなかった。 
帰り道に彼らは、自分の見た事や女性たちの報告を考え巡らして、
不思議に思った。 
しかし、マリヤは墓の近くで見た事を考えながら、「だまされたか
な？」という思いに悩まされ、名残を惜しんだ。 
新しい試練が待ち受けているだろうと思っていた。 
また悲しい気持ちに襲われた彼女は、激しく泣き崩れた。 
もう一度身をかがめ、墓の中を見ると、そこに白い服を着たふたり
の天使が居た。 彼らの顔の表情は明るく、光っていた。 
ひとりはイエスの遺体が横たわっていた所の頭の方に、もうひとり
は足の方に座っていた。 
そしてマリヤに優しく声を掛け、「なぜ泣いているのか」と尋ねた
。 「誰かが、私の主を取り去りました。 
そして、どこに置いたのか、分からないのです」とマリヤは答えた
。 
 
彼女が墓から振り向くとイエスがそばに立っているのを見たが、そ
れはイエスだと知らなかった。 
イエスはマリヤに優しく話し掛け、悲しみの原因を聞いて、「誰を
探しているのか」と尋ねた。 
その話し掛けてくれた人は庭の管理人だとマリヤは思って、「もし
主をどこかへ運んだのなら、その置いた場所を教えてくれるなら、
自分が引き取りに行く」と頼み込んだ。 



そこでイエスは神聖な口調で、「マリヤよ」と言った。 
マリヤはあの愛しい声色をよく知っていたので、ためらわず、「主
よ！」と返事をした。 
彼女は喜びのあまりイエスを抱こうとしたが、イエスは一歩下がっ
て、「私にさわってはいけない。 
私は、まだ父のみもとに上っていないのだから。 
ただ、私の兄弟たちの所に行って、『私は、私の父またあなたがた
の父であって、私の神またあなたがたの神であられるかたのみもと
へ上って行く』と、彼らに伝えなさい」と言った。 
マリヤは喜びながら急いで、弟子たちの所にその良き知らせを伝え
に行った。 
イエスも急いで父のもとに昇り、父の唇から、「いけにえを受け取
り、すべてうまくやった」と聞いた上、天上の権利と地上の権利を
すべて自分の父から受けた。 
 
天使たちは雲のように神様の息子を囲み、栄光の王が入れるために
朽ちる事のない門を上げるよう命じた。 
イエスはその聖なる輝かしい大勢と一緒に居た間も、自分の父の前
で神様の栄光に包まれていた間も、地球に居るかわいそうな弟子た
ちのことを忘れなかった事を私は見た。 
戻って、彼らと共に居る間に力づけるための力を、イエスは自分の
父から授かった。 
そしてイエスは同じ日に戻り、弟子たちに姿を見せた。 
もう既に自分の父のもとに昇り、力を授かったので、自分の体を触
る事を許した。 
 



しかし、この時トマスはその場に居なかった。 
彼は他の弟子の報告を素直に信じず、（イエスの）手にある釘跡に
指で触り、脇にある残酷なやりが刺された跡を手で触らない限り、
「決して信じない」と固く言い切った。 
これで兄弟に対する信頼の薄さを表した。 
皆が同じような証拠を必要とするなら、ほとんどの人はイエスを受
け入れず、その復活を信じない。 
でも弟子たちの報告が言い伝えられ、実際に見たり、聞いたりした
人たちの口から多くの人がそれを受け取るのは神様の心だった。 
神様はこんな不信に対して喜ばなかった。 
イエスが弟子たちと再び会った時にトマスはそこに居た。 
彼はイエスを見るなり信じた。 
でも見るに加え、触る証拠がないと満足しないと断言したので、イ
エスが彼の望んだ証拠を与えた。 
そこでトマスは、「わが主よ、わが神よ」と叫んだ。 
しかしイエスはその不信のため、「あなたは私を見たので信じたの
か。 見ないで信ずる者は、さいわいである」と彼を叱った。 
 
同じように第一と第二の天使のメッセージを経験していない人は、
そのメッセージを順番に従った経験のある人から受け取る必要があ
る事を私は見た。 
イエスがはりつけにされたように、これらのメッセージもはりつけ
られてしまった。 
そして「天下でイエス以外の名前には人間に与えられた名前の中で
救いはない」と弟子たちが宣言したように、神様に仕えている人た
ちも、第三のメッセージに関する真理の一部だけを受け入れる人に



、「神様に与えられたままで第一、第二、第三のメッセージを喜ん
で受け入れなければならない。 
そうしないなら、これらのメッセージから完全に手を引きなさい」
と忠実に、また大胆に宣言するべきである。 
 
聖なる女性たちが、「イエスがよみがえった」という知らせを伝え
ていた間、ローマの番人たちは、祭司長たちや長老たちに言われた
通り、「私たちが夜に寝ている間弟子たちが来て、イエスの遺体を
盗んだ」といううそを広めていた事は私に示された。 
サタンがこのうそを祭司長たちの心と口に吹き込んだ。 
そして人々は言われる通りに受け入れる心構えをした。 
しかし、神様はこの出来事を確かにした。 
救いが懸かっているこの大事な事を疑いの余地のないものにするた
め、祭司たちや長老たちがその事を隠す事のできないようにした。 
証人たちが死からよみがえり、キリストの復活を証言した。 
 
イエスは４０日間弟子たちと一緒に過ごして、彼らに神の国につい
てもっと具体的に教え、弟子たちの胸を弾ませ、喜ばせた。 
イエスは弟子たちに自分の苦しみや死、それに復活に関する、彼ら
が見た事や聞いた事を証言するよう任命した。 
更に、自分が罪のためにいけにえをささげたので、誰でも近付いて
来る者は永遠の命を得る、という事を証言するよう任せた。 
イエスは忠実に、彼らが迫害されたり、困難に遭ったりする事はあ
るが、自分の言った言葉を思い出す事と、彼ら自身の経験した事を
振り返る事によって楽になる、と優しく教えた。 
自分は悪魔の誘惑に打ち勝ち、そして試練と苦難を通してその勝利



を保持した、と弟子たちに言った。 
サタンがもう自分に対して何の力も無い、でも弟子たちや今後自分
の名前を信じるようになる人にもっと直接的にサタンの誘惑と力が
のし掛かってくる、とイエスは言った。 
自分が打ち勝ったように彼らも打ち勝つことができる。 
イエスは弟子たちに奇跡を起こす力を授けた。 
悪い人たちは彼らの体に対して力を振るう事もあるが、時には天使
を送って彼らを救い出したりして、与えられている使命が成し遂げ
られるまで命は取られない、とイエスは教え続けた。 
そしてそれぞれの証言が終わると、伝えていた証言を証明するため
に命が取られる場合もある、と言った。 
不安だったイエスの信者たちは喜んでその教えを聞き入れた。 
その聖なる唇から出る言葉を一つ一つ楽しく、熱心に聞いた。 
そこで彼らは、イエスが絶対に世の救い主である事を確信した。 
語られた一つ一つの言葉がみな深く心に刻まれた。 
そして彼らは、天からの神聖な先生と別れなければならないで、も
うそろそろ、イエスの口から出る慈悲深い慰めの言葉が聞けなくな
るので悲しんだ。 
天国に行って、彼らのために豪邸を造り、また来て、彼らを歓迎し
て、そして永遠に一緒に居られる、とイエスに言われると、弟子た
ちの心はまた愛で温まり、胸が弾んだ。 
弟子たちを導き、祝福し、そしてすべての真理を教えてくれる慰め
の者「聖霊」を送ってあげる、とイエスが言ってから、両手を上げ
、彼らを祝福した。 
 
マタイ２７：５２－５３、２８章、マルコ１６：１－１８、ルカ２４：１－５０、ヨハネ２０章
、使徒行伝１２章を参照 



「第一、二、三の天使たちのメッセージ」について黙示録１４：６－１２、この本の２３章，２
４章，２８章を参照 
 
 
 

�第11章� 
 

キリストの昇天 
 

 
全天は、イエスが自分の父のもとに昇って来る大勝利の時を待って
いた。 
天使たちが栄光の王を迎え、勝ち誇りながらイエスを天国まで護衛
するために降りてきた。 
イエスが弟子たちを祝福してから彼らと別れ、天に引き揚げられた
。 
イエスが先頭に立って上へ行くと共に、復活の時によみがえった多
くの捕虜たちが付いて行った。 多くの天使も一緒に昇った。 
天国では数え切れないほどの天使がイエスの帰りを待っていた。 
聖なる都に昇って行きながら付き添った天使たちが、「門よ。 
おまえたちのかしらを上げよ。 永遠の戸よ。 上がれ。 
栄光の王が入って来られる」と叫んだ。 
イエスの帰りを都で待っていた天使たちは有頂天になって、「栄光
の王とはだれか」と叫んだ。 



そして付き添った天使たちは勝ち誇って答えた、「強く、力ある主
！ 戦いに力ある主！ 門よ！ おまえたちのかしらを上げよ！ 
永遠の戸よ。 上がれ。 栄光の王が入って来られる」。 
天の大勢は繰り返して叫んだ、「栄光の王とはだれか」。 
すると付き添った天使たちが美しいメロディーで、「万軍の主！ 
これぞ、栄光の王！」と答えた。 
そしてその聖なる列が都へ行って入った。 
入ると天国の大勢は皆、自分の威厳のある司令長官である神様の息
子を囲み、熱愛をこめたおじぎをし、持っているキラキラ光る冠を
彼の足元に投げた。 
そして彼らが金の琴を取り、殺されても威厳と栄光を持ち、再び生
きる小羊のために美しく深みのある音楽や歌で全天を満たした。 
 
次に、自分の主が天の方に昇っている姿を最後まで悲しそうに眺め
ている弟子たちの様子は私に示された。 
彼らのそばに白い服を着たふたりの天使が立って、「ガリラヤの人
たちよ。 なぜ天を仰いで立っているのか。 
あなたがたを離れて天に上げられたこのイエスは、天に上って行か
れるのをあなたがたが見たのと同じ有様で、またおいでになるであ
ろう」と言った。  
イエスの母も弟子たちと一緒に神様の息子の昇天を目撃した。 
そして彼らは、イエスの素晴らしいわざやこの短い間に起こった不
思議な、栄光のある出来事について話し合って、その夜を過ごした
。 
 
サタンは自分の天使たちと相談し、神様の統治に対する深い憎しみ



を持って、「私が地球の権威と権力を持つ限り、イエスに従う人に
対して十倍の努力をしないといけない。 
イエスに対しては何もできなかったが、できれば、彼の信者たちを
倒さなければならないし、各世代に渡ってイエスとイエスの復活や
昇天を信じる者を陥れなければならない」と言った。 
更にサタンは、「イエスは弟子たちに我々を責めたり、追い出した
り、また我々が病気にした人たちを治したりする権力を与えた」と
自分の天使たちに詳しく説明した。 
それでサタンの天使たちは、イエスの信者たちを滅ぼそうと、吠え
るライオンのように出掛けた。  
 
詩篇２４：７－１０、使徒行伝１：１－１１を参照 
 
 
 

�第1２章� 
 

キリストの弟子たち 
 

 
はりつけにされたが、復活した救い主のことを弟子たちは力強く説
いた。 
彼らは病人をいやし、生まれつき足の不自由な人まで完全に治して
あげた。 



彼は皆の前で歩いたり、飛び跳ねたり、神様を賞賛したりして、弟
子たちと一緒に神殿に入った。 
その知らせが広まると人々は弟子たちの周りに押し寄せ始めた。 
多くの人が駆け集まり、いやされた事に対して驚いて、不思議に思
った。 
 
イエスが死ぬと祭司長たちは、これで奇跡はなくなり、大騒ぎも消
滅して、人々は再び人間の習わしに戻るだろう、と思った。 
しかし、見よ！ 
彼らのただ中に、弟子たちは奇跡を起こして、皆が驚きのあまりぼ
う然と彼らを見つめていた。 
イエスははりつけにされたので、弟子たちはどこからこの力を手に
入れたのか。 
イエスがまだ生きている間、自分の弟子たちに力を与えたと彼らは
思っていたので、イエスが死ぬと自然に奇跡も消えるだろうと考え
ていた。 
そこでペテロは、彼らが戸惑っているのを知って、「イスラエルの
人たちよ、なぜこの事を不思議に思うのか。 
また、私たちが自分の力や信心で、あの人を歩かせたかのように、
なぜ私たちを見つめているのか。 
アブラハム、イサク、ヤコブの神、私たちの先祖の神は、そのしも
べイエスに栄光を賜ったのであるが、あなたがたは、このイエスを
引き渡し、ピラトがゆるすことに決めていたのに、それを彼の面前
で拒んだ。 
あなたがたは、この聖なる正しいかたを拒んで、人殺しの男をゆる
すように要求し、いのちの君を殺してしまった。 



しかし、神はこのイエスを死の中から、よみがえらせた。 
私たちは、その事の証人である」と言った。 
生まれつき足の不自由な人を完全に治したのはイエスに対する信仰
である、とペテロが彼らに言った。 
 
祭司長たちや長老たちがこの言葉に耐えられなかったので、弟子た
ちを捕まえ、監禁しておいた。 
しかし、弟子たちの話をたった一度聞いただけで何千人もの人がイ
エスの復活と昇天を信じ、改宗した。 
祭司長たちや長老たちは悩んでいた。 
人々の思いを自分たちの方に向かせるためにイエスを殺したが、事
態は以前より悪くなってっきてしまった。 
「神様の息子の殺害者」として弟子たちに公然と訴えられ、この事
がどこまで発展するのか、そして人々にどう思われるのか予想でき
なかった。 
喜んで弟子たちを殺したかったが、群集に石打されるのでは、と怖
がっていた。 
そこで弟子たちを呼び出し、会議場に連れて来させた。 
正しい者の血を渇望していた人たち、正に同じ人たちが会議場に居
た。 
ペテロが「イエスの弟子の一人」として訴えられた時に、卑怯にも
悪口とののしりを掛けて否定したことを彼らは聞いていた。 
ここでペテロを脅かそうとしたが、彼はもう改心した。 
こうしてペテロにイエスを褒めたたえるチャンスが与えられた。 
前に一度イエスを否定したが、ここでその軽率で、卑怯な否定の汚
点を消して、否定していた名前に敬意を表す事ができる。 



臆病な恐れは今やペテロの胸には無かった。 
ペテロが聖なる勇気と聖霊の力で大胆に、「この人が元気になって
皆の前に立っているのは、ひとえに、あなたがたが十字架につけて
殺したのを、神が死人の中からよみがえらせたナザレ人イエス・キ
リストの御名によるのである。 
このイエスこそは『あなたがた家造りらに捨てられたが、隅のかし
ら石となった石』なのである。 この人による以外に救いはない。 
私たちを救いうる名は、これを別にしては、天下のだれにも与えら
れていないからである」と断言した。 
 
人々はペテロとヨハネの大胆ぶりに驚いた。 
二人の高貴で大胆な振る舞いが人殺しに迫害された時のイエスの振
る舞いによく似ていたので、二人とも「イエスと一緒にいた者」と
皆に認められた。 
以前イエスを否定した時、イエスに悲哀に満ちた顔付きでペテロは
叱られたが、この時大胆に主を認めたのでイエスに認められ、祝福
された。 
そしてイエスに認められたしるしとして、ペテロは聖霊に満たされ
た。 
 
祭司長たちには弟子たちに対する憎しみを表すほどの勇気はなかっ
た。 その二人を会議場から出るように命じ、内輪で話し合った。 
「あの人たちをどうしたらよかろうか。 
彼らによって著しいしるしが行われたことは、エルサレムの住民全
体に知れわたっているので、否定しようもない。」 
彼らはこういった良い働きの広まりを恐れた。 



広まったら、自分たちの権力は失われ、イエスの殺害者と見なされ
る。 
あまり勇気がなかったから二人にただ、死にたくないならイエスの
名前によって話すな、と命じ、脅した。 
しかしペテロは、自分たちの見た事や聞いた事を告げるしかない、
と大胆に言った。 
 
病気で苦しめられた人々が連れて来られると、弟子たちは皆をイエ
スの名前でいやし続けた。 
祭司たちや長老たち、それに彼らと深く関わりがあった人たちは不
安に陥った。 
はりつけにされたが、復活して、昇天した救い主の旗印の下には、
毎日何百人もの人が参加していた。 
彼らがこの大騒ぎを鎮めようと使徒たちを牢獄に閉じ込めた。 
そこでサタンは勝ち誇って、悪天使たちも大変喜んだ。 
しかし、神様の天使たちは送られ、獄のドアを開け、大祭司や長老
たちの命令に反して、「神殿に入って、命の言葉を一つ残らず告げ
なさい」と使徒たちに命じた。 
会議員が集まり、警官を送って、囚人を引き出して来させようとし
た。 
しかし、警官が獄のドアを開けて見ると、引き出しに来た囚人はそ
こに居なかった。 
彼らは祭司たちや長老たちのところに戻って、「獄には、しっかり
と錠がかけてあり、戸口には、番人が立っていました。 
ところが、あけて見たら、中にはだれもいませんでした」と告げた
。 そしてある人が入って、「行ってごらんなさい。 



あなたがたが獄に入れたあの人たちが、宮の庭に立って、民衆を教
えています」と知らせた。 
それで警官の長が警官たちと一緒に行って、群集に石打される事を
恐れたので、手荒なことはせずに彼らを連れて戻った。 
彼らを連れ戻した後、議会員の前に立たせた。 
そして大祭司が、「あの名を使って教えてはならないと、厳しく命
じておいたではないか。 それだのに、なんという事だ。 
エルサレム中にあなたがたの教えをはんらんさせている。 
あなたがたは確かに、あの人の血の責任を私たちに負わせようと、
たくらんでいるのだ」と使徒たちに言った。 
 
彼らは神様を愛するより、人間に誉められるのを好む偽善者だった
。 
良心が麻痺していたので使徒たちの一番素晴らしい出来事に対して
ただ激怒した。 
弟子たちがイエスのはりつけや復活、そして昇天のことを説くなら
、自分たちは「犯人」と決められ、イエスの殺害者である事が明ら
かになると分かった。 
彼らが以前、「その血の責任は、我々と我々の子孫の上にかかって
もよい」と激しく叫んだ時ほどは、イエスの血の責任を負う気はな
かった。 
 
使徒たちは大胆に、「人間に従うよりは、神に従うべきである」と
断言した。 
そこでペテロが言った、「私たちの先祖の神は、あなたがたが木に
かけて殺したイエスをよみがえらせ、そして、イスラエルを悔い改



めさせてこれに罪のゆるしを与えるために、このイエスを王子とし
、救い主として、ご自身の右に上げられたのである。 
私たちはこれらのことの証人である。 
神がご自身に従う者に賜った聖霊もまた、その証人である」。 
人殺しはそれを聞いて激怒した。 
再び自分たちの手を血で染め、使徒を殺したかった。 
その計画を練っている間天使が神様からガマリエルに送られ、彼が
祭司長や指導者たちに良い忠告ができるよう心に働きかけた。 
そこでガマリエルが、「あの人たちから手を引いて、そのなすまま
にしておきなさい。 
その企てや、しわざが、人間から出たものなら、自滅するだろう。 
しかし、もし神から出たものなら、あの人たちを滅ぼすことはでき
ない。 
まかり違えば、諸君は神を敵にまわすことになるかも知れない」と
言った。 
悪天使たちは祭司たちや長老たちを唆して、使徒たちを殺させよう
としたが、その計画をけん制するため天使が神様から送られ、彼ら
のうちから弟子たちを支持する者を引き起こした。 
 
使徒たちの働きはまだ終わっていなかった。 
彼らはまだ王たちの前に立たされ、イエスの名前を証しして、見た
事や聞いた事を証言しなければならない。 
でも祭司長たちや長老たちは使徒たちを釈放する前に彼らをむち打
って、「イエスの名によって語ってはならない」と命じた。 
そこで彼らは、神様の愛しい名前のために苦しむに値する者とされ
た事を喜びながら、議会から出て行った。 



そして彼らは神殿や、すべての招かれた家々で説教して、与えられ
た天職を続けた。 神様の言葉が広まり、増えた。 
祭司長たちや長老たちはサタンに唆され、ローマの番人たちにお金
を渡して、「寝ている間に弟子たちが来て、イエスの遺体を盗んだ
」という虚偽の証言を言わせた。 
このうそで本当の事を隠そうとしたが、見よ、イエスの復活の証拠
は雨後の竹の子のようにあちこち現れているではないか！ 
弟子たちはイエスの復活を大胆に宣言し、見た事や聞いた事を証言
して、イエスの名前を通して素晴らしい奇跡を起こした。 
神様の息子に対して思うままに扱う事が許された時イエスの血を切
に求めた人たちの上に、弟子たちが大胆にもその血の責任を負わせ
た。 
 
神様の天使たちには各時代に渡って、イエスの信者の信仰を支える
大事な聖なる真理を守る特別な仕事が託されているのを私は見た。  
 
イスラエルの望みになる大事な真実の出来事、つまり、イエスのは
りつけ、復活や昇天を目撃した使徒たちの上に聖霊が特別に降りて
来た。 
人間は皆、唯一の望みとして世の救い主に頼り、イエスが自ら命を
犠牲にした事で開いてくれた道を歩み、そして神様の戒めを守って
生きるべきである。 
イエスがユダヤ人に嫌われ、殺された原因となった働きと同じ働き
をするためにイエスは弟子たちに力を与えた。 
ここに私はイエスの知恵と善さを見た。 
彼らにサタンの働きに勝る権力が与えられた。 



軽蔑され、悪い人の手によって殺されたイエスの名前を通して、彼
らはしるしや不思議な事をした。 
イエスの死と復活の前後に栄光や光が集中している事は、イエスが
世の救い主である聖なる事実を永久に物語っている。 
 
使徒行伝３－５章を参照 

 
 
 

�第1３章� 
 

ステパノの死 
 

 
エルサレムで弟子の数が急増した。 
神様の言葉が広まり、多くの祭司たちも信じ、従うようになってき
た。 
信仰の厚いステパノは皆の前で不思議な事をしたり、奇跡を起こし
たりしていた。 
祭司たちがいけにえ、ささげものや慣例をやめ、イエスを「大いな
るいけにえ」として受け入れ始めたので多くの人は怒った。 
天から力を受けたステパノは、祭司たちや長老たちを責め、彼らに
イエスの偉大さを説いた。 
ステパノの知恵と力のある話に反抗できず、勝つ見通しがない、と



分かってくると彼らはある男たちにお金を渡して、「ステパノがモ
ーセと神様を汚す言葉を言うのを聞いた」という偽りの証言をさせ
た。 そして群集をかき立て、ステパノを捕まえた。 
その偽りの証人たちを通して、「この人は神殿や律法に反する事を
言った。 
それに、『あのナザレ人イエスは、モーセが私たちに与えた慣例を
廃止する』と言うのも聞いた」とステパノを告発した。 
 
ステパノの裁きの場に居た者は皆、彼の表情に神様の栄光が光って
いるのを見た。 その顔は天使の顔のように光った。 
彼は信仰と聖霊に満ちて立ち、預言者の時代からイエスの降臨、は
りつけや復活、昇天に至る時まで順を追って話をした。 
そして主は、手で造られた神殿などには住まない事を教えた。 
裁きの座についた人たちは神殿を拝んでいた。 
彼らにとって、神様に対する悪口より、神殿に対する悪口の方が気
に障るものであった。 
彼らの悪や、心の無割礼に対してステパノの霊が動かされ、「あな
たがたは、いつも聖霊に逆らっている」と聖なる怒りをもって叫ん
だ。 
彼らは外見的に律法を守っていたが、心は腐って、致命的な悪で満
ちていた。 
ステパノは預言者を迫害した先祖の残忍さに触れ、「彼らは正しい
かたの来ることを予告した人たちを殺し、今やあなたがたは、その
正しいかたを裏切る者、また殺す者となった」と言った。 
 
祭司長たちや指導者たちは率直な鋭い真理を聞くと激怒して、ステ



パノをめがけて殺到した。 
天国からの光がステパノを照らしながら天をじっと見つめている彼
に、神様の栄光の幻が与えられた。 
天使たちは彼の周りを舞っていた。 
「ああ、天が開けて、人の子が神の右に立っておいでになるのが見
える」と彼が叫んだ。 
しかし、群集は彼の言うことを聞こうとしなかった。 
大声を出しながら彼らが耳をおおい、一斉にステパノに殺到し、街
の外に引き出してから石打にした。 
そこでステパノはひざまずいて、「主よ、どうぞ、この罪を彼らに
負わせないで下さい」と大声で祈った。 
 
ステパノは神様のためによく働き、教会の中で重要な役割を果たす
ために選ばれたという事を私は見た。 
ステパノが石打で殺されると弟子たちは大いに悲しむ、とサタンが
知って、大変喜んだ。 
しかし、サタンの勝利の喜びは長く続かなかった。 
なぜなら、イエスは、ステパノの死を目撃した人の一人に自分を現
そうとしたからである。 
その人は実際にステパノに石を投げなかったが、彼の死に賛成した
。 
サウロは神様の教会を迫害するのに熱心で、彼らを探したり、それ
ぞれの家で捕まえたり、信者たちを殺したかった人たちの手に渡し
たりした。 サタンはうまくサウロを利用していた。 
しかし神様は、悪魔の力を砕き、悪魔の捕虜になっている者を自由
にする事ができる。 



神様の息子とその信者たちに対して反乱を続けるためにサタンは、
教養のあるサウロの才能を勝ち誇って利用していた。 
しかしイエスは、自分の名前を広め、弟子たちを力付け、ステパノ
が残した穴をステパノより満たす事ができる聖別された器としてサ
ウロを選んだ。 サウロはユダヤ人に大いに尊敬されていた。 
その熱心ぶりと学識で彼らは喜び、と同時に多くの弟子たちはおび
えていた。 
 
使徒行伝６、７章を参照 

 
 
 

�第1４章� 
 

サウロの改宗 
 

 
サウロが、イエスのことを教えた男性たちと女性たちを縛って、エ
ルサレムに引っ張り連れて帰るために委任状を持ってダマスコ市へ
と旅をした時、彼の周りの悪天使たちは大変喜んでいた。 
でも旅中に突然天から光が周りを照らし、悪天使たちを追い散らし
て、サウロをどたんと地面に倒した。 
するとある声が、「サウロ、サウロ、なぜ私を迫害するのか」とい
う声が聞こえた。 サウロは、「主よ。 



あなたはどなたですか」と尋ねた。 
そこで主が、「私は、あなたが迫害しているイエスである。 
あなたがいばらをけるのは難しい」と答えた。 
サウロがびっくり仰天し、びくびくしながらまた尋ねた、「主よ。 
どうしたら良いでしょうか」。 
主が、「立ち上がって、町に入りなさい。 
そうすれば、あなたのしなければならない事が告げられるはずです
」と答えた。  
 
同行者たちはその声を聞いたが、誰も見えなかったので言葉を失い
、あぜんとしていた。 
光が消えていくとサウロは地面から立ち上がり、目を開けたが誰も
見えなかった。 
天国からの栄光の光で彼は盲目になってしまった。 
同行者が彼の手を引き、ダマスコ市まで連れて行った。 
そこで彼は三日間も目が見えず、何も食べたり飲んだりはしなかっ
た。 
サウロが捕らえようとしていた人の一人に主が自分の天使を送り、
幻の中で、「『まっすぐ』という街路に行き、サウロというタルソ
人をユダの家に尋ねなさい。 そこで、彼は祈っています。 
彼は、アナニヤという者が入って来て、自分の上に手を置くと、目
が再び見えるようになるのを幻で見たのです」と教えた。 
 
この事は何かの間違いではないか、と思ったアナニヤは、サウロに
ついて耳にした事を主に告げようとした。 
でも主がアナニヤに、「行きなさい。 



あの人は私の名を、異邦人、王たち、イスラエルの子孫の前に運ぶ
、私の選びの器です。 
彼が私の名のために、どんなに苦しまなければならないかを、私は
彼に示すつもりです」と言った。 
そしてアナニヤは主の指示に従って家に入り、サウロの上に手を置
いて、「兄弟サウロ。 
あなたが来る途中でお現れになった主イエスが、私を遣わされまし
た。 
あなたが再び見えるようになり、聖霊に満たされるためです」と言
った。 
 
すると直ちにサウロが見えるようになり、起き上がってバプテスマ
を受けた。 
そして会堂に行って、「このキリストこそが神様の息子である」と
教えた。 
その話を聞いた人たちは驚いて、「この人はエルサレムで、この名
前を呼ぶ者たちを滅ぼしたではありませんか。 
ここへやって来たのも、彼らを縛って、祭司長たちのところへ引い
て行くためではないのですか」と言った。 
しかしサウロはますます強くなって、ユダヤ人を言い伏せた。 
彼らはまたも窮地に追い込められた。 
サウロは、聖霊の力で自分が経験した事を伝えた。 
彼がイエスに対抗していた事とイエスの名前を信じた者を皆探し出
し、死に引き渡す事に熱心だった事は、周知の事実だった。 
その奇跡的な改宗談で多くの人は、「イエスは神様の息子だ」と確
信した。 サウロは自分に起こった出来事を話した。 



つまり、ダマスコ市の方に旅をして、男性たちと女性たちを縛って
獄に送ったり、死に至るまで迫害したりしている最中、突然天から
まぶしい光が自分の周りを照らし、そしてイエス自身が現れ、イエ
スこそが神様の息子であるのを教えてくれた、と話した。 
影響力の大きいサウロは大胆にイエスの事を教えた。 
彼は聖書に精通していて、イエスに関する預言に聖なる光が当たっ
たので改宗後には真理を大胆に、はっきりと教えて、聖書の教えを
曲げようとする解釈があれば、正す事ができた。 
神様の霊に覆われながらサウロは、イエスの最初の降臨まで預言さ
れた事を順に追って教え、イエスの苦しみ、死、や復活に関する預
言が成就された事を力強く、はっきりと聞いている人たちに示した
。 
 
使徒行伝９章を参照 

 
 
 

�第1５章� 
 

ユダヤ人はパウロを殺す事に決め
た 

 
 



パウロの体験談の効果を見ると祭司長たちや指導者たちは彼を憎む
ようになってきた。 
パウロが大胆にイエスのことを教え、イエスの名前によって奇跡を
起こしたりしたので多くの人はその話を聞き入れた。 
祭司長たちや指導者たちは自分が作ったしきたりに人々が背を向け
、さらに、「神の息子を殺した人」と見なされてきた事に気付いた
。 
そこで彼らは怒りに燃えて集まり、「どうやってこの大騒ぎを鎮め
るのか」と話し合って、対策を検討した。 
安全な道は一つしかないと思い、パウロを殺す事に決めた。 
しかし神様は、彼らの計画を知っていたので、パウロが使命された
事を成し遂げ、イエスの名前のため苦しみを受けるのに備えて、彼
の身を守る天使たちを送った。 
 
「ユダヤ人があなたの命を狙っている」とパウロは知らされた。 
イエスを信じなかったユダヤ人はサタンに導かれ、ダマスコ市の門
を昼夜見張って、パウロが出ると直ちに殺そうとした。 
しかし、弟子たちは夜にパウロをかごに入れ、壁の上からつり下ろ
した。 
こうしてユダヤ人は自分たちの失態に恥じ入り、サタンの計画も失
敗に終わった。 
それからパウロはエルサレムに行き、弟子たちの仲間入りをしよう
としたが、彼らは怖がっていた。 
パウロが弟子になったという事が信じられなかった。 
ダマスコ市でユダヤ人に狙われた上、今度パウロは、兄弟であるは
ずの弟子たちに歓迎されなかった。 



そこでバルナバが彼を使徒たちのところに連れて行き、パウロが道
で主を見て、ダマスコ市で大胆にイエスの名前によって宣教をした
事などを彼らに教えた。 
 
しかしサタンは、パウロを殺そうとして、ユダヤ人をかき立てた。 
するとイエスはパウロに、エルサレムから離れるように命じた。 
パウロがイエスの事を教えたり、奇跡を起こしたりしながら町から
町へ巡ると多くの人は改宗した。 
生まれながらの足の不自由な男性がいやされたので、偶像礼拝者た
ちが弟子たちにいけにえをささげようとした。 
パウロの胸が痛み、「私たちは人間に過ぎない。 
皆が天、地、海、とその中にあるすべてのもの造った神様を礼拝し
なければならない」と彼らに告げた。 
パウロは神様を褒めたたえようとしたが、彼らの興奮ぶりを抑える
のに苦労した。 
彼らには本当の神様が受けるべき礼拝や尊敬、そして信仰の対象で
ある知識が芽生えた。 
でもパウロの話を聞いている最中、イエスを信じなかった他の町の
ユダヤ人はサタンに導かれ、パウロの後を追って、彼の良い働きの
成果を台無しにしようとした。 
そのユダヤ人たちはパウロについてデマを飛ばし、偶像礼拝者たち
を扇動した。  
先ほど驚嘆して、弟子たちを崇拝しようとしていた群集の気持ちは
憎しみに急変した。 
そこでパウロを石打にして、死んだと思ったので町の外に引きずり
出した。 



しかし、弟子たちがパウロの周りに立って悲しむと、なんと彼は起
き上がった。 
そして彼らは喜んで、パウロと一緒に町に入って行った。 
 
パウロがイエスの事を教えている間ずっと、占いの霊に取りつかれ
た女性は、「この人たちは、いと高き神のしもべたちで、あなたが
たに救いの道を伝えるかただ」と叫びながら彼らの後をついて行っ
た。 こう何日も弟子たちの後について行った。 
でもパウロは、彼女がついて来て叫ぶと、人々が真理の話に集中で
きなくなる事に困っていた。 
これによって皆をうんざりさせ、弟子たちの影響力にダメージを与
えるのがサタンの狙いだった。 
しかし、自分の霊が胸に沸きあがってきたパウロは、彼女に向かっ
てその占いの霊に、「イエス・キリストの名によって命じる。 
その女から出て行け」と言った。 
すると悪霊は叱られ、彼女から出て行った。 
 
その女性の所有者たちは、彼女が弟子たちの後について行った事を
喜んだ。 
でも悪霊が出て、彼女がおとなしくなり、イエスの弟子になってし
まったのを見ると彼らは激怒した。 
今まで彼女の占いによって金がざくざく入っていたが、こうなると
金もうけの見込みがなくなってしまう。 
サタンの目的はくじかれたが、サタンに仕えた人たちがパウロとシ
ラスを捕まえ、広場に居る行政官の方に引っ張って行って、「この
人たちはユダヤ人でありながら、私たちの町をかき乱している」と



訴えた。 
広場に集まった群集がパウロとシラスを責め立て、長官たちも二人
の服をはぎ取り、「むち打ちにせよ」と命じた。 
それで何度もむちで打ってから二人を牢獄に入れ、「しっかり番を
するよう」と命じられた看守が、彼らを奥の獄室に押し込んで、足
かせをしっかりかけておいた。 
しかし、神様の天使たちもその二人と一緒に獄の中に入った。 
その投獄で神様は栄光を受け、選んだ者と共にいて働いている事、
そして神様の力にかかれば、獄の壁は揺れ、頑丈な鉄格子も簡単に
開いてしまう事を、人々に示した。 
 
真夜中ごろ、パウロとシラスが神様に祈り、賛美の歌を歌っている
時に、突然大地震は起こり、獄の土台が揺れ動いた。 
神様の天使がたちまち皆の鎖を解いたのを私は見た。 
目を覚ました看守は、獄の戸が開いてしまったのを見て、怖くなっ
た。 
囚人たちが逃げ、自分は罰として処刑されてしまうだろうと思った
。 
彼が自殺しようとした時にパウロが大声で、「自害してはいけない
。 私たちは皆ここにいる」と叫んだ。 
神様の力が看守を悟らせた。 
彼は灯かりを頼んで、獄に飛び込んで、ぶるぶる震えながらパウロ
とシラスの前にひれ伏した。 
そこで二人を外に連れ出して、「先生がた。 
救われるためには、何をしなければなりませんか」と尋ねた。 
そして二人が、「主イエスを信じなさい。 



そうすれば、あなたもあなたの家族も救われます」と答えた。 
そう言われた看守が家族の者を皆集めたので、パウロはイエスにつ
いて話をした。 
看守の心がその兄弟たちと一つになり、彼らの打ち傷を洗ってから
その夜に自分と家族の者は皆バプテスマを受けた。 
それから食事をもてなし、「全家族をそろって神を信じたことを心
から喜んだ」。 
 
「牢獄のドアが開かれた事と、看守とその家族が皆改宗して、バプ
テスマを受けた事によって神様の栄光ある力が現れた」という素晴
らしいニュースが広まった。 
指導者たちもそれを聞いて怖くなり、看守のところに使いを送って
、パウロとシラスを解放するように頼んだ。 
しかしパウロはひそかに獄から離れようとしなかった。 
パウロは、「彼らは、ローマ人である私たちを、取り調べもせずに
公衆の前でむち打ち、獄に入れてしまった。 
それなのに今になって、ひそかに私たちを送り出そうとするのか。 
とんでもない。 
彼ら自身がここに来て、私たちを連れ出すべきである」と言った。 
パウロとシラスは、神様の力で起こった事が隠されるのを許さなか
った。 
使いたちが指導者たちにパウロとシラスの言ったことを報告すると
、二人ともローマ人であるのを聞いて、ますます怖くなってきた。 
それで指導者たちはパウロとシラスのところに行き、二人を獄から
連れ出し、「この町から立ち去ってくれるよう」と懇願した。  
 



使徒行伝１４、１６章を参照 

 
 
 

�第1６章� 
 

パウロはエルサレムを訪れた 
 

 
パウロが改宗してから間もなくエルサレムに行って、イエスの事や
素晴らしい恵みについて説教した。 
パウロの奇跡的な改宗談で祭司たちや指導者たちが激怒して、彼を
殺そうとした。 
しかし、パウロが祈ると、殺されないためにイエスはもう一度幻の
中で彼に現れ、「急いで、すぐにエルサレムを出て行きなさい。 
私についてのあなたのあかしを、人々が受け入れないから」と言っ
た。 
そこでパウロが必死にイエスに頼んだ、「主よ、彼らは、私がいた
るところの会堂で、あなたを信じる人々を獄に投じたり、むち打っ
たりしていたことを、知っています。 
また、あなたの証人ステパノの血が流された時も、私は立ち合って
いてそれに賛成し、また彼を殺した人たちの上着の番をしていたの
です」。 
エルサレムにいるユダヤ人が自分の体験談に反抗できず、「そんな



に人を大きく変えられる力は神様にしかない」と見なしてくれるだ
ろう、とパウロは思った。 でもイエスは、「行きなさい。 
私が、あなたを遠く異邦の民へつかわすのだ」と言った。 
 
パウロはエルサレムから離れている間体験した事を手紙に書き、い
ろんなところに送った。 
その手紙の数々は力強く証しをしたが、ある人たちは彼の手紙の影
響力を無くそうと努力した。 
手紙が意味深く、力強いものだと認めざるをえなかったが、パウロ
自身については、「弱い、話ぶりは下手くそ」と彼らが言いふらし
た。 
 
パウロは博学の人で、知恵と振る舞いによって聞いてた人たちをう
っとりさせた事を私は見た。 
多くの教養のある人は彼の知識を評価して、イエスを信じるように
なった。 
王様や大観衆の前でパウロはあまりにも雄弁に語り、皆を圧倒した
ので祭司たちや長老たちは激怒した。 
パウロは深い論理的な話を分かりやすく説明する事ができ、最高の
清い思考が分かるように話をした。 
神様の豊かな恵みやキリストの素晴らしい愛を生き生きと描写する
事をしてから、話を庶民の理解力に合わせ、簡単に、また力強く自
分の体験談を話した。 
そして彼らは、「キリストの弟子になりたい」と熱望するようにな
ってきた。 
 



主は、「あなたはもう一度エルサレムへ行かなければならない。 
そこで縛られ、私の名前のゆえに苦しめられる」とパウロに示した
。 
長い間パウロは捕虜の身柄になったが、それによって主は特別な働
きを進めた。 
パウロの手錠によってキリストの事が広く知られ、その手錠は神様
に栄光を帰す手段となった。 
裁判が町から町へと移された際、証しをする機会が与えられ、王様
や総督たちがイエスに対して無知のままでいてはならないため、パ
ウロは興味を引く改宗の体験談を話した。 
何千人もの人がイエスを信じ、その名前で喜ぶようになった。 
パウロの航海で乗組員が彼を通して神様の力を目撃し、異邦人もイ
エスの名前を聞き、そしてパウロの教えと行なわれた奇跡とによっ
て、多くの人が改宗できるという神様の特別な計画がやり遂げられ
た事を私は見た。 
王様や総督たちはパウロの理屈に魅了され、彼が熱心に聖霊の力で
イエスの事を説いたり、面白い改宗の体験談を話したりすると、「
イエスは神様の息子だ」と彼らは確信した。 
パウロの話で驚かされた一人は声を上げ、「あなたに説得され、も
う少しでクリスチャンになるところだった」と言った。 
いつか聞いていた話を考慮しようと彼らは思っていたが、ぐずぐず
している間サタンが働き、心が和らいでいる時の好機を逃してしま
った。 それで彼らの心が永久に麻痺してしまった。 
 
サタンの最初の仕事はユダヤ人を、イエスが救い主である事に対し
て盲目にする、と私に示された。 



その次は、彼らがイエスの大いなるわざに対して妬みを感じ、イエ
スの命を求めるように仕向ける事だった。 
サタンはイエスの弟子の一人に入り、ユダヤ人にイエスを裏切るよ
うに唆した。 
そして彼らは命の主、その栄光の主を十字架にはりつけた。 
イエスが死からよみがえってもユダヤ人は罪に罪を重ね、イエスの
復活の事実を隠そうとローマの番人たちにお金を渡して、偽りの証
言をさせた。 
でもイエスと一緒にたくさんの証人がよみがえったので、イエスの
復活は二重に確実な事となった。 
イエスは弟子たちに現れ、そして500人以上集まって来た人にも現れ
た。 
イエスによって復活した人たちは多くの人に現れ、「イエスがよみ
がえった！」と宣言した。 
 
ユダヤ人はサタンに導かれ、神様に反乱した。 
彼らは神様の息子を受け入れず、はりつけの処刑によって最も貴い
血を流して、国民に汚点を残した。 
どれほど「イエスは世の救い主、神様の息子」という説得力のある
証拠があっても、イエスを殺害してしまった。 
イエスの好意を得る見込みがなくなり、ただ堕落後のサタンに残っ
た道と同じく、彼らには慰めと望みの道は一本しかなかった。 
それは神様の息子に対して反抗し続け、打ち勝っていこうという道
だった。 弟子たちを迫害したり、殺したりして、反乱を続けた。 
そのユダヤ人にとって、はりつけにした「イエス」の名前ほど耳に
障る言葉がなく、どんな証拠があっても「聞くまい」と決心した。 



ステパノの場合、聖霊が彼を通して、「イエスは神様の息子」とい
う有力な証拠をはっきり示しても、ユダヤ人は説得されないために
手で耳をふさいだ。 
そしてステパノが神様の栄光に包まれながら、彼に石を投げて殺し
た。 サタンは、イエスの殺害者たちをしっかりと握った。 
彼らは悪性な事をしていたので、自らサタンの支配下に入り、振り
回された。 
そして彼らを通して、サタンは、キリストの信者たちを苦しめ、悩
ませた。 
それにユダヤ人を通して異邦人をもかき立たたせ、イエスの名前と
その名前を信じ、従った人たちに敵対させた。 
しかし、弟子たちが聞いた事や見た事を証しできるために神様は天
使たちを送って、力付けた。 
そしてついに、不動の信念を保ちながら、自分の証しを自分の血で
証明するようになる。 
 
自分が仕掛けたわなにユダヤ人がすっかり掛かったので、サタンは
喜んだ。 
彼らは無駄な礼拝をしたり、無駄ないけにえをささげたり、それに
無駄なおきてを守る事をやめようとはしなかった。 
イエスが十字架に掛けられ、「完了した！」と大声で言った時に神
殿の幕が上から下まで真っ二つに裂けた。 
これで神様は、もはや神殿で祭司たちと会わないし、彼らのささげ
ものや働きを受け入れない事を示した。 
その上、ユダヤ人と異邦人との間の壁が壊された事を示した。 
イエスはユダヤ人や異邦人両方のためにも自分をささげ、両方が救



われるなら、「イエスは世の救い主で、罪のための唯一のささげも
のである」と信じなければならない。 
 
イエスは十字架に掛けられた時、兵士の一人がやりで脇を突き刺し
た。 
すると血と澄んだ水が、はっきりと二つの筋に分かれて流れてきた
。 
血はイエスの名前を信じる者の罪を洗い清めるためのものである。 
一方、水は信者がイエスから得る、「命を与える生ける水」という
意味をしている。 
 
マタイ２７：５１、ヨハネ１９：３４、使徒行伝２４、２６章を参照 

 
 
 

�第1７章� 
 

大背教 
 

 
その後の時代、偶像礼拝者たちがクリスチャンを残酷に迫害したり
、殺したりした時代まで私は運ばれた。 血が大量に流れていた。 
貴族、学者、庶民は皆同じように無慈悲にも殺された。 
信念を妥協しようとしなかった裕福な家庭が貧しくなったりした。 



そのクリスチャンたちは迫害や苦難を受けても、基準を下げようと
しないで、純粋な信念を守り続けた。 
サタンが神様の民の苦しみに対して勝ち誇った様子を私は見た。 
これに対して神様は、忠実な殉教者たちを大変「善い」と認め、そ
の恐ろしい時代に生き、「神様のために苦しんでもいい」と思った
クリスチャンを非常に愛した。 
苦しみを辛抱したびに、彼らのご褒美が天国で大きくなった。 
聖人たちの苦しみでサタンは喜んだが、まだ満足しなかった。 
なぜなら、身体だけではなく、精神をもコントロールしたかったか
らである。 
耐えられた苦難を通して、そのクリスチャンたちはもっと互いに愛
し合ったり、もっと主に頼ったりして、それに罪を犯す事に対する
恐れが強くなる結果となった。 
彼らが神様を怒らせたら、力や堅い信念は失われるとサタンが知っ
て、それをさせようと努めた。 
何千人もの人が殺されても、代わりに新しく信仰に入ったクリスチ
ャンがすぐ現れ、その穴を埋めた。 
サタンは、自分の国民が迫害され、殺されても、イエスに守られ、
イエスの国民になるという事が分かってくると、もっと有効的に神
様の統治に対抗して、教会を倒してやる計画を練った。 
偶像礼拝者たちを導き、彼らがキリスト教の一部を信じるように仕
向けた。 
「イエス・キリストのはりつけと復活を信じる」と公言して、イエ
スに従う人たちに加わろうとしたが、その心は変わっていなかった
。 教会はどれほど危険にさらされたか！ 
その時クリスチャンたちは精神的に苦しめられた。 



あるクリスチャンは、「少し基準を引き下げ、キリスト教の一部を
信じるようになってきた偶像礼拝者たちと統一したら彼らは救われ
るだろう」と思った。 
これでサタンは、聖書の教えに不純物を混ぜようとした。 
ついに基準が引き下げられ、偶像礼拝者たちがクリスチャンたちと
統一する場面を私は見た。 彼らは以前、偶像を礼拝していた。 
「クリスチャンになった」と公言しても、その偶像礼拝心を改めよ
うとはしなかった。 
ただその礼拝の対象物を聖人たちの像やイエスのお母さんとイエス
本人の像までに入れ替えただけ。 
クリスチャンたちは少しずつ妥協したのでキリスト教が堕落して、
教会も力と純粋な心を失ってしまった。 
しかし、ある人たちは妥協せず、純粋な心を保ち、神様だけを拝み
続けた。 
彼らは天上にあるものであろうと、天下にあるものであろうと、ど
のような像の前にもひざまずこうとしなかった。 
 
多くの人が堕落したのでサタンは大変喜んだ。 
彼はその堕落した教会をかき立て、純粋な信仰を保とうとしたクリ
スチャンたちを強制的に儀式に従わせ、偶像礼拝をさせようとした
。 従わないと殺される。 
そしてイエスの本当の教会に対して迫害の炎が再び燃え上がり、何
百万人もの人が無慈悲にも殺されてしまった。 
 
こういうふうに私に示された→ 太陽、月、と星が描かれた黒い旗を
揚げている偶像礼拝者の大集団があった。 



彼らは凶暴で、非常に怒っているように見えた。 
次に見せてくれた集団は「純粋」と「主に神聖を」と書かれた真っ
白な旗を揚げていた。 
堅固さと天上的な忍耐が彼らの表情に刻まれていた。 
偶像礼拝者たちが接近すると多くの人が殺害された様子を私は見た
。 
クリスチャンたちは彼らの前に溶けるように消えたが、クリスチャ
ンの集団がより一層団結して、もっとしっかりと旗を握った。 
多くの人が倒れても他の人はその穴を埋め、旗の周りで結集した。 
 
偶像礼拝者の団体が話し合っているのを私は見た。 
クリスチャンたちを譲歩させようとしたが、失敗したので、新しい
提案に同意した。 
彼らが自分の旗を下げ、堅固なクリスチャンの集団のところに行き
、提案を出したのを私は見た。 
最初、その提案は門前払いされた。 
次に、クリスチャンの集団が話し合っているところを私は見た。 
ある人が、「旗を下げ、提案を受け入れたら命は救われるし、最終
的には偶像礼拝者の中でクリスチャンの旗を揚げるほど強くなるだ
ろう」と言った。 
でもある人はこの提案と妥協せず、旗を下げるぐらいならしっかり
と握りながら死んだ方がましだ、と堅く心に決めた。 
次に、クリスチャンの集団に居たたくさんの人が旗を下げ、偶像礼
拝者に加わったが、堅固な動揺しないクリスチャンたちが旗をつか
んで、また高く揚げたのを私は見た。 
人が一人一人ひっきりなしに純粋な旗を揚げた集団から出て、偶像



礼拝者に加わり、黒い旗の下で団結した様子を私は見た。 
この集団が白い旗を揚げた人たちを迫害し、大勢の人を殺したが、
人は次々と引き起こされ、白い旗を高く揚げ、周りで結集した。 
 
イエスに対する「異教人の激怒」を引き起こしたユダヤ人はそれを
免れる事ができなかった。 
あの裁判の場でピラトがイエスを有罪にするかどうか、ためらって
いた時に激怒したユダヤ人は、「その血の責任は、我々と我々の子
孫の上にかかってもよい」と叫んだ。 
そしてユダヤの民族が求めた通り、ひどい呪いが自分の上に降りか
かってしまった。 
異教人と「クリスチャン」と言われる人たちがユダヤ人を敵とした
。 
ユダヤ人がイエスをはりつけたので、「クリスチャン」と自称した
人たちは、キリストの十字架のための熱心さのあまり、「ユダヤ人
を迫害するほど神様は喜ぶ」と思った。 
それで多くの不信心なユダヤ人はあちこち追われ、殺され、あらゆ
るやり方で罰を受けた。 
 
イエスの血と殺害した弟子たちの血の責任があったので、ユダヤ人
は恐ろしい裁きに見舞われた。 
神様の呪いが付きまとい、異教人とクリスチャンとの間で彼らはあ
ざけりの的となった。 
まるで、カインのしるしがあるかのように彼らは敬遠され、軽蔑さ
れ、嫌われた。 
しかし、不思議な事に、神様がこの民族を守って、そして世界中に



彼らを散らしたのを私は見た。 
それは、「ユダヤ人は特別に神様に呪われた」と皆に見なされるた
めであった。 
国民単位でユダヤ人は神様に見捨てられた事を私は見た。 
でも彼らの中に心のベールを取り外す者もいる。 
自分たちに関する預言がもう成就した事を悟り、「イエスは世の救
い主」という事を受け入れる。 
それに、自分の国民がイエスを拒み、はりつけにした罪の重大さも
分かってくる。 
ユダヤ人の中には個人的に改宗する者もいるが、国民単位としては
彼らは永遠に神様に見捨てられている。 
 
創世記４：１５を参照 
「宗教改革」や「宗教裁判所」の項目を百科事典を参照 

 
 
 

�第1８章� 
 

邪悪の奥義 
 

 
サタンが立てた計画の目的は常に、人の心をイエスから人間に向け
させる事と、個人の責任を消す事である。 



神様の息子を試みたらサタンの計画は失敗したが、堕落した人類を
試みるとある程度成功した。 
キリスト教の教理が腐敗してしまった。 
法王たちや神父たちが厚かましくも高い位を取り、「自分で直接キ
リストを求めるのではなく、我々に罪の許しを求めるべきだ」と人
々に教えた。 
彼らは非難されないために真理を隠し、一般の人が聖書を持つ事を
許さなかった。 
 
人々はまんまとだまされた。 
「法王や神父はキリストの代表者」と教えられていたが、実は、彼
らはサタンの代表者であった。 
彼らに向かってひざまずくなら、サタンを拝む事になる。 
一般の人が聖書を求めたが、神様の言葉を読んだら目が開かれ、つ
いに自分たちの罪が暴かれる危険性がある、と神父たちは考えてい
た。 
人々はこの詐欺師たちの言葉が、神様の口から出たものとして受け
取るように教えられた。 
神様しかコントロールしないはずの精神まで彼らはコントロールし
ていた。 
それで、誰かが自分の信念に従おうとしたら、サタンとユダヤ人が
イエスに対して働かせたような憎しみが生じ、権力のある人はその
人の血を渇望する。 
サタンが特に勝ち誇った時代は私に示された。 
多くのクリスチャンは純粋な信念を守ろうとしたのでひどい方法で
殺された。 



 
聖書は憎まれていたので、世界から神様の貴い言葉を取り除く運動
があった。 
聖書を読んだら殺されるようになって、それに聖なる本は見付け次
第燃やされた。 
しかし神様は、自分の言葉を特別に心に掛け、守った事を私は見た
。 ある時代に存在した聖書の数は非常に少なかった。 
でも神様は、自分の言葉が無くなるのを許さなかった。 
そして世の終わりの時代に、どんな家庭でも聖書が手に入れるよう
にと数を増やせた。 
聖書の数がほんの少ししかなかった時に、イエスの迫害された信者
たちにとって、その聖書は大切で、慰めとなっていた事を私は見た
。 聖書は極秘の中で読まれていた。 
それを読める素晴らしい特権を得た人にとって、これは神様と、神
様の息子イエス、そしてイエスの弟子たちと話し合いができたよう
な気がした。 
でもこういう素晴らしい特権のため、多くの人の命が奪われた。 
彼らは見付けられたら、聖なる言葉を読んでいる場所から首切り場
へ連行されたり、火刑に処せられたり、飢え死にするまで獄に入れ
られたりする事があった。 
 
サタンは、救いの計画をじゃまする事ができなかった。 
イエスははりつけにされ、三日後よみがえった。 
「そのはりつけと復活さえをうまく利用して見せるぞ」とサタンが
自分の天使たちに言った。 
サタンは、「イエスを信じる」と告白した人たちがイエスの死と共



に、「十戒も死んだ」とまで信じさせる事に成功したら、彼らが、
「ユダヤ教のいけにえやささげ物の制度がイエスの死で廃止された
」と信じても気にしない。 
 
多くの人がサタンの悪巧みをうのみにしてしまった事を私は見た。 
神様の聖なる戒めが踏みにじられるのを見ていた全天は義憤を感じ
た。 
イエスと天国にいる者は皆、神様の戒めの質を心得ていて、神様が
それを変えたり、廃止したりする事はしないと知っていた。 
人間の絶望的な状態で天国は深く悲しんで、イエスの心も動かされ
、神様の聖なる戒めを犯した者のために死んでもいい、とイエスが
提案した。 
その戒めを廃止する事ができるなら、イエスが死ななくても人間を
救う方法はあっただろう。 
イエスが死亡したからと言って、自分の父の戒めが滅ぼされた訳で
はなく、むしろ名誉を受け、褒めたたえられた。 
そしてイエスの死で、その聖なる戒めをみな守らないといけない、
という事が確定された。 
もし教会が純粋で、確固たる状態を保っていたら、サタンは彼らを
だましたり、神様の戒めを踏みにじらせたりする事ができなかった
はず。 
この大胆な計画でサタンは、天と地での神様の統治の基盤を直撃し
ている。 彼が反乱したので天国から追い出された。 
反乱を起こしてから自分を救うために神様に戒めを変えてもらいた
かった。 
でも神様が天の大勢の皆の前で、「私の戒めを変える事はできない



」とサタンに言った。 
神様の戒めを犯す者は皆、死ななければならない。 
サタンは、他者を唆し、神様の戒めを犯させるのなら、彼らは自分
のものになる事を知っている。  
 
サタンはより（強烈な攻撃を）しようと決めた。 
「神様の戒めのため警戒心があまりにも強いので、このわなに掛か
らない人もいる」とサタンは自分の天使たちに言った。 
更に、「十戒ははっきりと書かれているので、多くの人が、『まだ
守らないといけない』と信じ続けるだろう。 
だから生きている神様を描写している第四の戒めを乱さないといけ
ない」と言った。 
サタンは代表者たちを導き、十戒の中で天と地を創った本当の神様
を描いている唯一の戒め、その安息日を変えさせようとした。 
イエスの素晴らしい復活を彼らに示して、「イエスが週の最初の日
によみがえったので、安息日を第七日から第一日に変えた」と言っ
た。 
こうしてサタンは、イエスの復活を自分の目的を達成するために利
用した。 
自分たちが作った過ちが、「私たちはキリストの友だ」と自称する
人たちの間で容易に受け入れられたので、サタンと彼の天使たちは
喜んだ。 
ある人がぎょっとするような過ちは、他の人に受け入れられるであ
ろう。 いろいろな過ちは受け入れられ、熱心に守られる。 
神様の意思は自分の言葉ではっきりと書かれているのに、「これは
神様の戒めだ」と教えられてきた過ちや習慣に覆われてしまった。 



こういう天国を挑発するような詐欺は、イエスが二度目に現れる時
まで継続する事が許された。 
しかし、過ちや詐欺が行なわれている間、神様には証人がいない時
はない。 
教会の迫害や暗やみの中で、神様の戒めをみな守る忠実な正しい証
人たちがいる。 
 
天使たちが栄光の王様の苦しみや死を見て、呆気にとられた事を私
は見た。 
でもその命と栄光の主、天国を喜びや輝きで満たした主が死のかせ
を破り、勝利を得た征服者として獄から歩み出した事は、天の大勢
にとって不思議ではない事を私は見た。 
この二つの出来事のどちらかを記念して「安息日」にするべきなら
、はりつけの日の方がふさわしい。 
しかし、どちらの出来事をも神様の戒めを変えたり、廃止したりす
る事はない事を私は見た。 
むしろ、これらは戒めの不変性の一番確実な証拠となっている。 
 
この二つの大事な出来事にはそれぞれの記念がある。 
我々はちぎったパンやぶどうの実を取り、聖さん式に参加する事で
、主の死を主が帰って来る時まで記念している。 
この記念の儀式を通して、イエスの苦しみや死の光景が新鮮に頭に
浮かんでくる。 
バプテスマで我々はイエスと共に葬られ、新しい命の中を歩むため
イエスが復活したと同じように、水の墓から起き上がる事によって
イエスの復活を記念している。 



 
神様の戒めはいつまでも変わる事なく、新地球で永遠に存在する事
は私に示された。 
天地創造の時に、地球の土台が敷かれ、神様の息子たちが造り主の
創ったものを見て感心して、それに天国の大勢は皆喜びのあまり叫
んだ。 その時に安息日の基礎が築かれた。 
天地創造が六日間で終わり、そして第七日目に神様が自分の一切の
仕事を休んだ。 
自分の一切の仕事を休んだので神様は、第七日目を祝福して、聖別
した。 
人間が堕落する前に安息日はエデンの園で制定され、アダムとエバ
と天国の大勢の皆に守られていた。 
神様は第七日目に休み、その日を祝福して聖別した。 
安息日はいつまで経っても廃止されないで、償われた聖人たちや天
使が皆大いなる造り主に敬意を表して、その安息日を永遠に守ると
いう事を私は見た。 
 
テサロニケ第二２章、ダニエル７章を参照 

 
 
 

�第1９章� 
 

死、永遠に惨めに生きるものでは



ない 
 

 
サタンはエデンの園で詐欺の働きを開始した。 
エバに向かって、「あなたは決して死なない」と言った。 
これはサタンが教える「霊魂の不滅」についての最初のレッスンだ
った。 
彼はこの詐欺をその時代から今の時代まで続けてきて、そして神様
の子供たちの監禁が覆される時まで続けていく。 
エデンの園にいたアダムとエバの事が私に示された。 
彼らが禁止された木の実を食べてから命の木の周りに炎の剣が置か
れた。 
そして二人は命の木の実を食べ、不死の罪人にならないために園か
ら追放された。 
命の木は永遠の生命を維持するためのものである。 
天使のひとりが、「アダムと彼の子孫の中で炎の剣を通り、命の木
の実を食べた者があるのか」と質問するのを私は聞いた。 
すると他の天使が、「アダムと彼の子孫の中で炎の剣を通り、あの
木の実を食べた者は一人もいない。 
だから不死の罪人は一人もいない」という答えをも聞いた。 
罪を犯す魂は永遠に死ぬ。 
その死は永遠なもので、復活の望みはない。 
それで神様の怒りは治まる。 
 
神様の言葉、「罪を犯す魂は死ぬ」を「罪を犯す魂は死なないで、



永遠に惨めに生きる」とサタンがその意味を変え、容易に人々に受
け入れた事は私にとって不思議だった。 
「苦しみながらも、喜びながらも、生命は生命だ。 
死には苦しみもない、喜びもない、憎しみもない」とあの天使が言
った。 
 
「あなたは決して死なない」とエデンでエバに初めて言った詐欺、
特にそのうそに力を入れて広めよう、とサタンは自分の天使たちに
言った。 
この過ちが人々に受け入れられ、「人間は永遠に生きる」と信じる
ようになってきた。 
サタンは更に、「罪人は永遠に苦しみながら生きる」と彼らに教え
た。 
こうしてサタンには、代表者たちを通して働ける道が開かれた。 
人々が、「神様は復讐の念に燃える暴君だ。 
神様のお気入りでない者は地獄に投げ入れられ、永遠にその怒りを
感じ、言葉に言い表せないほどに苦しみもがき、永久の炎の中での
たうち回る様子を神様は見下ろして満足する」と教えられた。 
この過ちが受け入れられたら、多くの人は神様を愛し、賛美するど
ころか、怖がって憎む、とサタンは知っていた。 
それに多くの人は、神様が創造した者を永久の苦悶に投げ入れる事
はその愛と慈悲の性格に反するので、言葉に書かれている威嚇的な
表現は実際に実現されない、と信じるようになる。 
神様の正義や言葉に書かれている威嚇的な表現を見逃させ、神様の
慈悲の面ばかりに注目させ、そして「最終的に聖人でも、罪人でも
、誰も滅びないで、皆が救われ、天国に行く」とサタンは彼らを反



対の極端に導く。 
霊魂の不滅や永久の苦しみという人気のある過ちで、サタンは別の
タイプの人を操って、「聖書は神様の霊感で書かれたものではない
」と思わせる。 
「聖書には良い事がたくさん書かれているが、永久の苦しみという
事もはっきりと書かれている」と教えられてきたので、こういう人
たちは聖書を信頼したり、愛したりする事ができない。  
 
サタンはまた別のタイプの人をより一層操り、「神様なんか存在し
ない」と思わせる。 
彼らにとって、聖書に書かれている神様は、もしある人間を永遠に
ひどく拷問するなら、性格に一貫性があると考えられない。 
だから聖書とその著者とを否定して、「死は永遠の眠りだ」と考え
る。 
 
サタンは、また別のタイプの人、気が弱く、怖がる人たちを罪を犯
すように導く。 
彼らは罪を犯してからサタンに、「罪の報いとは、死ではなく、終
わりのない人生でひどい拷問を永遠にさらされることだ」と教えら
れる。 
サタンはその機会を利用して、彼らの薄弱な精神に付け込んだり、
永遠の地獄の恐ろしさを考えさせたりするので、最終的に彼らの気
が狂ってしまう。 
そこでサタンと彼の天使たちは喜び、無神論者と異教徒たちもキリ
スト教を非難する。 
人気の異端は受け入れられているので、この悪い結果は聖書とその



著者を信じる人における当然の始末と見なされる。 
 
サタンがこう大胆に働いた事に対して、天国の大勢は憤慨したのを
私は見た。 
「神様の天使は強く、委任されたら敵の力をたやすく破れるのに、
どうしてこんなに沢山の惑わしが人間の考えに影響を与える事が許
されているのか」と私は尋ねた。 
そして、サタンがあの手この手で人間を滅ぼそうとする事を神様は
知っているので、自分の言葉を書かせ、一番弱い者でさえも過ちを
犯す必然性がないように自分の計画をはっきりと人間に示した事を
私は見た。 
その言葉を人間に与えてからサタンや彼の天使たちがどんな代理人
や代表者を通して滅ぼそうとしても、それができないように、注意
深く保存した。 
他の本は滅ぼされるかも知れないが、この聖なる本はずっと存在す
る。 
そして世の終わりが近付くとサタンの惑わしが増えるので、誰でも
神様が人間に示した事を知りたいなら、手に入れるように、神様は
この本の数を増やす事にした。 
誰もがもしその気なら、この本を使って、サタンの惑わしやうその
不思議のわざに備え、武装できる。 
 
神様が聖書を特別に守った事を私は見た。 
しかし、部数が少なかった時にある学者たちが聖書を分かりやすく
しようとして、いくつかの単語を変えたりした事もある。 
でも実際には、伝統に従って、昔ながらの思考に傾ってしまい、明



らかな所をうやむやにしてしまった。 
こんな事があったにもかかわらず、全体的に見ると、聖書は完全な
連なりを持っていて、ある部分が他の部分を説明している事を私は
見た。 
神様の言葉が命への道を易しく、分かりやすく説明している上、そ
の言葉に示されている命への道を理解できるように、案内してくれ
る聖霊も送られるので、本当に真理を追究するなら過ちを犯さない
といけない事はない。 
 
神様の天使たちが人間の意志をコントロールする事はない事を私は
見た。 人間の前に神様は命と死という選択を置いておく。 
好きな方を選んでも良い。 
多くの人は、「命が欲しい」と思いながらも命を選ばないで、広い
道を歩み続ける。 
 
有罪とされた人類のために、神様は自分の息子を死に引き渡した。 
ここに神様の慈悲とあわれみがある事を私は見た。 
救いのためにこんな大きな犠牲を払ったのに、それを頂こうとしな
い人は罰を受けなければならない。 
神様に創造された者が神様の統治に反乱する道を選んだが、神様は
彼らを永遠に地獄での苦しみに封じ込めたりはしない、という事を
私は見た。 
潔白な聖なる者と会わせるなら彼らの悲惨な状態は極まるので、神
様は彼らを天国に連れて行けない。 
天国に連れて行かないし、永遠に苦しませる事をもしない。 
神様が彼らを完全に滅ぼして、存在しなかったような状態にする時



、自分の正義の要求が満たされる。 
神様は人間をちりで形作った。 
不従順な聖でない者は焼き尽くされ、再びちりに戻る。 
神様の慈悲とあわれみはこういうものだから、皆がその性格を賞賛
し、熱愛するべきである事を私は見た。 
そして邪悪な者たちが地球から消されてから、天国の大勢は皆、「
アーメン！」と言う。 
 
サタンは、イエス・キリストの名前を唱えながらも、自分が作った
惑わしに強い執着を持つ人たちを見て、大変喜んだ。 
新しい惑わしを作り出すのが彼の仕事である。 
彼は強くなり、だんだんずるくなってくる。 
自分の代表者、その法王たちや神父たちを導いて、彼らが自分自身
を高めるようになった。 
更にサタンは、法王たちや神父たちを通して、導入された惑わしに
服従しようとしないで神様を愛している人たちを猛烈に迫害させよ
うと人々を扇動した。 
自分の代理人たちを通してサタンは、イエス・キリストに献身的に
従っている人たちを滅ぼそうとした。 
彼らは神様の貴い信者たちにどれほどの苦悶や苦しみを掛けたこと
か！ 天使たちはこれらすべてを忠実に記録してきた。 
しかし、聖人たちを力付け、世話している天使たちに向かってサタ
ンと彼の天使たちは喜びながら、「本当のクリスチャンを地球に残
さない、皆殺しにするぞ」と言った。 
その時代、神様の教会は潔白だった事を私は見た。 
腹黒い人が神様の教会に加わる心配はなかった。 



あえて信仰を告白する本当のクリスチャンには、サタンと彼の悪天
使たちが発明して人間に教えたあらゆる苦悶、火あぶり、や拷問に
さらされる危険性があった。 
 
創世記３章、伝道者の書９：５、１２：７、ルカ２１：３３、ヨハネ３：１６、テモテ第二３：
１６、黙示録２０：１４－１５、２１：１、２２：１２－１９を参照 

 
 
 

�第２０章� 
 

宗教改革 
 

 
聖人たちがよく迫害されたり殺されたりしたにもかかわらず、四方
八方から新しい証人が起こされた。 
神様の天使たちは任された仕事をやり続けていた。 
一番暗いところを捜し、その暗やみから誠実な人々を選び出してい
た。 
この人たちは誤りにうずもれていたのに、神様がサウロを選んだよ
うに彼らが真理を広め、「クリスチャン」と言われている人の罪を
指摘するために選ばれた器だった。 
神様の天使たちはマルチン・ルターやメランクトン、その他いろん
なところにいる人々の心を動かし、神様の言葉の生きた証しを渇望



するように導いた。 
敵は洪水のように入り込んで来たので、それに対して旗を掲げなけ
ればならない。 
ルターは、その嵐や堕落してしまった教会の怒りに敢然と立ち向か
う者として選ばれた。 
それに聖なる公言に忠実だった少数の人々を力付るためにも選ばれ
た。 神様にとって嫌な事を犯すのを彼はいつも恐れていた。 
自分の行為によって神様の好意を得ようとした。 
しかし、天国からのかすかな光が心の中のやみを追い払って、自分
の行為によるのではなく、キリストの血の功績を信頼するようにな
るまで彼は満足しなかった。 
この光で、法王たちや聴罪司祭たちを通さないで、イエス・キリス
トだけを通して神様のもとに行けると分かった。 
ルターにとってこの事はどれほど価値のあることだったか！ 
この世のどんな価値の高い宝物よりも、不明なところを明白して、
自分の信じた迷信を追い払ってくれた貴重な新しい光を大事にした
。 神様の言葉は新鮮なものとなった。 
何もかもが変わってきた。 
美点が見えなかったので怖がっていた聖書は彼にとって「命」その
ものとなった。 聖書は彼の喜びや慰めで、有難い先生であった。 
どんな事があろうと、聖書の勉強をやめようとはしなかった。 
以前は死を恐れていたが、神様の言葉を読んでいるうちにその恐れ
が消え、ただ神様の性格に見とれ、神様を愛するようになってきた
。 自分のために神様の言葉を調べた。 
その中のたくさんの宝物を楽しんで味わってから、教会のためにも
調べた。 



救いを任せていた人たちの罪に対して彼はうんざりした。 
そして本当に多くの人が自分を覆っていたのと同じ暗やみに覆われ
ている事を知った。 
ルターは彼らに、世の罪を取り除く唯一の者である神様の小羊を紹
介する機会をしきりに作ろうとした。 
ローマ教皇の教会の過ちや罪に対して声をあげ、何万人もの人々が
自分たちの行為で救われると信じさせた暗やみの鎖を心から断ち切
りたかった。 
彼は神様の本当の恵みの豊かさやイエス・キリストを通して手に入
れる救いの素晴らしさを切に彼らに悟らせたかった。 
聖霊の力で声を上げ、教会のリーダーたちがやっている罪を力強く
告げた。 
そして神父たちの嵐のような反対を受けても、ルターの勇気は無く
ならなかった。 
なぜなら、神様の強い腕を堅く頼みにしたので、勝利を収めると確
信していたからである。 
ルターが戦いを少しずつ核心の方に進めると神父たちの怒りは激し
くなってきた。 
彼らは改心させられる事を望まなかったし、安楽と逸楽、邪悪のま
まで良いと考えていて、教会を暗やみにとどめておきたかった。 
 
ルターは恐れず、大胆に罪をとがめ、そして真理を熱烈に広めた事
を私は見た。 彼は悪魔たちや悪い人を気にしなかった。 
自分には皆よりも強い者が付いている事を知っていた。 
ルターは勇気と熱意と大胆さを持って、燃えていたが、時にはやり
過ぎをする恐れもあった。 



そこで神様は、宗教改革を進めるために性格が正反対の人を起こし
て、ルターの手伝いとした。 
その人、メランクトン、は小心な人で、怖がりやでありながら注意
深く、忍耐が強かった。 彼は神様に非常に愛された。 
聖書に大変詳しく、判断力や知恵の点では優れていた。 
神様のための働きにかける彼の愛は、ルターと引けを取らないもの
だった。 
主がこの二人の心を合わせ、ずっと引き離す事のない仲間とした。 
メランクトンが怖がって、あまり進まない恐れがあった時、ルター
に大いに助かってもらった。 
一方、ルターがやり過ぎしないため、メランクトンに大いに助かっ
てもらった。 
神様の働きがルターだけに任せられたら問題は生じてしまったはず
だが、注意深いメランクトンが長い目でものを見たので、よくそう
いうような問題を避ける事ができた。 
一方、全部メランクトンに任せられたら、その働きはよく進めなか
ったはず。 
わざわざ性格の違う二人を宗教改革の担当者として選ばれた事に神
様の知恵がある、という事は私に示された。 
 
その時点で、私は使徒の時代までさかのぼって運ばれた。 
私はそこでも、神様が熱心なペテロとおとなしく忍耐強いヨハネと
を選んで仲間にした事を見た。 ペテロは時々衝動的になった。 
熱意のあまり、やり過ぎしてしまうペテロは、よくイエスに愛され
た弟子に注意されていたが、改善されなかった。 
しかし、ペテロが自分の主を否定し、悔い改め、そして改心してか



ら、ヨハネの穏やかな注意だけで彼の熱意は抑えられた。 
もし全部がヨハネに任せられたら、キリストのための働きはよく打
撃を受ける事になったはずなので、ペテロの熱意が必要だった。 
その大胆さや精力でよく二人をも困難から助け出し、敵を黙らせた
。 ヨハネは人懐こい者だった。 
彼の忍耐の強さや献身の深さで多くの人がキリストのための働きに
加わった。 
 
宗教改革を促進し、教皇の教会に存在した罪を力強く告げるために
いろんな人が神様によって起こされた。 
サタンはこの生きている証人たちを殺したかったが、神様は彼らの
周りに防壁を作った。 
神様の名前に栄光を帰すため、ある人には自分の血で証しを押印す
る事が許された。 
しかし他の人、ルターやメランクトンのような強い人たちが生き続
け、法王や神父、そして王様の罪を力強く告げる事は、神様に栄光
を帰すには一番良い方法だった。 
ルターの声を聞くと彼らは震えた。 
神様に選ばれた人たちを通して放たれた光線が暗やみを消散し始め
た。 
そして本当に多くの人がこの光を喜んで受け入れ、その中を歩んだ
。 
一人の証人が殺されると、二人かそれ以上の人がその穴を埋めるた
めに起こされた。 
 
しかしサタンは満足しなかった。 



それは肉体しか支配できなかったからである。 
サタンは信者が持っていた信仰や希望を捨てさせようとしたが、で
きなかった。 
殺されても、彼らは正しい人が復活する時に永遠の命を得るという
輝かしい希望で勝ち誇った。 
彼らは並外れた行動力を持っていた。 
あえて一睡もしようとはしなかった。 
いつも戦いに備え、クリスチャンの武装を身に着けていた。 
敵は霊的なものばっかりではなく、サタンに取り付かれた人間でも
あった。 「信仰を捨てないと死ぬぞ」と敵は絶えず叫んだ。 
「私はクリスチャンだ」と世の大半が自称しても、キリストのため
の働きには卑怯だった人より、少数の力強いクリスチャンの方が神
様にとって貴重だった。 
教会が迫害された間に彼らは団結して、互いに愛し合っていた。 
彼らは神様を通して力強かった。 
罪人、だます方とだまされる方、両方とも教会に加わるのが許され
なかった。 
すべてをキリストのために捨てる人だけは弟子になる事ができた。 
彼らは貧しく、へりくだって、キリストのようになれる事を喜んだ
。 
 
ルカ２２：６１－６２、ヨハネ１８：１０、使徒行伝３－４章、百科事典で「宗教改革」を参照 

 
 
 



�第２１章� 
 

教会と世間の結合 
 

 
その後、サタンは自分の天使たちと相談して、「今まで何を手に入
れてきたか」について検討した。 
何人かの小心者に死を恐れさせ、真理を受け入れるのを妨げる事に
成功したのが事実だが、多くの人は真理を受け入れた。 
非常に気の小さい者でさえも。 
真理を受け入れると、たちまち恐れや臆病が消えた。 
そして信仰の上で、「兄弟」という人たちが忍耐強く堅固に死に向
かう様子を目撃すると、神様や天使たちがその苦しみを耐えるため
に助けてあげたのを知っていたので、恐れがなくなり、勇ましくな
ってきた。 
あまりにも忍耐強く、堅固に信仰を保っていたので、殺害者たちの
方が震え上がった。 
サタンと彼の天使たちは、最終的にもっと確実に人間を滅ぼす方法
があるはずと思った。 
クリスチャンたちを苦しい目に会わせても、彼らは不動の信仰をも
って輝かしい希望に励まされた。 
とても弱い者でさえ強くなれ、拷問台や火あぶりの炎にめげなかっ
た様子をサタンと彼の天使たちは見た。 
イエスが自分の殺害者の前で見せた高貴な振る舞いをそのクリスチ
ャンたちが真似たので、彼らの不変の心やその上にとどまった神様



の栄光を目撃し、真理を確信した人は多かった。 
そこでサタンは、もっと穏やかな形で接することを決意した。 
聖書の教理をめちゃくちゃにしたので、何百万もの人を滅ぼすしき
たりが根を深く下ろしていた。 
サタンは自分の憎しみを抑え、支配下にある者たちがそんなに猛烈
に迫害しなくても良いと決めた。 
その代わり、教会が聖人たちに与えられた信仰のために戦うのをや
めさせ、いろんなしきたりのために戦うように導いた。 
サタンは恩人のふりをして、「世間からの名誉や好意を受ける事は
ためになるよ」というふうに教会に勧めた。 
しかし、教会はそれを受けるにつれ、神様の好意を失い始めた。 
この世の友や快楽を求める人たちが教会に加わるのを許さない純粋
な真理を言明するのを避けるようになったので、教会は少しずつ力
を失ってしまった。 
 
現代の教会はもう、迫害の炎を味わった時代の特有な（世間から）
離れた教会ではない。 その金のくすみ様は！ 
何と変わり果てたものだ！ 
もし教会がずっと特有な聖なる質を保っていたら、弟子たちに与え
られた聖霊の力が今でも彼女にあって働く、という事を私は見た。 
病人はいやされ、悪魔たちは叱られて追い出される。 
そんな教会は非常に強く、敵にとって恐ろしい教会となる。 
自分は「クリスチャンだ」と非常に多くの人は言うが、神様は彼ら
を自分のものと認めていない事を私は見た。 
神様は彼らを喜ばない。 
人々が自分はクリスチャンであると思い込むなら、宗教を装ってい



るサタンは大変喜ぶ。 
彼らがイエスのこととイエスのはりつけや復活のことを信じても、
サタンは大変喜ぶ。 
サタンと彼の天使たちもこれらを全部信じ、震えた。 
でもこういうような信仰は良い行動を生み出さず、「信仰がある」
と言ってもイエスの自制のある人生を真似する程に至る信仰でない
なら、サタンは気にしない。 
なぜなら、彼らはただ「クリスチャン」という名前を受けただけで
、心はまだ世俗的なままである。 
だからサタンは彼らを「クリスチャン」と呼ばれていない人よりう
まく利用できる。 
彼らは「クリスチャン」という名前を使って、自分の心のゆがみを
隠している。 
清められていない性質やまだ克服していない悪い感情のままでやっ
ていく。 
そこで不信者はこれらの欠点をイエス・キリストの顔にぶつけたり
、非難したりする。 
その上、これで本当の純粋な信仰を持つ人に悪評をかぶせる機会が
与えられる。 
 
この世的な口ばかりの「信者」に合わせ、牧師たちは口先のうまい
事しか教えない。 これはまさにサタンの思うつぼである。 
その牧師たちには、イエスや聖書の鋭い真理をあえて教えるほどの
勇気がない。 
もし教えようとしても、この世的な口ばかりの「信者」は聞いてく
れない。 



たとえ彼らがサタンや彼の天使たち同様で、教会にふさわしくなく
ても、その多くは金持ちだから教会に入れておかないといけない。 
イエスの宗教は人気で、尊敬すべきなものだと世の人に見せ掛ける
。 人々は宗教を持てば、世間から尊敬されると教えられている。 
こんな教えはイエスの教えとは全く掛け離れている。 
イエスの教えと世とは平和でいられなかった。 
イエスに従った人たちは世を捨てなければならなかった。 
この口先のうまい教えはサタンと彼の天使たちによって作られた。 
彼らがその計画を立て、そして口ばかりの「クリスチャン」たちは
それを実行してきた。 偽善者や罪人が教会に加わる。 
面白い作り話は教えられ、快く受け入れられている。 
しかし、もし真理が純粋のままで教えられたら、偽善者や罪人たち
はその真理ですぐさま締め出される。 
でも、「イエスに従っている」と自称している人たちは一般の世の
人々とはなんら変わりがない。 
もし教会員がかぶっている仮面を引きはがす事ができたとしたら、
そこには腐敗と汚れ、邪悪が現れる。 
神様を信じ、遠慮深い性格の人でさえそれを見れば、ためらわない
で彼らのことを、「悪魔を父親とする子供たちだ」というふさわし
い名前で彼らを呼ぶ事になるのを私は見た。 
彼らは悪魔の働きをやっているからそう呼ばれる。 
イエスや天国の大勢は皆この光景を見て、うんざりした。 
にもかかわらず、神様は教会のために大事な聖なるメッセージを持
っていた。 
もしこのメッセージが受け入れられたら教会の中に徹底的な改革が
起こり、偽善者や罪人を追い出すような生きる証しが復活される上



、教会は再び神様の好意を受ける事になる。 
 
イザヤ３０：８－２１、ヤコブ２：１９、黙示録３章を参照 

 
 
 

�第２２章� 
 

ウィリアム・ミラー 
 

 
神様は、聖書を信じなかった農夫の心を動かし、預言の勉強を勧め
るために天使を送ったのを私は見た。 
神様の天使たちは何回もその選ばれた人のところに訪れ、神様の信
者にとってずっと意味不明だった預言を彼が理解できるように明か
した。 
真理の連鎖の最初の一環を教えてくれたので、彼は一環一環を探し
続けた。 
そのうち、神様の言葉に驚嘆して、感心するようになってきた。 
そこに彼は真理の完全な連鎖を見た。 
神様の霊感を受けていないと思っていた本は、今や彼の目には美し
く輝いていた。 
聖書のあるところが聖書の別のところを説明していると分かってき
た。 



だからあるところが理解できなかった場合、それを説明してくれる
別のところを見付た。 
神様の神聖なことばを喜びとし、深く尊敬して、いけいの念を抱い
ていた。 
 
ミラーは預言を順に追って調べると、地球の住民はこの世の歴史が
終わろうとしている時代に生きているのに、それに気付いていない
事が分かってきた。 
教会の腐敗を見渡すと、彼らの愛はイエスからこの世に移ってしま
った事が見えた。 
彼らは上から来る名誉よりこの世の名誉を求め、天国で宝を貯える
より熱心にこの世の富を手に入れようとしていた。 
どこを見ても偽善と暗やみと死が目に入った。 
ミラーのうちなる霊は奮起させられた。 
エリシャが神様に呼ばれ、自分の牛と農場を去って、エリヤに付い
て行ったように、ミラーも神様に呼ばれ、農場を去った。 
彼は震えながらも、神様の国について謎に包まれていた事を人々に
解き始めた。 すると話をする度に自信が付いてきた。 
キリストの二回目の降臨の時まで預言された事を順に追って、人々
に教えた。 
バプテスマのヨハネがイエスの一回目の降臨を告げ、イエスがやっ
て来るための準備をしておいたように、ウィリアム・ミラーと彼に
加わった人たちは神の子の二回目の降臨を宣言した。  
 
私は弟子たちの時代にさかのぼって運ばれた。 
イエスに愛されたヨハネが成し遂げるべき特別な仕事は神様の計画



である、と私に示された。 
サタンはこの仕事をじゃまするのに一生懸命だった。 
そこで自分に仕えている者たちをかき立て、ヨハネを殺そうとした
。 しかし、神様は天使を送って、不思議な方法で彼を守った。 
ヨハネの救出で神様の強い力が現れ、それを目撃した人々は皆驚い
て、そのうち多くの人は彼がイエスに関して証した事は正しく、彼
自身が神様と共にいると納得した。 
ヨハネを滅ぼそうとした人たちには、もう二度と彼の命を奪うほど
の勇気がなかったので、彼はイエスのために苦しみ続く事が許され
た。 
敵に無実の罪が着せられてから間もなく、ヨハネは島流しにされた
。 
主がその寂しい所に天使を送り、これから地上で起ころうとしてい
る事や、世の終わりまでの教会の状態を彼に明かした。 
教会が後退していく事と、もし教会が神様を喜ばせるなら、その時
の勝利した教会の置かれる地位をも明かした。 
天国からの天使は威厳に包まれながらヨハネの所にやって来た。 
その天使の表情は天国の素晴らしい栄光で光っていた。 
神様の教会に関する興味深いスリリングな光景をヨハネに示し、教
会が耐えないといけない危険な争いの光景をも見せてあげた。 
ヨハネは、教会の人たちが炎のような試練を通して白く清められ、
最終的に打ち勝って、神様の国で素晴らしく救われるのを見た。 
神様の教会が最終的に大勝利を得る場面をヨハネに見せると、天使
の顔が喜びと栄光で輝いていた。 
教会が最終的に救助される光景を見たヨハネはうっとりして、あま
りの栄光でいけいと尊敬の念に打たれ、天使の足元にひれ伏して拝



もうとした。 
すると天使は直ちにヨハネを起こし、優しく叱って、「そのような
ことをしてはいけない。 
私は、あなたと同じしもべ仲間であり、またイエスのあかしびとで
あるあなたの兄弟たちと同じしもべ仲間である。 
ただ神だけを拝しなさい。 
イエスのあかしは、すなわち預言の霊である」と言った。 
次に、天使が天国の街の栄華やきらめく栄光をヨハネに見せてあげ
た。 ヨハネはその街の栄光に圧倒され、うっとりした。 
先ほど天使に叱られたのを忘れ、またその天使の足元にひれ伏した
。 そしてまた天使に、「そのようなことをしてはいけない。 
私は、あなたや、あなたの兄弟である預言者たちや、この書の言葉
を守る者たちと、同じしもべ仲間である。 
ただ神だけを拝しなさい」と優しく叱られた。 
 
黙示録は牧師たちや一般の人にとって神秘的なもので、聖なる書の
他の箇所ほど重要ではないと見なされてきている。 
でも黙示録は正に神様からの啓示で、特に世の終わりの時代に生き
る人々が本当に何を信じたら良いのか、やるべき事は何なのか等を
手引きするものである事を私は見た。 
ウィリアム・ミラーが預言について勉強するように導いた神様は、
彼が黙示録を解明するため大いに助けてあげた。 
 
もしダニエルの幻が理解されていたら人々はヨハネの幻をもっと理
解できたはず。 
でも神様はちょうど良い時期に自分が選んだ者の心を動かした。 



彼は神様に仕え、聖霊の力ではっきりと預言された事を解き明かし
、ダニエルとヨハネの幻や聖書の他の箇所との調和を人々に示した
。 
更に、イエス・キリストがやって来るのに備え、聖書に書かれてい
る聖なる恐ろしい警告の重要性をも納得させた。 
彼の話を聞いた人たち、牧師、一般人、罪人、や不信者は感銘を受
け、確信して主に立ち帰り、最後の審判に臨むため準備をした。 
 
神様の天使たちは、天職を果たそうとするウィリアム・ミラーと共
に居た。 
彼は堅固な人で、動揺せず任せられたメッセージを大胆にも宣言し
た。 
邪悪な世界と俗な冷たい教会があっただけで、彼は奮い起こされ、
苦労、窮乏、苦しみなどを進んで受けた。 
「クリスチャン」と自称する人たちや世の人々に反対されても、サ
タンと彼の天使たちに攻撃されても、招かれればどこへでも出向い
て、多くの人に永遠の福音を伝える事をやめようとはしなかった。 
そこで彼は声を張り上げ、「神をおそれ、神に栄光を帰せよ。 
神のさばきの時がきたからである」と教えた。 
 
列王記上１９：１６－２１、ダニエル７－１２章、黙示録1章、１４：７、１９：８－１０、２
２：６－１０を参照 

 
 
 



�第２３章� 
 

第一の天使のメッセージ 
 

 
1843年の「時間の宣言」という運動に神様が共に居た事を私は見た
。 
それが試金石になって、人々が目覚め、決めなければならない立場
に立たされるのは神様の目的だった。 
牧師たちは預言の期間に関する解釈の正しさを認め、確信した。 
自尊心、給料、そして教会を捨て、あちこちにそのメッセージを広
めた。 
しかし、「キリスト教の牧師」と言われ、天国からのメッセージを
本当に心から受け入れた人はわずかしかいなかったので、メッセー
ジが託された人のほとんどは牧師ではなかった。 
ある人はメッセージを伝えるために自分の畑を去れ、他は自分の店
や商売から呼び出された。 
数人の専門家まで、第一の天使のメッセージを伝える人気のない仕
事をせずにはいられなく、自分の専門職を捨て去った。 
牧師たちは自分の宗派の教えや感情を置き、団結して、イエスがや
って来るのを宣言した。 
そのメッセージをどこで聞いても、人々は感動した。 
罪人は泣きながら悔い改め、許しを求めて祈った。 
不正で知られていた人たちは必死に埋め合わせをしようとした。 
 



親は自分の子供に対して深い心遣いを感じた。 
そのメッセージを受け入れた人たちの魂が厳かなメッセージの重み
を感じながら、不信者である友人や親戚に「人の子」のやって来る
事を警告して、備えるよう切願した。 
心のこもった警告で重要な証拠が知らされても、服しようとしなか
った人たちの良心は本当に麻痺したものだった。 
この魂を清める運動によって心は世俗的な事から遠ざかれ、かつて
経験した事もないほどの献身ぶりへと導かれた。 
何万人もの人は、ウィリアム・ミラーが説いた真理を受け入れた。 
このメッセージをエリヤの霊と力によって宣言するため、神様に仕
える人たちが引き起こされた。 
イエスに先立ったヨハネのように、この厳かなメッセージを説いた
人たちも、木の根におのを当て、人々が悔い改めにふさわしい実を
結ぶよう、勧めずにはいられなかった。 
彼らの証言の強い影響を受けた各教会が目覚め、本当の性質を明ら
かにするのは神様の狙いだった。 
「やって来る怒りから逃れよう」という重大な警告が広まると、各
教会に入っていた人の多くはいやしのメッセージを受け入れ、自分
の逆戻りに気付いた。 
そして悔い改めの激しい涙を流しながら魂の苦悶を感じ、神様の前
でへりくだった。 
神様の霊に覆われると彼らは、「神をおそれ、神に栄光を帰せよ。 
神のさばきの時がきたからである」という叫びに声を合わせた。 
 
特定の時間（にイエスがやって来る）という教えは説教壇にいる牧
師から天国に敵対する一番無謀な罪人まで、あらゆる階級の人の大



反対を呼び起こした。 
「その日やその時は誰も知らない」という声が偽善の牧師たちや無
礼にあざ笑う人たちから聞かれた。 
両者とも、預言の期間が終わる年を示した人の教えがあっても、キ
リストが間もなく来る兆しがあっても、その聖句の本当の解釈を聞
き入れ、自分の間違えを直そうとはしなかった。 
群れの牧者の多くは、「イエスを愛している。 
イエスがやって来るという話に反対はしない。 
ただ特定の時間の話に異議がある」と言った。 
全知の神様は彼らの心を探った。 
彼らはイエスを心から愛していなかった。 
イエス・キリストが残したへりくだった道を歩んでいないので、自
分たちの非キリスト教的な人生では試練に耐えられる事ができない
と自覚していた。 
こういう偽牧者たちは神様の働きの障害物であった。 
真理には説得力があったので聞いていた人たちは目覚め、あの刑務
所長（使徒行伝16：30）が尋ねたように、「私は救われるために、
何をすべきでしょうか」と尋ね始めた。 
そこでこの偽牧者たちは人々と真理との間に割り込んで、口先だけ
のうまい説教で、皆を真理から引き離そうとした。 
彼らはサタンと彼の天使たちと声を合わせて、「大丈夫だ。 
平和だ」と叫んだが、本当は大丈夫ではなかった。 
神様の天使たちは一切を記録して、そして清くない牧者たちの服は
（惑わされた人たちの）魂で血まみれになった事を私は見た。 
楽な生活を好み、神様と離れても平気な人たちは、この世的な安心
から目を覚めようとしなかった。 



 
牧師の多くはこの救いのメッセージを拒んだばかりではなく、受け
入れようとしていた人たちを邪魔した。 
人の魂の責任の血は彼らにある。 
牧師たちや一般の人が共にこの天国からのメッセージに反対した。 
彼らはウィリアム・ミラーの影響力を傷付けるためデマを飛ばした
りして、一緒に働いた人たちを迫害した。 
神様からの忠告をはっきりと伝え、聴衆の心を鋭い真理で突いたウ
ィリアム・ミラーに対して何度も人がかっとなって、礼拝の後に彼
を殺そうと待ち伏せした。 
しかし、彼の命を守るために神様の天使たちが送られ、暴徒の群集
から安全なところに連れて行った。 
彼の働きはまだ終わっていなかった。 
 
信心深い人たちは喜んでそのメッセージを受け入れた。 
メッセージは神様からのもので、ちょうど良い時期に送られたと彼
らが分かった。 
天使たちは興味深く天国からのメッセージの成果を見つめていたが
、各教会がそれに背き、拒否してくると、彼らは悲しみながらイエ
スと相談した。 
するとイエスは各教会から顔を背け、天使たちにその証言を拒まな
かった大切な人たちを忠実に守るように命じた。 
なぜなら、もう一つの光が彼らを照らす事になるからであった。 
 
「クリスチャン」と言われる人がもし、自分の救い主を愛情の対象
とし、現れるのを好んで、この世に匹敵する者はいないと思ってい



たら、救い主がやって来る最初のほのめかしで大喜びするはず事を
私は見た。 
でも、自分の主がやって来るのを聞くとそれに対する嫌悪を表した
ので、彼らは主を愛していない事が確実に立証された。 
サタンと彼の天使たちは勝ち誇り、「イエス・キリストの信者」と
言われる人たちはイエスが再び現れるのを望んでいないほどイエス
に対する愛情が薄い事を、イエスとイエスの聖なる天使たちの面に
ぶつけた。 
 
神様の民は自分の主がやって来るのを喜んで待ち望んでいる光景を
私は見た。 でも神様は、彼らを試す事にした。 
神様は自分の手で預言の期間の計算にある一つの間違えを隠した。 
自分の主を待ち望んだ人たちはその間違えを見落として、それに預
言の期間（の教え）に反対した優秀な学者たちでさえそれを見落と
してしまった。 自分の民が挫折に遭うのは神様の計画だった。 
そして、預言された時間が過ぎ去った。 
自分の主がやって来るのを喜んで待ち望んでいた人たちは悲しんで
、落胆してしまった。 
それに対して、イエスが現れなくても良いと思いつつも、ただ恐怖
心からメッセージを受け入れた人たちは、期待通りにイエスがやっ
て来なかったのでほっとした。 
信仰の告白が彼らの心を変えず、人生を清める事もしなかった。 
「預言の期間の過ぎ去り」という計画がよく練られ、こういう人た
ちの心を明らかにした。 
その人たちは一番先に刃向かって、イエスの現れを心から望んでい
る、悲しんで、落胆した者をバカにした。 



神様は、困難に遭うと尻込みする者を探り出すため、自分の民に厳
しい試練を与えた。 ここに神様の知恵があるのを私は見た。 
 
イエスと天国に居る者は皆、魂から愛する者に会いたく、首を長く
して熱望している人たちを同情や愛情を込めた目で見た。 
彼らの試練の時がくると、支えてあげるため天使たちはその周辺の
上を舞いていた。 
天国からのメッセージを受け入れなかった人たちは暗やみに残され
た。 
天国から光が送られたのに、受け入れようとしなかった人に対して
、神様の怒りが燃えた。 
自分たちの主がなぜ来なかったのか理解できず、落胆してしまった
忠実な人たちは暗やみには残されなかった。 
彼らはもう一度預言の期間を調べるために聖書の方に導かれた。 
計算した数字から主の手がずらされると、間違えたところが明らか
になった。 
預言の期間は1844年まで及んでいると彼らが分かってきた。 
1843年に預言の期間が終わると教えた証拠その物が、1844年に終わ
る事を証明した。 
神様の言葉にある光が彼らの立場を照らすと、少しの間待つべき期
間、「もし幻が遅くなっても、それを待て」を見つけた。 
イエスが早くやって来るのを熱望した人たちは、幻の待つべきとこ
ろを見落としてしまった。 
でもこれこそが真に心から待っている人とは誰か、を明らかにする
ための手段だった。 
もう一度彼らにある時点に関するメッセージがあった。 



しかし、多くの人がひどい失望感を乗り越えられず、1843年にあっ
たほどの活力や熱意を取り戻せなかった事を私は見た。 
 
サタンと彼の天使たちは彼らに勝ち誇った。 
そのメッセージを受け入れなかった人はそれを「妄想」と呼び、そ
の「妄想」を受け入れなかったので自分は賢く、先見の明があると
誇らしく思った。 
自ら神様からの忠告を拒否している事を彼らは悟らず、サタンと彼
の天使たちと手を組んで、天国からのメッセージを生活に取り入れ
た人たちを当惑させている事に気付かなかった。 
 
このメッセージを信じた人たちは各教会で弾圧された。 
しばらくの間、教会の人たちは恐れていたので心の思いを行動に移
らなかったが、預言された時点が過ぎ去ると本当の気持ちが明らか
になってきた。 
信じた人たちは、「預言の期間は1844年まで及んでいる」と証明す
る使命感に駆られていたが、各教会の人たちはそれを黙らせたかっ
た。 
信じた人たちは自分のミスをはっきりと説明して、そして主が1844
年にやって来るのを期待している理由を告げた。 
反対した人たちはそんな有力な理由に対して言い返すことばを見つ
ける事ができなかった。 
信じた人たちに対して各教会の怒りが燃え上がった。 
彼らはどんな証拠があろうと、それに耳を貸さない上、他の人に聞
こえるチャンスがないように、信じた人の証しを教会から締め出す
事を決意した。 



それで、神様がくれた光を他人に与えずにはいられなかった人たち
は各教会から締め出されてしまった。 
しかし、イエスが一緒にいたので、彼らはイエスの表情の光の中に
喜んだ。 
第二の天使のメッセージを受け入れる（心の）準備ができた。 
 
ダニエル８：１４、ハバクク２：１－４、マラキ３－４章、マタイ２４：３６、黙示録１４：６
－７を参照 

 
 
 

�第２４章� 
 

第二の天使のメッセージ 
 

 
各教会は、第一の天使の光を受け入れようとしなかった。 
そして天国からの光を拒むと、神様の好意を失ってしまった。 
自分の力に頼り、第一のメッセージに反対したので、自ら第二の天
使のメッセージの光が見えない立場に立たされた。 
しかし、神様に愛され、弾圧を受けた人たちは、「バビロンは倒れ
た」というメッセージを聞き入れ、堕落してしまった各教会から離
れた。 
 



第二の天使のメッセージの終わり頃に、天国からの光が神様の民を
強く照らしているのを私は見た。 
その光線は太陽のようにまぶしく見えた。 
そして、天使たちが、「さぁ、花婿だ、迎えに出なさい！」と叫ぶ
声を私は聞いた。 
 
「真夜中の叫び」は第二の天使のメッセージに力を付けるために伝
えられた。 
がっかりした聖人たちを目覚ませ、これからの重要な働きに備える
ために天使たちが天国から送られた。 
メッセージを先に受け入れた人は優れた才能を持つような人ではな
かった。 
天使たちは、謙虚で献身的な者のところに送られ、彼らに、「さぁ
、花婿だ、迎えに出なさい！」と叫ばせた。 
この叫びが託された人たちは急いで、聖霊の力でそれを広め、がっ
かりした兄弟たちを奮い起こした。 
この叫びは人間の知恵や学識からのものではなく、神様の力による
ものだったから、聞いていた聖人たちは抵抗できなかった。 
一番信心深い人たちが最初にこのメッセージを受け入れた。 
以前神様の働きを率いていた人たちは最後にこれを受け入れ、「さ
ぁ、花婿だ、迎えに出なさい！」という叫びに声を合わせた。 
 
地の至る所で第二の天使のメッセージに光が当てられ、その叫びは
何万人もの心を和らげ、溶かしていた。 
そのメッセージは町から町へ、村から村へと、神様の民が完全に奮
い起こされるまで回った。 



メッセージが各教会に入ることを多くの人は許さなかったので、生
きている証しを持つ大きな団体は、堕落してしまった各教会から離
れた。 「真夜中の叫び」は素晴らしい事を成し遂げた。 
そのメッセージは心の細部まで探り、信者が自分の生きている経験
を求めるように導いた。 
お互いに頼り合ってはいけないと彼らは分かった。 
 
聖人たちは真剣に自分の主を待ちながら、断食したり、見張ったり
して、ほとんど絶えず祈り続けた。 
何人かの罪人でさえ、預言された時点に対して恐怖を感じながら待
っていた。 
でも大半の人はそのメッセージに対してかき立てられたようで、サ
タンの精神を表していた。 
彼らはあざ笑って、（聖人たちを）バカにした。 
「その日、その時は、だれも知らない」と言う声が至る所に聞かれ
ていた。 
邪悪な天使たちは彼らの周りで大変喜び、心をかたくなにさせよう
と、天国からの光線を一つも受け入れないように説得した。 
そうすれば彼らは更にわなにはまっていく。 
多くの人が、「私の主のやって来るのを待ち望んでいる」と言った
が、その中のほとんどの人の本心は全然違っていた。 
神様の栄光を目撃し、待っている人たちの謙虚さや信心深さを見て
、有力な証拠に圧倒された彼らは口先だけで、「真理を受け入れる
」と言ったが、改心しなかった。 
彼らは準備ができていなかった。 
聖人たちはどこも厳かで、真剣な祈りの霊を感じ、聖なる厳粛さに



覆われていた。 
天使たちは興味津々に結果を見守り、天国からのメッセージを受け
入れた人たちの心を高め、この世の物から心を引き離れ、救いの源
から大量に手に入れるように導いた。 
その時、神様の民は神様に認められていた。 
イエス自身の姿が彼らに反映されたので、イエスは満足そうに彼ら
を見た。 
彼らはすべてを犠牲にし、完全に献身して、不死の状態に移る事を
期待していた。 
でも悲しくも、またがっかりさせられる運命づけられていた。 
救出されると期待していた時点が過ぎ去ってしまった。 
彼らはまだ地上に居て、地球がのろわれた時に受けた影響を以前よ
りはっきりと見えるようになった。 
天国に望みを託し、永遠の救出を快い期待の中で味わっていたが、
その望みは実現されなかった。 
 
多くの人が抱いていた恐れがたちまち消えたわけではない。 
失望した人たちに対してすぐにも勝ち誇る事をしなかった。 
でも目に見えるかたちで神様の怒りを感じなかったので、抱いてい
た恐れから立ち直り、彼らをあざけったり、バカにしたりし始めた
。 神様の民はまたもや試された。 
世の人たちに笑われ、非難され、バカにされた。 
預言された時にイエスがやって来て、死んだ人をよみがえらせ、生
きている聖人たちを変え、王国を受けて永遠に所有すると疑わずに
信じていた人たちは、キリストの弟子たちと同じような思いをした
。 「だれかが、私の主を取り去りました。 



そして、どこに置いたのか、分からないのです。」 
 
マタイ２４：３６、２５：６、ヨハネ２０：１３、黙示録１４：８を参照 

 
 
 

�第２５章� 
 

再臨運動の描写 
 

 
私はいくつか縄で縛られているようなグループを見た。 
その中に多くの人は真っ暗やみに置かれていた。 
目は地面の方に向いていて、イエスとのつながりが無さそうだった
。 
こういったいくつもの違ったグループの中に、表情が明るく、視線
が天国の方に向いている人が点在しているのを私は見た。 
太陽の光線のような光がイエスから彼らに送られた。 
天使に、「よく見て御覧なさい」と言われたので私が見ると、光線
を持つ人は皆天使に見守られているのに対して、暗やみに置かれた
人たちは悪天使たちに囲まれていた。 
ある天使が、「神をおそれ、神に栄光を帰せよ。 
神のさばきの時がきたからである」と大声で言うのを私は聞いた。 
 



各グループを覆っていた素晴らしい光を受け入れた人は誰でも啓発
された。 暗やみにいる人の何人かは喜んでその光を受け入れた。 
他の人は天国からの光を、「我々を惑わすための詐欺だ」と言って
反対した。 そうすると光は移り、彼らを暗やみに残した。 
イエスからの光を受け入れた人たちは、与えられた貴重な光の増加
を大事にして、喜んだ。 
彼らの顔が明るくなり、聖なる喜びで光っていた。 
そして熱心に上の方、イエスの方に視線を向け、声をその天使と合
わせ、こう言うのが聞こえた、「神をおそれ、神に栄光を帰せよ。 
神のさばきの時がきたからである」。 
声を上げると暗やみにいる人たちは脇や肩で彼らを強く押している
様子を私は見た。 
そうすると聖なる光を大事にした人の多くは縛られていた縄を切っ
て、各グループから出て行って、離れたところで立った。 
多くの人が縛られていた縄を切っている最中、各グループに属する
尊敬された人たちはグループの中を巡回していた。 
ある人は優しい言葉で、またある人は怖い目つきや脅迫的な身ぶり
で緩んできた縄をしっかり結び、絶えずに、「神様は私たちと共に
いる。 
私たちは光の中に立って、真理を持っている」と言い続けた。 
「こういう人たちは誰ですか」と私が尋ねた。 
すると、「彼らは光を拒んだ牧師やリーダーたちで、他の人が光を
受け入れるのを許さない者だ」と答えてくれた。 
光を大事にした人たちは興味深く熱心に上の方を見つめ、イエスの
やって来る事とイエスのところに引き上げられる事とを期待してい
るのを私は見た。 



でもすぐ、光の中に喜んでいた人たちは雲に覆われ、顔が悲しそう
になってきた。 
そこで私は、「この雲の原因は？」と尋ねると、「それは彼らの失
望だ」と教えてくれた。 
自分の救い主を期待した時点が過ぎ去ったのに、イエスがやって来
なかった。 
失望感が彼らを覆っていたと対照的に、私が先ほど見た牧師やリー
ダーたちは大喜びした。 
光を拒んだ人たちは大いに勝ち誇った時、サタンと彼の悪天使たち
もその周りで大変喜んでいた。 
 
その後、もうひとりの天使の声が、「バビロンは倒れた！ 
倒れた！」と言うのを私は聞いた。 
失望した人たちは光に当たると、もう一度イエスを見つめ、現れる
のを熱望するようになってきた。 
次に、何人かの天使が、先、「バビロンは倒れた！ 
倒れた！」と叫んだ第二の天使と話し合っているのを私は見た。 
この天使たちは第二の天使と一緒に声を張り上げ、「さぁ、花婿だ
、迎えに出なさい！」と叫んだ。 
至る所に彼らの声が音楽のように響いたようだった。 
与えられた光を大事にした人たちの周りに非常にきれいな、まぶし
い光があった。 
顔が素晴らしい栄光で光りながら、彼らは天使たちと声を合わせて
、「さぁ、花婿だ！」と言った。 
各グループの中から彼らが合唱して声を張り上げていくと、光を拒
んだ人たちは怒った顔つきで彼らを押したり、軽蔑したり、あざけ



ったりした。 
こう迫害された人たちにサタンと彼の天使たちは自分の暗やみを押
し付けようと努力して、天国からの光を拒ませようとした。 
でも神様の天使たちは彼らの上でゆっくりと翼をはばたき続けた。 
 
次に、バカにされたり、押さえられたりしていた人たちに、「彼ら
の間から出て行き、汚れたものに触れてはならない」と言う声があ
るのを私は聞いた。 
すると多くの人は縛られていた縄を切り、その声の言う通りに暗や
みにいる人たちと離れ、先に縄を切った人たちに加わって、喜んで
声を合わせた。 
まだ暗やみにいる各グループの中、少数に残った人から真剣で苦し
そうな祈りの声を私は聞いた。 
牧師やリーダーたちは、各グループを回り、縄を更にしっかり締め
ていた。 それでもまだこの真剣な祈りの声が聞こえた。 
次に、祈っていた人たちは、神様を喜びとし、団結した自由なグル
ープの方に手を伸ばして、助けを求めた事を私は見た。 
すると彼らは、天国の方を見つめながら上を指差して、「彼らの間
から出て行き、彼らと分離せよ」と答えた。 
自由を求めた個々の人がやっとの事で縛られていた縄を切ったのを
私は見た。 
縄をもっとしっかり締めようとしている人たちには対抗され、「神
様は私たちと共にいる。 
私たちは真理を持っている」と何度言われても、彼らは耳を貸さな
かった。 
暗やみにいる各グループから人が次々と離れ、地球の上に浮かんだ



広々とした野原のような所にいる自由なグループに加わった。 
彼らは上の方に視線を向け、神様の栄光で覆われながら神様を褒め
たたえた。 皆は天国の光に包まれたようで、団結していた。 
このグループの周りに光の影響を受けた人が数人いたが、別にこの
グループと団結したわけではなかった。 
与えられた光を大事にした人は皆、興味深く上の方を見つめていた
。 イエスは快く彼らを見て、認めた。 
彼らはイエスのやって来るのを期待して、その出現を首を長くして
待っていた。 一度も名残惜しそうに地球を見たりはしなかった。 
またしても雲が待っている人たちの上に現れるのを私は見た。 
彼らが疲れた目つきで視線を下の方に向けるのを私は見た。 
「どうしてこう変わったですか」と私が尋ねると、付き添いの天使
は、「彼らの期待していた事が起こらなかったから失望してしまっ
た。 イエスはまだ地球にやって来られない。 
彼らはイエスのために苦しみ続け、もっと大きな試練を通らなけれ
ばならない。 
人間から受け継いだ過ちやしきたりを捨て、神様と神様の言葉に完
全に従わないといけない。 
彼らは試され、白くされ、清められなければならない。 
そして、その強烈な試練に耐える人は永久の勝利を得る」と答えて
くれた。 
 
「イエスは地球を浄化するためにやって来て、火で聖所を清める」
と喜びをもって待っていたグループが期待したが、イエスは地球に
来なかった。 
彼らが計算した預言の期間は正しかった事を私は見た。 



1844年に預言時間が終わった。 
聖所についての解釈と、その清めかたの解釈に問題があった。 
確かにイエスはその期間が終わると聖所を清めるため一番聖なる部
屋、至聖所、に入った。 
私はもう一度、あの待っている、がっかりしたグループを見た。 
彼らは悲しそうだった。 
信仰の証明を綿密に調べ、預言の期間の計算を順に追って調べても
、間違っているところは見付からなかった。 
その期間は成就したのに、彼らの救い主はどこにいる？ 
どこにいるのか、まったく分からなくなってしまった。 
 
次に、イエスの弟子たちが墓に行って見ても、イエスの遺体が見付
からなかったので失望した事は私に示された。 
マリヤは、「だれかが、私の主を取り去りました。 
そして、どこに置いたのか、分からないのです」と言った。 
悲しんでいる弟子たちに、「あなたたちの主はよみがえった。 
先にガリラヤに行く」と天使たちは教えた。 
 
イエスが（1844年に）失望した人たちを哀れみ深い目で見た事を私
は見た。 
そして今、自分はどこに居るのか彼らが見付け、付いて行けるため
に天使たちを送った。 
自分が移動した事や、地球は聖所ではない事、それに天国の聖所を
清めるため至聖所に入らないといけない事を理解してもらう目的が
あった。 
更に、自分がイスラエルのために特別なあがないをし、自分の父親



から王国を受けてから地球に戻って、永遠に一緒に住めるため彼ら
を連れて帰って行く事を理解してもらう目的もあった。 
弟子たちの失望は1844年に自分の主を期待していた人たちの失望を
よく表している。 
イエスが（子ロバに）乗って、勝ち誇ってエルサレムに入った時代
まで私はさかのぼって運ばれた。 
その場でイエスが王国を受け取り、君主としてこの世を治め始める
、と弟子たちは信じ、意気揚々と自分の王様に付いて行った。 
きれいなヤシの木の枝を切ったり、快く上着を脱いで熱心に道に敷
いたりして、ある人は前の方に、ある人は後ろの方に付いて行って
、「ダビデの子に、ホサナ。 
主の御名によってきたる者に、祝福あれ。 
いと高き所に、ホサナ」と叫んだ。 
この大騒ぎがパリサイ人の気に障って、イエスに弟子たちを叱って
もらいたかった。 
でもイエスは彼らに向かって、「もしこの人たちが黙れば、石が直
ちに叫ぶであろう」と言った。 
ゼカリヤ書9章9節の預言は実現しなければならないが、弟子たちは
絶望する運命づけられた事を私は見た。 
数日後彼らは、イエスがはりつけにされる場所まで付いて行き、あ
のひどい十字架の上にイエスの血まみれで、むごい姿を眺めた。 
そのひどく苦しい死にかたを目撃してからイエスを墓に収め、悲嘆
にくれた。 彼らが期待していた事は一つも実現されなかった。 
イエスが死ぬと彼らの希望も没してしまった。 
しかし、イエスが死からよみがえり、悲しんでいた弟子たちに姿を
現すと、彼らの希望は生き返った。 



自分の救い主を見失っていたが、再び見付けた。 
 
主が1844年にやって来ると信じた人たちの失望は、弟子たちの失望
ほどひどいものではなかった。 
第一と第二の天使のメッセージによって預言された事は成就した。 
両方ともちょうど良い時に伝えられ、神様の計画通りの結果をもた
らした。 
 
ダニエル８：１４、マタイ２１：４－１６、２５：６、マルコ１６：６－７、ルカ１９：３５－
４０、ヨハネ１４：１－３、２０：１３、コリント第二６：１７、黙示録１０：８－１１、１４
：７－８を参照 

 
 
 

�第２６章� 
 

もう一つの描写 
 

 
天国にいる者が皆、地上で進められてきた運動に関心を持っている
事は私に示された。 
イエスは、一人の力強い天使を任命し、地球に降りて、そこの住民
にイエスの二回目の出現に備える警告をするよう命じた。 
その力強い天使がイエスの前から去り、天国から出て行く様子を私
は見た。 



その天使の前には非常にまぶしく、素晴らしい光が照らして、その
光で地球を照らす事と、神様の怒りが迫っている事を人間に警告す
る任務が彼にあると私は教えられた。 
そして多くの人はその光を受け入れた。 
ある人は厳粛な気分に打たれたようで、他の人は喜んで有頂天にな
ったようだった。 光は皆を照らした。 
ある人たちはただその影響を受けただけで、心から受け入れようと
はしなかった。 
しかし、受け入れた人は皆、顔を上の天国の方に向け、神様を褒め
たたえた。 多くの人は激怒した。 
牧師たちや一般の人は邪悪な人たちに加わって、頑強にもその力強
い天使から出た光に反抗した。 
でも受け入れた人は皆、この世の人たちから離れ、団結を固めた。 
 
サタンと彼の天使たちは少しでも多くの人の心を光から遠ざけさせ
ようと躍起になった。 
光を受け入れなかったグループは暗やみに取り残された。 
天国からのメッセージが伝えられると、「神様を信じる」と告白し
た人々がそれぞれどんな人格を形成するのか、先の天使が強い関心
をもって記録しているのを私は見た。 
「私はイエスを愛している」と主張したたくさんの人が天国からの
メッセージを嫌って、あざけったり、バカにしたりすると、紙を手
に持っていた天使はその恥ずべき事を記録した。 
「イエスを信じる」と自称した人たちがイエスを侮辱したので、天
国にいる者は皆憤慨した。 
 



（主を）信用した人たちが失望してしまった事を私は見た。 
期待していた時に自分の主が現れなかった。 
将来を隠し、自分の民が決心しなければならない立場に立たされる
のが神様の計画だった。 
もしこの預言された時点がなかったら、神様が計画した運動の目的
は達成されなかった。 
サタンはたくさんの人の関心を遠い将来に導こうとしていた。 
キリストの現れの時点が宣言されたら、今、自分自身がどう準備す
れば良いのか、真剣に考えなければならない。 
預言された時点が過ぎ去ると、その天使の光を全面的に受け入れな
かった者は、天国からのメッセージを軽蔑した人たちに加わり、失
望した人たちに刃向かってバカにした。 
天国で天使たちがイエスと相談している様子を私は見た。 
彼らは、「キリストの信者」と言われた人たちの状態を記録してお
いた。 
はっきりとした時点が過ぎ去る事によって信者たちが試され、はか
りに掛けられると多くの者は、「足りない」と判断された。 
そういう人は皆大きい声で、「私たちはクリスチャンだ！」と主張
したが、ほぼ全部の面でキリストに従わなかった。 
「キリストの信者」と言われた人たちがこういう状態にあったので
、サタンは大変喜んだ。 自分が作ったわなに彼らは掛かった。 
大半の人はまっすぐな道から逸れるようにサタンに導かれ、自分な
りの道で天国に登ろうとしていた。 
シオンにいる罪人やこの世を愛している偽善者と一緒に、清く、聖
なる純粋な人たちが混合しているのを天使たちは見た。 
彼らがイエスを本当に愛した人たちを見守ったが、堕落した人たち



は聖なる人たちに悪い影響を与えていた。 
 
熱心で、イエスを見たくてむずむずしていた人たちが、兄弟と称す
る人々にイエスのやって来る事について話すのは許されなかった。 
天使たちはその光景を全部見渡して、イエスの現れを心から願って
いた少数残っている人たちに同情した。 
そこで、もうひとりの力強い天使が地球に降りるよう、任命された
。 イエスがその天使に書き物を手渡した。 
そして彼が地球に近付くと大声で、「バビロンは倒れた！ 
倒れた！」と叫んだ。 
そうすると失望した人たちには再び元気が出て、天国の方に見上げ
、信仰と希望を持って自分の主の現れを期待するようになってきた
事を私は見た。 
しかし、多くの人は寝ぼけて、間の抜けたような状態を続けた。 
でもこういう人たちの表情に深い悲しみもあった事を私は見た。 
失望した人たちは、自分は今、「待つ期間」の中にいるので、幻が
成就されるまで忍耐強く待たなければならない事を聖書を通して分
かった。 
自分の主が1843年にやって来るという証拠が1844年に同じような期
待をもたらした。 
大半の人が1843年に持っていたような強い信仰を1844年に持ってい
なかった事を私は見た。 彼らの失望が信仰に水を差した。 
しかし、失望した人たちが第二の天使の叫びに加わると、天国にい
る者は皆興味津々に見て、そのメッセージの効果を書き留めた。 
「クリスチャン」と言われた人たちが失望した者に刃向かって、あ
ざけったり、軽蔑したりするのを天国にいる者は皆見た。 



こういった人たちの口から、「おまえら、まだ昇ってないのか！」
という言葉が出ると、ある天使がそれを書いた。 
あの天使が、「彼らは神様をバカにしている」と言った。 
 
時代をさかのぼって、エリヤが生きたままで天国に移された事は私
に示された。 
彼のマントがエリシャに落ち、そして悪い子供たちは付いて行って
、大声で、「上って来い、はげ頭。 
上って来い、はげ頭」と彼をバカにした。 
神様をバカにしたので彼らはそこで罰を受けた。 
彼らはそういう口を両親から習った。 
同じく、聖人たちの昇るのをあざけったり、バカにしたりした人は
神様からの災害に見舞われると、神様はただ者ではない事が分かっ
てくるはず。 
 
イエスは他の天使たちを任命して、自分の民の信仰に熱を入れ、第
二の天使のメッセージが理解できる準備をする事、それに天国での
重要な移動がもうすぐ行なわれる事を知らせるため、急いで飛んで
行くように命じた。 
この天使たちはイエスに強い力や光をもらって、第二の天使の働き
を手伝う任務を果たすため、素早く地球に飛んで行くのを私は見た
。 
天使たちが、「さぁ、花婿だ、迎えに出なさい」と叫ぶと、神様の
民には強い光が当たった。 
その時、失望した人たちが起き上がって、第二の天使の声に合わせ
、「さぁ、花婿だ、迎えに出なさい」と宣言するのを私は見た。 



天使たちの光は暗やみの至る所を貫いて照らした。 
サタンと彼の天使たちは、その光の広まりや計画された効果をじゃ
ましようと努めた。 
彼らは神様の天使たちと言い争って、神様が人々をだましたので、
いくら力や光があっても、イエスのやって来る事を納得させるのは
、「無理だ」と言った。 
でもサタンがじゃましようとしても、人の心を光からそらせようと
しても、神様の天使たちは働き続けた。 
その光を受け入れた人たちは幸せそうだった。 
ひたすら視線を天の方に向け、イエスの現れを首を長くして待って
いた。 何人かはひどく苦しんで、泣いたり、祈ったりしていた。 
目は自分自身をじっと見ていたようで、彼らにはあえて上を見上げ
る勇気がなかった。 
 
天国から貴重な光が彼らの周りの暗やみを追い払うと、絶望的に自
分を見つめていた目は上の方に向けられ、表情の細部までが感謝や
聖なる喜びで満たされていった。 
イエスと天使たちは皆、待っている忠実な人たちを快く見た。 
 
第一の天使のメッセージの光に反対して拒んだ人たちは、第二の天
使のメッセージの光を見失って、「さぁ、花婿だ」というメッセー
ジに伴う栄光や力の恩恵を受ける事ができなかった。 
イエスはまゆをひそめて、顔を彼らから背けた。 
イエスは彼らに軽蔑され、拒まれた。 
（でも）そのメッセージを受け入れた人たちは栄光の雲に包まれて
いた。 



神様の心を見定めるため、彼らは祈ったり、見張ったり、待ったり
していた。 
神様の心にかなわない事をしてしまうのを大変恐れていた。 
サタンと彼の天使たちはこの神聖な光が神様の民に届かないよう努
めているのを私が見たが、待っている人たちが光を大事にして、視
線を地球から上の方、イエスの方に向ける限り、サタンはこの貴重
な光を奪う事ができなかった。 
天国からのメッセージでサタンと彼の天使たちは激怒した。 
「イエスを愛している」と言いながらイエスのやって来る事を嫌が
った人たちは、イエスを信頼する忠実な人たちをあざけったり、軽
蔑したりした。 
しかし、天使は、忠実な人たちが「兄弟」と自称した人たちから受
けた侮辱、悪口や迫害を逐一書き記した。 
たくさんの人は声を上げ、「さぁ、花婿だ」と叫んだ。 
そしてイエスの出現を嫌で、再臨についてあまり話すのを許さなか
った「兄弟」から離れた。 
イエスは、自分のやって来る事を嫌で拒んだ人たちから顔を背けた
。 
そして自分の民が汚染されないため清くない人の中から導き出すよ
う天使たちに指示した。 
するとメッセージに従う人たちは出て、団結して、自由な身になっ
た。 聖なる素晴らしい光が彼らを照らした。 
彼らはこの世に対する愛着を引き裂き、自分なりの計画などを犠牲
にして、この世を放棄した。 
この世の宝物を手放し、愛する救い主を見るのを期待して、真剣に
天国の方に視線を向けた。 



聖なる光と喜びで光った表情が心の平和と喜びを物語った。 
彼らが試練に会う時が近付いてきたので、イエスは天使たちに、「
行って、彼らを強めてあげるよう」と指示した。 
こう待っていた人たちは受けるべき試練をまだ通っていない事を私
は見た。 まだ完全に過ちから離れていなかった。 
地球の人々に警告を送り、何回もある時点に至らせるメッセージを
送った事には神様の慈悲や善良さがある事を私は見た。 
これで彼らは自分自身を綿密に調べ、異教徒やローマ教皇の者から
伝承されてきた過ちを脱ぎ捨てるように導かれた。 
これらのメッセージを通して神様は自分の民のためにもっと力を発
揮する事ができ、自分の戒めをみな守れるようになるため彼らを導
き出してきている。 
 
列王記下２：１１－２５、ダニエル８：１４、ハバクク２：１－４、マタイ２５：６、黙示録１
４：８、１８：１－５を参照 

 
 
 

�第２７章� 
 

聖所 
 

 
次に、神様の民の失望した辛い経験は私に示された。 



期待していた時に彼らはイエスを見なかった。 
なぜ自分の救い主がやって来なかったか分からなかったし、預言さ
れた期間がまだ終わっていないという証拠も見付けられなかった。 
ある天使が、「神様の言葉は失敗に終わったか。 
自分の約束を果たせなかったか。 いいえ、違います。 
約束した事を全部果たした。 
イエスは起き上がり、天国の聖所の聖なる部屋のドアを閉め、そし
て聖所を清めるために至聖所のドアを開けて入った」と言った。 
その天使が言い続けた、「忍耐強く待つ者は誰でもこの不思議な出
来事を理解する。 
人間は間違ったが、神様は失敗したわけではない。 
神様の約束した事はすべて成し遂げられたが、人間が間違って、預
言の期間の終わりに清められる聖所はこの地球だと思い込んでしま
った。 
人間の期待は外れたが、神様の約束は全然外れていない」。 
イエスは、聖所を清めるため、そしてイスラエルの特別なあがない
をするために至聖所に入った、という事を失望した人たちに分かっ
てもらおうと、そう指導する天使たちを送った。 
イエスは天使たちに、「私がどんな仕事をするのか、私を見付ける
人は誰でも分かる」と教えた。 
イエスが至聖所にいる間、新しいエルサレムと結婚するのを私は見
た。 
そして、至聖所での仕事を完成すると、王様の権力で地球に降りて
来て、イエスの出現を忍耐強く待っている貴重な人たちを自分のと
ころに連れて帰る事をも私は見た。 
 



次に、1844年に預言された期間が終わると、天国で何が起こったか
が私に示された。 
イエスが聖所の第一の部屋での仕事を終えると、そこの部屋のドア
を閉めたのを私は見た。 
そのドアが閉まると、「キリストがやって来る」というメッセージ
を聞いても拒んだ人たちは真っ暗やみに覆われ、イエスが見えなく
なった事も私は見た。 そしてイエスは高価な服を身に着けた。 
そのローブのすその回りに、鈴、ザクロ、鈴、ザクロがあった。 
肩から珍しい作りの胸当てが吊られていた。 
イエスが動くと、その胸当てに書かれたか彫られたか、名前みたい
な文字が大きく見え、ダイヤモンドのようにきらきら光った。 
頭に王冠らしいものをかぶっていて、身支度が整ってからイエスは
天使たちに囲まれながら燃えている車に乗って、二番目の幕の向こ
うに通った。 
その時私は、天国の聖所の二つの部屋を注目するように指示された
。 
そのカーテンかドアみたいなものを開けてくれて、私が入るのは許
された。 
第一の部屋に七つのともしびを持つ豪華な輝かしい燭台と、あがな
いのパンが載っているテーブルと、香壇や吊り香炉が見えた。 
この部屋の家具は全部最高級の純金のように見え、そこに入る者の
姿を映した。 
この二つの部屋を仕切るカーテンは輝いていて、素晴らしかった。 
いろんな素材や色からなっていて、縁飾りに美しい天使を表してい
る金でできたものがあった。 
そのカーテンを上げてくれたので第二の部屋の中を見た。 



そこに最高級の純金でできたように見えた契約の箱があった。 
その上面の縁には王冠を表している大変美しい純金でできたものが
あった。 契約の箱の中に十戒が刻まれた石版があった。 
そして両端に美しいケルブが翼を広げ、箱を覆っていた。 
ふたりの翼は高く上に伸び、箱の前に立っていたイエスの頭の上で
触れ合った。 
そのふたりは互いに向き合っていて、視線を下の契約の箱に向けて
いた。 
それは天使が皆、興味を持って、神様の戒めを見ている事を意味す
る。 そのケルブの間に金の香炉があった。 
そして、聖人たちの信仰のこもった祈りがイエスに届いて、イエス
がそれを自分の父にささげると、香から甘い香りが立った。 
それは色とりどりの大変美しい煙のように見えた。 
契約の箱の前に立っていたイエスの上に非常にまぶしい栄光があっ
たが、私は直接それを見る事ができなかった。 
そのものは神様が住んでいる王座のように見えた。 
香が父なる神様のところに上っていくと、王座から素晴らしい栄光
がイエスに送られ、そしてイエスから甘い香りのように上って来る
祈りをする人たちに送られた。 
光や栄光が豊かにイエスに注がれ、「あがないのふた」を覆った。 
宮がその栄光の列でいっぱいになってきたので、私は長く見続けら
れなかった。 言葉ではそれが言い表せない。 
私は圧倒され、栄光の壮大さや素晴らしさから向きを変えざるを得
なかった。 
 
地上に二つの部屋がある聖所は私に示された。 



これは天国にある聖所に似ていた。 
この聖所は天国の聖所を模範している「地上の聖所」であると私に
教えてくれた。 
地上の聖所の第一の部屋にあった家具は天国の聖所の第一の部屋に
ある家具に似ていた。 
カーテンを上げてくれたので、私は至聖所の中を見た。 
そこの家具は天国の聖所の至聖所にある家具と同様であった。 
祭司は、地上の聖所の両部屋で務めた。 
第一の部屋で一年を通して毎日務めたが、祭司は年に一度だけ至聖
所に運ばれてきた罪を清めるために至聖所に入った。 
イエスが天国の聖所の両部屋で務めた事を私は見た。 
自分の血をささげた事を通して、イエスは天国の聖所に入った。 
地上の聖所の祭司たちは死で長く務められなかったのに対して、イ
エスは「永遠の祭司」である事を私は見た。 
地上の聖所に持って行くいけにえやささげものを通して、イスラエ
ルの民は、将来にやって来る救い主の値打ちを自分のものとする仕
組みになっていた。 
私たちは振り返り、イエスが天国の聖所で何をしているのかを理解
するため、地上の聖所の務めが詳細に渡って教えられた。 
ここに神様の知恵がある。 
 
イエスが丘の上で十字架に付けられて死んだ時、「完了した！」と
大声で言うと、神殿の幕が上から下まで真っ二つに裂けた。 
これによって神様は、もう地上の聖所で祭司たちと会わない、彼ら
のいけにえを受け入れない、それに聖所での務めは永遠に廃止され
た事を表した。 



その時、イエス自身が天国の聖所の務めに使う血が、自分の血が、
流された。 
地上の聖所を清めるために祭司が年に一度至聖所に入ったように、1
844年にダニエル書8章14節の2,300日が終わると、イエスは天国の聖
所の至聖所に入った。 
イエスは、自分の仲裁の恩恵が受けられる人を皆に最後のあがない
をするためと、聖所を清めるため、至聖所に入った。 
 
出エジプト２５－２８章、レビ記１６章、列王記下２：１１、ダニエル８：１４、マタイ２７：
５０－５１、へブル９章、黙示録２１章を参照 

 
 
 

�第２８章� 
 

第三の天使のメッセージ 
 

 
聖所の第一の部屋での務めが終わるとイエスは至聖所に入って、神
様の法律が入っている契約の箱の前に立った。 
そしてもうひとりの力強い天使を地球に送り、彼に第三のメッセー
ジを与え、紙を手渡した。 
その天使が威厳や権力をもって地球に降りながら、恐ろしい警告、
今まで人間に告げられた警告の中で一番怖い警告を宣言した。 



このメッセージには神様の子供たちが警戒するよう促す目的があり
、それに、直面する誘惑や苦悶の時期を示す目的もあった。 
あの天使が、「彼らはあの獣と獣の像と接戦するようになる。 
永遠の命を得たいなら、しっかりと信仰を保つしかない。 
命を懸けても、真理をしっかり握らないといけない」と言った。 
そして第三の天使が、「ここに、神の戒めを守り、イエスを信じる
信仰を持ちつづける聖徒の忍耐がある」という言葉で自分のメッセ
ージを終える。 
これらの言葉を繰り返しながら彼は天国の聖所の方を指差した。 
このメッセージを進んで受け入れる人は皆、至聖所で契約の箱の前
に立っているイエスの事を考えるよう勧められている。 
そこでイエスは、まだ慈悲が受けられる人たちと、知らないで神様
の法律を犯してしまった人たちのために最後の仲裁をしている。 
このあがないはもう既に死んだ義人たちと、生きている義人たちの
ために行われている。 
神様の戒めについての光がなく、知らずに罪を犯して死んでしまっ
た人たちのために、イエスはあがないをしてあげている。 
 
イエスが至聖所のドアを開けてから、安息日に当たる光が見えるよ
うになってきた。 
神様の法律を守るかどうか、イスラエル人が昔、神様に試されたよ
うに、現在、神様の民は試される。 
第三の天使が失望した人たちに上の方、天国の聖所の一番聖なると
ころへの道を指示しているのを私は見た。 
そこで彼らは信仰上、イエスに付いて行って、至聖所に入った。 
そして再びイエスを見付けると、また喜びや望みが沸いてくる。 



彼らがイエスの再臨を宣言してから1844年に預言の期間が切れるま
で経験した事を振り返っている様子を私は見た。 
彼らは失望した原因を納得したので、喜びや確信を抱くようになり
、再び活発になる。 
第三の天使が過去、現在、や将来に光を当ててくれたので、自分た
ちは不思議な摂理で本当に神様に導かれてきた事が分かる。 
 
少数残っている人たちはイエスに従って至聖所に入り、そこで契約
の箱と「あがないのふた」の栄光にうっとりした、というふうに私
に示された。 
イエスは契約の箱のふたを開けると、ほら、見て御覧！ 
そこには十戒が書かれている石板があるではないか。 
彼らは生き生きしている神託を順番にたどるが、十項の聖なる戒め
の中に四番目が生きているのを見ると、震えながら後ろへ跳びのく
。 
四番目に他の九つよりも明るい光が当たって、それに栄光の光輪が
その周りを照らしている。 
そこで安息日が週の最初の日に変わったり、廃止されたりした事を
説明するものは見付からない。 
神様が山の上で稲光と雷の中、厳粛な壮麗さで自分の口で語った通
り、そして自分の聖なる指で石板に書いた通り今でも、「六日間、
働いて、あなたのすべての仕事をしなければならない。 
しかし七日目は、あなたの神、主の安息である」と書かれている。 
彼らは十戒の保護ぶりを見ると驚く。 
十戒がエホバの近くに置かれ、エホバの神聖さに覆われ、保護され
ている事も見える。 



十戒の四番目の戒めを踏みにじり、エホバに聖別された日を守らな
いで、異教人やローマ教皇の人たちに伝わってきた日を守ってしま
った事に気付く。 
そこで彼らは、神様の前にへりくだり、自分が犯してきた罪のため
悲しむ。 
 
イエスが彼らの告白や祈りを自分の父にささげると、吊り香炉の香
から煙が出るのを私は見た。 
煙が上がると、イエスと「あがないのふた」はまぶしい光に覆われ
てきた。 
そして祈っている熱心な人たちは、神様の法律を犯した事に気付き
、困っていたが、その光に祝福されたので、表情が望みと喜びで明
るくなってきた。 
彼らは第三の天使の働きに加わり、声を上げ、厳粛な警告を宣言し
た。 
最初の頃にメッセージを受け入れた人は少なかったが、彼らは活発
に警告を伝え続けた。 
次に、多くの人が第三の天使のメッセージを受け入れ、最初に警告
を宣言した人たちと声を合わせたのを私は見た。 
そして彼らは、神様に聖別された休日を守る事で神様を褒めたたえ
て、栄光を帰した。 
 
第三のメッセージを受け入れた人の多くは前の二つのメッセージを
経験しなかった。 
サタンはこれを知ったので、敵意のこもった目つきで彼らを倒そう
とした。 



でも、第三の天使は彼らに至聖所を指し、それに、前のメッセージ
を経験した人たちは天国の聖所への道を指示していた。 
多くの人は天使たちのメッセージに真理の連鎖の完全性があると悟
り、喜んで受け入れた。 
彼らはメッセージを順番に受け入れ、そして信仰の上でイエスに従
って、天国の聖所に入った。 
これらのメッセージは（受け入れた）団体を安定させる「いかり」
のようなものである、と私に示された。 
一人一人はメッセージを理解し、受け入れると、サタンの数々の迷
いから保護される。 
 
1844年の大失望の後、サタンと彼の天使たちは（メッセージを受け
入れた）団体の信仰を揺るがせようとわなを仕掛ける事に力を入れ
た。 
サタンは1844年の運動を体験したある人たちの考えに影響を与えた
。 彼らは謙虚そうに見えた。 
そのうちある人は第一と第二のメッセージを変えて、「未来に実現
する」と言った。 
またある人は、「遠い昔に実現した」と主張した。 
こういう人たちは経験が浅い人の注意をそらせ、信仰を揺るがせた
。 
ある人たちは団体から独立して、自分なりの信条を作ろうと聖書を
調べていた。 これらの事でサタンは大変喜んだ。 
サタンは、「いかり」から切り離された人たちを、いろんな過ちと
、教えの風で思うままに操る事ができるのを知った。 
第一と第二のメッセージの先頭に立っていた人の多くは、両方のメ



ッセージを否定してしまった。 
そして分裂と散乱が団体中にあった。 
その時、私はウィリアム・ミラーを見た。 
彼は当惑しそうに見え、率いていた人たちのために大変悲しんで、
心を痛めていた。 
ミラーは、1844年に団結を保ち、愛し合っていたグループが同胞愛
を失い、互いに対立していくのを見た。 
彼らが逆戻りをして、冷たくなってきた状態をも見た。 
悲しみのあまり、ミラーの体力が衰えてしまった。 
リーダーたちは、ミラーが第三の天使のメッセージや神様の戒めを
受け入れるかどうか、心配そうに彼の行動を見張っている事を私は
見た。 
ミラーが天国からの光に頼ろうとすると、彼らは何かをたくらんで
、注意をそらせようとした。 
ミラーの持っていた勢力を保有して、心を暗やみに引き留めるため
に彼らが人間的な影響を与えた事を私は見た。 
そしてついに、ミラーは天国からの光に対して反対の声を上げてし
まった。 
自分が失望した理由を全部説明できるメッセージを拒んでしまった
。 
そのメッセージには過去に栄光や光を当てて、疲れ切った彼を元気
付け、希望を与え、そして神様を褒めたたえるに導く力があるのに
。 しかし、神聖の知恵より、人間の知恵に頼ってしまった。 
年齢のせいと自分の主人の働きのための苦労で衰弱しきった彼には
、真理から彼を離れさせた人たちほど責任がなかった。 
彼らに責任があるので、その罪は彼らにある。 



もしミラーは第三のメッセージの光が見えたなら、暗く、理解しに
くい事の多くは解明されたはず。 「あなたのためを思っている。 
本当に愛しているよ」と「兄弟」に言われたから、ミラーは縁が切
られないと思った。 
心が真理の方に傾くと、彼は「兄弟」の方に視線を向けた。 
彼らは真理に反対していた。 
イエスがやって来るのを宣言した時に自分と並んで肩を持ってくれ
た人たちと縁を切る事ができるだろうか？ 
彼らに迷わされるはずがない、とミラーは思った。 
 
ミラーがサタンの支配下に入り、死に治められる事を神様は許した
。 
神様は、しきりに彼を神様から離れさせようとした人たちからミラ
ーを隠して、墓に収めた。 
モーセが約束の地に入ろうとした時に過ちを犯したように、ウィリ
アム・ミラーが天国のカナンに入ろうとした時に影響力を真理に反
対に回して、過ちを犯した事を私は見た。 
他の人が彼を迷わせたので、責任は彼らにある。 
しかし、神様に仕えた「ウィリアム・ミラー」という貴重なちりは
天使たちに見守られ、そして最後のラッパが鳴る時に彼は出て来る
。 
 
出エジプト２０：１－１７、３１：１８、テサロニケ第一４：１６、黙示録１４：９－１２を参
照 

 
 



 
�第２９章� 

 

揺るぎない台 
 

 
私は、しっかりした、よく守られているグループを見た。 
彼らは、団体の確立した信仰を揺るがせようとする者を受け入れよ
うとしなかった。 神様は快く彼らを見た。 
三つのステップ、一、二、三、その第一、第二、第三の天使のメッ
セージは私に示された。 
あの天使が、「これらのメッセージのブロックを動かしたり、留め
金をわずかでも揺るがしたりする者は災いだ」と言った。 
これらのメッセージを正しく理解するのは極めて重要である。 
受け止め方によって、魂の行方は決まる。 
もう一度、順番に、これらのメッセージが私に示され、神様の民が
どれほど苦労を払って、経験を自分のものにしたかを私は見た。 
その経験は多くの苦労や接戦の結晶であった。 
神様は一歩一歩彼らを導き続け、最終的に確固不動の台に載せた。 
次に、人は個々に台の方にやって来ると、登る前に台の基礎を調べ
るのを私は見た。 ある人は喜びながら直ちに台に登った。 
他の人は台の基礎の築き方について文句をつけ始めた。 
改良してくれるなら、台がもっと完璧になり、皆はもっと喜ぶだろ
う、と彼らが願った。 



ある人は台から下りて調べると、「築き方が間違っている」と断言
した。 
ほとんど皆が台の上でしっかりと立って、台から下りた人たちに、
「神様は台の建築請負者だから、あなたたちは神様と闘っている。 
文句を言うのをやめよう」と勧める様子を私は見た。 
彼らが神様の素晴らしいわざで揺るぎない台に導かれた事を順を追
って話すと、ほとんど皆が一斉に天の方に見上げ、大声で神様を褒
めたたえた。 
これで文句を言い、台を下りた人の中に何人かが感動して、謙虚そ
うにもう一度台に登った。 
 
時代をさかのぼって、キリストの最初の降臨の宣言の事は私に示さ
れた。 
イエスのやって来る事に備えるため、ヨハネはエリヤの霊と力で送
られた。 
ヨハネの証しを拒んだ人たちはイエスの教えの恩恵を受けなかった
。 
最初の降臨の宣言に反対した事によって彼らは自ら、一番有力な証
拠があっても、イエスが救世主である事を容易に受け入れられない
立場に立たせられてしまった。 
ヨハネのメッセージを拒んだ人たちは更にサタンに導かれ、イエス
を拒み、十字架につけるように至った。 
こうして彼らは自ら、天国の聖所への道を教えてくれる五旬節の日
の恩恵が受け入れられない立場に立たせられた。 
宮の幕が裂けた事で、ユダヤ教の制度やいけにえはもう受け入れら
れる事はない、と示された。 



大いなるいけにえはささげられ、受け入れられた。 
五旬節の日に降りて来た聖霊は、地上の聖所から天国の聖所へと弟
子たちの注意を向けるよう導いた。 
そこにイエスは自分の血を持ち込んで、そして自分のあがないの恩
恵を弟子たちに与えた。 
ユダヤ人はまんまとだまされ、真っ暗やみに残された。 
救いの計画に当たる光、その得られる分の光を全部見失って、まだ
無駄ないけにえやささげものを信用し続けた。 
だから彼らは、聖所の第一の部屋で行なわれるキリストの仲裁の恩
恵を味わう事ができなかった。 
天国の聖所が地上の聖所に代わっても、彼らは天国の聖所への道が
全く分からなかった。 
 
ユダヤ人がイエスを拒んだり、十字架につけたりした事を考えると
、ぎょっとする人は多い。 
その恥ずべき虐待の話を読むと、「私はキリストを愛している。 
自分なら、ペテロのように否定はしなかっただろうし、ユダヤ人が
キリストを十字架につけたような事はしなかっただろう」と彼らは
考える。 
しかし神様は、自分の息子に「同情している」と言っている人たち
を見て、彼らを試し、口で言うイエスに対する「愛」を確かめてい
る。 
 
天国にいる者は皆、メッセージが受け入られるかどうか、興味津々
に見た。 
でも口で「イエスを愛している」と言い、十字架の話を読むと涙を



流す人の多くは、メッセージを喜んで受け入れるどころか、憤慨し
、イエスのやって来る良い知らせをあざけったりして、「あれは妄
想に決まっている」と断言する。 
彼らは、イエスの現れを心から期待した人たちを嫌って、仲間外れ
にし、各教会から締め出した。 
最初のメッセージを拒んだ人は、第二のメッセージの恩恵が味わえ
なかった。 
そして信仰上、イエスと一緒に天国の聖所の一番聖なる部屋に入る
ための準備を整えてくれる「真夜中の叫び」の恩恵も味わえなかっ
た。 
また、先の二つのメッセージを拒んだので、至聖所への道を示して
いる第三の天使のメッセージにある光が見出せない。 
名ばかりの教会は、ユダヤ人がイエスをはりつけたように、これら
のメッセージをはりつけにした事を私は見た。 
だから彼らは、天国で行なわれた移動や至聖所への道が分からない
上、イエスがそこでしている仲裁の恩恵が味わえない。 
ユダヤ人が無駄ないけにえをささげたように、彼らはイエスが去っ
た聖所の部屋の方に無駄な祈りをささげる。 
「イエスに従っている」と自称する人がだまされ、わなに掛かって
いるので、サタンは喜んでそのわなをしっかりと締める。 
彼は宗教的な様子を装い、この「クリスチャン」と自称している人
たちの注意を自分の方に向けさせ、力、しるし、や不思議な偽りを
見せて働く。 
ある人をある方法でだまし、他の人を違う方法でだます。 
彼はそれぞれの考え方に合う惑わしを作って、仕掛けてくる。 
ある惑わしに対してぎょっとしても、別の惑わしを容易に受け入れ



る人がいる。 サタンは、ある人たちを交霊術で惑わす。 
また、光の天使のふりをしながら、やって来て、影響を地に広げる
。 至る所に偽りの改革が起こっているのを私は見た。 
各教会は、「神様は我々のために素晴らしい事をしている！」と意
気揚々に受け取ったが、本当は、これが違う霊のしわざだった。 
こんなものは次第に消え、世と教会を以前より悪い状態に残してし
まう。 
 
名ばかりのアドベンチストや堕落してしまった各教会の中に、神様
の正直な子供たちがいる事を私は見た。 
そして、災害が注がれる前に、牧師たちや一般の人はこれらの教会
から呼び出され、真理を喜んで受け入れる事も私は見た。 
サタンはこの事を知っているので、第三の天使の大きな叫びの前に
真理を拒んだ人たちが、「神様は我々と共にいる」と思い込むよう
に、このような宗教団体の間に大騒ぎを引き起こす。 
正直な者を惑わして、「神様はまだ各教会のために働いている」と
思わせるのがサタンの狙いである。 
しかし、光は照らして、正直な者は皆、堕落してしまった各教会か
ら出て来て、少数残っている人たちと一緒に立つ事になる。 
 
マタイ３章、使徒行伝２章、テサロニケ第二２：９－１２、コリント第二１１：１４、黙示録１
４：６－１２を参照 

 
 
 



�第３０章� 
 

交霊術 
 

 
私は、「たたき」という惑わしを見た。 
サタンには、イエスにあって眠っている親戚や友達の姿を取る偽者
を、私たちの前に現す力を持っている。 
生きていた時の馴染みの言葉や話ぶりで私たちに聞かせ、本当に目
の前にいるように見せ掛けてくる。 
こういった事はすべて、この世の人をだまして、惑わせるためのわ
なである。 
 
聖人たちは今の真理に精通して、それを聖書から弁明しなければな
らない時がくる事を私は見た。 
彼らは、死んでいる人の状態を知る必要がある。 
なぜなら、悪魔たちの霊はいつか愛する友達や親戚を装い、聖書に
反する教えを主張しながら聖人たちに現れるからである。 
その悪魔たちの霊は、主張する事を裏付けるために全力を尽くして
奇跡を起したりして、同情心を引き起こそうとする。 
死んでいる人は何も知らないし、それに、これらのものは「悪魔た
ちの霊だ」と神様の民は聖書の真理を持って、この霊たちに抵抗で
きる準備をしておかなければならない。 
 
なぜ私たちは望みを抱いているのか、その理由を聖書で説明しなけ



ればならない時がくるので、その望みの基盤を徹底的に調べる必要
がある事を私は見た。 
それは、この迷いが広がるのを見て、いつか私たちはそれに面と向
かって闘わなければならないからである。 
用意しておかないと、私たちはわなにはまって落ちてしまう。 
しかし、すぐやって来る闘いのためにできるだけの準備をするなら
、神様は自分の役を果たして、全能の腕で私たちを守ってくれる。 
忠実な者がサタンの不思議な偽りにだまされ、連れ行かれるよりは
、栄光の中にいる天使を皆、彼らの防壁になるため送っても良いと
神様は思っている。 
 
この迷いが急速に広がっているのを私は見た。 
電光石火の速さで走っている電車は私に示された。 
あの天使が私に、「よく見て御覧」と言った。 
そして私は、その電車をじっと見つめた。 
人類は皆乗っているように見えた。 
次に彼は、乗客が皆尊敬した立派な容貌をしている車掌を私に見せ
てくれた。 
私は戸惑ったので、付き添いの天使に、「あの者は誰ですか」と聞
いた。 すると彼は、「あれはサタンですよ。 
彼は光の天使の外見をしている車掌で、この世の者をとりこにした
。 
彼らはうそを信じ、罰を受けるために強い迷いに引き渡されている
。 
サタンに次いで位の高い者は機関士で、そして他の部下はサタンの
必要に応じて、いろんな仕事をやっている。 



彼らは皆稲妻のように速く地獄の方に走っている」と答えてくれた
。 
そこで天使に、「残っている者はいないのですか」と尋ねる事にし
た。 
「逆の方向を見てみなさい」と言われたので見ると、狭い小道を歩
いている小さなグループが見えた。 
彼らは皆、真理によって結ばれ、固く団結しているようだった。 
 
この小さなグループの人たちは厳しい試練や闘いを経たようで、顔
がやつれていた。 
ちょうどその時、太陽は雲の後ろから現れ、彼らの顔を照らしたの
で、その顔付きが勝利をもうほとんど収めているように見えた。 
 
主が全人類にそのわなを見つけるチャンスを与えた事を私は見た。 
クリスチャンにとって、他に証明するものがなくても、これ一つだ
けで十分な証明になる→ それは、卑劣なものと貴重なものとの区別
をしない事である。 
 
体がもう既にちりに戻ったトマス・ペインは、あの1,000年の後、第
二の復活の時に報いを得るため呼び出され、そして、第二の死を味
わう。 
「彼は天国に居て、とても賞賛されている」とサタンは言う。 
サタンは地上で彼をできるだけ長く利用した。 
トマス・ペインが地上で教えていたように、彼が今、天国で同じよ
うな事を教えている上、賞賛されている、とサタンは見せ掛けてい
る。 



彼の生涯と死、それに生きている間の曲がった教えでぞっとしてい
た人のうちには、神様と神様の法律を嫌った一番堕落した卑劣な人
物の一人であった、トマス・ペインに今、教えられるのを許す人も
いる。 
 
偽りの父は自分の天使たちを、使徒たちの代弁者として送り、世の
人を盲目にさせ、惑わす。 
彼らは、使徒たちが地上に生きた間、聖霊に口述されて書いた内容
と矛盾する事を言っているように見せ掛ける。 
使徒たちが自分の教えを曲げ、元々の本当の教えは純粋なものであ
った、とこのうそつきの天使たちは見せ掛ける。 
こうしてサタンは、「生きている」という名前を持っても、本当は
死んでいるクリスチャンたちやこの世の者を皆に、神様の言葉に対
して疑わしい思いを引き起こす事ができる。 
その言葉によってサタンの進路は妨げられ、そして彼の計画はだめ
になる可能性が高い。 
だから彼らに、聖書の神聖の起源に対して疑わしい思いを引き起こ
す。 
その上、不信心者トマス・ペインを立たせ、彼が死んだ時に天国に
案内され、地上で大嫌いだった聖なる使徒たちに加わって、世の者
に教えているように見せ掛ける。 
 
サタンは自分の天使をそれぞれ配役する。 
悪賢く、巧妙に、こっそりと行動するよう、彼らに命じる。 
ある堕天使は使徒の役を演じ、代弁者となると同時に、他の堕天使
は、死んだ時に神をのろったが、改心したように見える元不信心者



や悪人の役を演じるよう、とサタンの指示を受ける。 
一番聖なる使徒と一番卑劣な不信心者とのけじめをつけない。 
両方とも同じ事を教えているように見せ掛ける。 
サタンにとって、自分の目的を達成するのなら、誰を話させようか
気にしない。 
トマス・ペインは生きている間よくサタンを手伝った。 
あまりにも彼と親密な関係を持っていたのでサタンは、自分に忠実
に仕え、自分の目的を上手に果たしてくれた敬虔な子供の筆跡や言
葉遣いなどを簡単に知る事ができる。 
彼が書いたものの多くはサタンに口述されたので、今、サタンがい
ろんな考えを自分の天使たちに口述して、それを生きている間サタ
ンに献身的に仕えたトマス・ペインから出ているように見せ掛ける
のは簡単である。 これこそサタンの傑作である。 
「死んだ使徒、聖人、や悪人の教え」と言われているものはすべて
、直接、悪魔大王様から出ている。 
 
サタンをあんなに愛した者、その者が神様を完全に嫌っていても、
聖なる使徒たちや天使たちと一緒に栄光の中に居る、という見せ掛
けだけで、まだ理解できない人は誰であれ、サタンの暗やみに包ま
れている不思議な働きを見出す事ができるだろう。 
つまり、サタンはこの世の人や不信心者に、「いくら悪くても、神
様や聖書を信じても信じなくても、天国はあなたの住まいになる。 
好きに生きても良い」と言わんばかりしている。 
トマス・ペインみたいな者が天国であんなに賞賛されているなら、
誰でも行ける、と皆は知っている。 
これはあまりにも明白だから、誰でも理解したいならできる。 



サタンはトマス・ペインのような人を通して、堕落してからやろう
としてきた事を今やっている。 
自分の力と不思議な偽りでクリスチャンたちの希望の基盤を壊し、
それに天国に至る狭い小道を照らす太陽を消そうとしている。 
「聖書には神様の霊感が入っていない、ただの小説だ」とサタンは
この世の人に信じ込ませながら、代わりに提案するものは→ 霊的な
しるしだ！ 
 
こういう種類のものを独占しているので、サタンはこの世の人を操
って、好きなだけ物事を信じさせる事ができる。 
自分と自分の支持者たちを裁く本を喜んで日陰に隠して、そしてこ
の世の救い主を普通の人と見せ掛ける。 
イエスの墓を見張っていたローマの番人たちが祭司長たちや長老た
ちに言わせられた偽りの情報、そのうそを広めたように、この偽り
の霊的なしるしに従う可愛いそうな迷っている人たちは、私たちの
救い主の誕生、死、と復活を真似て、「あれは別に奇跡的ではない
」と見せ掛ける。 
そして喜んで、イエスを聖書と共に目立たないようにする。 
それから、自分と自分の不思議な偽りや奇跡の方にこの世の人の関
心を引き、「これらはキリストがやっていた事よりずっと素晴らし
い！」と断言する。 
こうしてこの世の人はわなに掛かり、安心だと思い込んでしまい、
その最後の七つの災害が注がれるまで自分たちはだまされた事の重
大さを悟らない。 
サタンは、自分の計画が大成功を収め、世の人が皆わなに掛かって
いるのを見て、笑う。 



 
伝道者の書９：５、ヨハネ１１：１－４５、テサロニケ第二２：９－１２、黙示録１３：３－１
４を参照 

 
 
 

�第３１章� 
 

貪欲 
 

 
サタンと彼の天使たちが協議しているところを私は見た。 
「特に神様の戒めをみな守り、キリストの二回目の現れを期待して
いる人たちにわなを仕掛けよう」とサタンが自分の天使たちに勧め
た。 サタンは彼らに言った、「教会はみな眠っている。 
私の力や偽りの不思議をもっと発揮するから、とりこのままにして
おける。 しかし、安息日を守っている宗派が大嫌いだ。 
いつも私たちに不利に働いて、神様の憎い法律を守るために我々の
支配下の者を奪っている。 
 
さぁ、行って、お金や土地を持つ人を心配事で酔わせよう。 
こうした物事に心が奪われるようになれば、君たちの仕事は成功し
て、そして彼らはいずれ我々の物になる。 
彼らが好きなように自分は何様だ、と言っても構わない。 



ただ私たちが嫌いな真理の広がりやキリストの国の成功より、お金
の方がもっと大事だと思わせよう。 
彼らがこの世を愛し、偶像化するため、この世の一番魅力的な面を
見せよう。 資産をできるだけこちら側に収めるべきだ。 
彼らに資産が増えるほど私たちの国の傷は大きくなり、支配下の者
は奪われる。 
彼らが各地で礼拝会を開く時は危ないので、特にその時に油断する
な。 できるだけ気を散らさせ、互いの愛をぶち壊させよう。 
彼らの牧師たちが大嫌いだから、がっかりさせ、落胆させよう。 
できるだけ多くのもっともらしい理由を示して、資産を持つ者がそ
れを配らないようにさせよう。 
お金をコントロールできれば牧師たちを金銭的に困らせ、悩ませる
。 これで彼らは気を落として、熱心ぶりが冷める。 
闘え、一歩も譲るな。 
彼らの性格を貪欲にし、この世の宝物に対する執着心が優勢になる
ように努めよう。 
性格がこれらのものに左右される限り、救いや恵みは後ずさりする
。 
彼らの周りに注意を引くような物をできるだけたくさん押し付けれ
ば、絶対に彼らは我々の物になる。 
我々の物になるだけではなく、彼らの嫌な影響力は他人を天国に導
くのに向かない。 
寄付しようとする人にけちな気持ちを植え付けて、金額を抑えさせ
よう。」 
 
サタンが自分の計画をうまく実行した事を私は見た。 



神様に仕えている人たちが集会を開くと、サタンと彼の天使たちは
彼らのやる事を知っていたので、その集会の場に居て、神様の働き
を妨げようとした。 
更に、サタンは常に神様の民にいろんな事を暗示して、考えさせよ
うと努めていた。 
ある人をある方向に導き、別の人を別の方向に導く。 
サタンはいつも「兄弟姉妹」の性格の悪いところに付け込んで、彼
らの本来の弱点を刺激する。 
彼らに元々欲張りやわがままな傾向があるなら、サタンは喜んで脇
に立ち、彼らの陥りやすい罪がその姿を現すように全力を尽くす。 
これらの欲張りやわがままな思いが神様の恵みや真理の光によって
和らいできても、完全に打ち勝たないと、救いの影響を受けていな
い時にサタンは入ってきて、すべての生涯の指針である高貴な寛大
なところを薄れさせる。 
そうすると求められている事が多過ぎると彼らは思って、善い行な
いをするのに疲れ、絶望的な苦悩とサタンの力から受け戻すために
イエスが大きな犠牲を払ってくれた事を完全に忘れてしまう。 
 
サタンは、ユダの欲張りやわがままな性質に付け込み、マリヤがイ
エスにささげた軟こうに対してぶつぶつ言うように導いた。 
ユダにとって、これは本当にもったいない事だった。 
軟こうを売ったら、その代金を貧乏な人にあげられるのに。 
でも彼は貧乏な人の事を気に掛けないで、ただイエスに進んでささ
げられた物はぜいたくだと思っただけであった。 
自分の主の価値を、何枚かの銀貨で売れる程度しか評価しなかった
。 



「私の主を待っている」と言っている人の中に、ユダのような人が
いる事を私は見た。 
サタンにコントロールされても、彼らはそれに気付かない。 
神様は、ほんの少しでもの欲張りやわがままなところを賞賛できな
い。 
それらを憎み、その気持ちを持っている人の祈りや勧めをも嫌う。 
自分の時間が短いと分かってくるサタンは、彼らをもっと欲張りで
、もっとわがままになる方向に導く。 
そして彼らが自分の事ばかり考えて、わがままやけちになっていく
様子を見ているサタンは大変喜ぶ。 
もし彼らの目が開かれたら、自分たちに対して地獄的に勝ち誇って
喜んでいるサタンが見えるようになる。 
それに、サタンの勧めを愚かにも受け入れたり、わなに掛かったり
してしまった事でサタンが笑っている様子も見えるようになる。 
サタンと彼の天使たちはその人たちのけちで欲張りな行動をイエス
と聖なる天使たちに示して、「彼らはキリストに従っている！ 
死なないで天国に移るための準備をしている！」と非難する。 
サタンは、彼らの逸脱した行動を書き留め、それらをはっきりと責
めている聖句と比べてから天国の天使たちを困らせるために見せ、
「この人たちはキリストとキリストの言葉に従っている！ 
彼らはキリストの償いや犠牲の成果だ！」とぶつけてやる。 
天使たちはうんざりして、その光景から目を逸らす。 
神様は常に自分の民に善を行なうよう求めている。 
気前のいい、善い事を行なうのに飽きてくると、神様も彼らに飽き
てしまう。 
「神様の民」と言われている人のためにイエスは自分の貴い命を惜



しまずささげたので、その人に一片のわがままなところが現れたら
、神様は大変不愉快になるのを私は見た。 
欲張りで、わがままな人は皆、途中で道から逸れる。 
自分の主を売ったユダのように、この世のわずかな益を手に入れよ
うとするうちに生涯の指針の善いところや高貴で寛大な性質を売っ
てしまう。 こういう人は皆神様の民からふるい分けられる。 
天国を手に入れたいなら、精一杯に天国の本質を育てなければなら
ない。 
そして、彼らの魂はわがままな事で薄れていくより、むしろ慈善で
膨らむべきである。 
互いに善い事をする機会を利用して、もっと天国の本質に近い状態
に成長する必要がある。 
イエスは完璧な模範である事が私に示された。 
イエスの人生にわがままなところがなく、公平無私な慈善が特徴で
あった。 
 
マルコ１４：３－１１、ルカ１２：１５－４０、コロサイ３：５－１６、ヨハネ第一２：１５－
１７を参照 
 
 
 

�第３２章� 
 

ふるい分け 



 
 
ある人たちが強い信仰を持って、苦しそうに叫びながら神様に懇願
しているのを私は見た。 
心中の闘いが彼らの大変不安そうな青ざめた表情に表れていた。 
堅固さや真剣さも表情に表れ、そして額に大粒の汗が出て落ち続け
た。 
時々彼らの顔は神様に賞賛されているしるしとして明るくなってき
たが、また前と同じようなまじめで、真剣な心配そうに見える顔付
きに戻った。 
 
悪天使たちはその人たちの周りに群がって、イエスが見えないよう
に自分の暗やみを押し付けようとした。 
彼らが囲まれている暗やみの方に視線を向けて神様を疑い、ついに
神様に対して不満をつぶやくに至るのが悪天使たちの狙いだった。 
安全な道は視線を上の方に向け続けるしかない。 
神様の民の世話をしている天使たちは、悪天使たちから出た有害な
空気がこの不安だった人たちに押し寄せられると、翼を絶えずはば
たき、周りの濃い暗やみを散らし続けていた。 
 
でもある人たちが、この苦しそうな叫びや懇願の運動に参加しなか
った事を私は見た。 
彼らは無関心のようで、注意を払っているように見えなかった。 
周りの暗やみに抵抗していなかったので、彼らは濃い雲に取り囲ま
れてしまった。 
すると神様の天使たちは彼らから離れ、祈りをしている真剣な人た



ちを手伝いに行った。 
全力で悪天使たちに抵抗して、自分を助けるためにたゆまず神様を
頼んでいる人たちを、天使たちがすぐ助けに行ったのを私は見た。 
しかし、天使たちが自分を助けようとしなかった人たちから離れて
行ったので、私はそういう人たちを見なくなってしまった。 
 
こう祈っている人たちは真剣に声を出し続けると、時々イエスから
の光線に当たった。 
当たると彼らは元気付けられ、表情が明るくなってきた。 
 
私が見たふるい分けとはどういう事なのか、尋ねる事にした。 
すると、これはラオデキア人への真証人の勧告による真っすぐな証
しで起こる事である、と私に示された。 
この真っすぐな証しは受け入れる人の心に影響を与え、その人が（
神様の）基準を高め、真っすぐな真理を惜しまず伝えるように導く
。 でもある人たちはこの真っすぐな証しには我慢できない。 
彼らが真っすぐな証しに対立するので神様の民はふるい分けられる
。 
 
真証人の証しの半分も受け入れられていない事を私は見た。 
教会の興亡が掛かっている厳粛な証しは軽視され、ほとんど無視さ
れてきた。 
この証しは心からの悔い改めを引き起こさなければならない。 
そして本当に受け入れる人は皆、それを守って、清められる。 
 
あの天使が私に、「聞いて御覧なさい！」と言った。 



するとすぐ、たくさんの楽器の音色が美しく調和しているような声
が聞こえた。 
私が今まで聞いた事のある音楽の中でこれは一番優れていた。 
慈悲や同情、それに心を高める聖なる喜びで満ちていて、全身に響
き渡った。 あの天使が私に、「見て御覧なさい！」と言った。 
そこで私の注意は、先ほど激しくふるい分けられていた団体の方に
向けられた。 
先ほど泣いたり、霊の苦しみを感じながら祈ったりしていた人たち
の事は再び私に示された。 
その周りに護衛する天使の数が倍になった事と、彼らが頭から足ま
でよろいかぶとに身を固めていた事を私は見た。 
彼らは揺るぎなく、軍団のように隊形をきちんと保ちながら行進し
た。 
その表情には耐えてきた接戦の跡や通ってきたきつい苦労が表れて
いた。 
しかし、心中の苦悶が顔に表れても、今やその表情は天国の明かり
や栄光で光っている。 
彼らは勝利を得たので、深い感謝の気持ちや聖なる喜びがわいてき
た。 
 
この団体に属する者の数が減ってきた。 
何人かがふるい分けられ、道の脇に取り残されてしまった。 
勝利と救いを得るために我慢強く苦労して、懇願する人たちに加わ
らず、無関心で注意を払わなかった人たちは暗やみに残され、勝利
と救いを手に入れなかった。 
すると直ちに真理を大事にする人たちが列に加わり、取り残された



人の穴を埋めた。 
悪天使たちは彼らの周りに押し寄せ続けたが、影響を与える事がで
きなかった。 
 
よろいかぶとを身に着けた人たちが非常に力強く真理を伝えるのを
私は聞いた。 それには影響力があった。 
妻たちが主人に縛られていても、子供たちが両親に縛られていても
、真理を聞くのが許されなかった正直な人たちは今、熱心にその真
理を聞き入れ、自分の物にした事を私は見た。 
自分の親戚に対する恐れが全部なくなった。 
真理だけが大事となって、それは生命よりも貴重で貴いものだった
。 彼らは真理に飢え、渇望していた。 
「なぜこんなに変わってきたのですか」と私が尋ねると、天使のひ
とりが、「これは後の雨だ。 
これこそ主の居るところから出る元気を付けるもので、第三の天使
の大きな叫びである」と答えてくれた。 
 
この選別された人たちには大きな力があった。 
あの天使が私に、「見て御覧なさい！」と言った。 
そこで悪い人たちや不信者たちの方に注意を向けた。 
彼らはざわめいていた。 
なぜなら、神様の民にあった熱心さや力に対して彼らが刺激され、
激怒したからである。 混乱、混乱、四方八方に混乱があった。 
神様の光と力を持つ人たちに対する措置が講じられたのを私は見た
。 
周りの暗やみが一段と濃くなってきても、彼らは神様に賞賛され、



そこに立って信頼し続けた。 
彼らが戸惑っている様子を私は見た。 
次に、神様に熱心に助けを求める叫び声が聞こえた。 
昼夜を通して彼らが叫び続けた。 
「神様、あなたの心が行なわれるように！ 
あなたの名前に栄光を帰す事ができるなら、どうかあなたの民のた
めに逃げ道を作って下さい！ 
私たちの周りの異教徒たちから救って下さい！ 
彼らは私たちを死に定めているが、あなたの腕が私たちを救う事が
できる」と彼らが言ったのを私は聞いた。 
私が聞いた言葉の中で、これしか思い出せない。 
彼らは自分の価値の無さを深く感じたようで、神様の心にすべて委
ねている事を表した。 
しかし皆、一人残らず、熱心に懇願して、ヤコブのように救助のた
めに苦労していた。 
 
彼らが熱心に叫び始めると天使たちは同情して、すぐにも助けに行
こうとしたが、背の高い指揮官の天使のひとりがそれを許さなかっ
た。 彼が、「神様の心にかなう事はまだ成し遂げられていない。 
彼らはあの杯から飲まないといけないし、あのバプテスマでバプテ
スマを受けなければならない」と言った。 
 
すぐに、私は天と地を揺るがす神様の声が聞こえた。 
そして大地震が起こった。 建物は四方八方に揺り倒された。 
その時、強い音楽のような澄んだ勝どきが上がるのを私は聞いた。 
つい先程まであんなに苦しんで、縛られていた団体を私は見渡した



。 彼らは束縛から解放され、素晴らしい光を浴びていた。 
その時、彼らはどれほど美しく見えたか！ 
疲れや心配の跡は全部消えて、皆の表情に健康と美しさが見えた。 
そして彼らの敵、その周りにあった異教徒たちは死んだように倒れ
た。 
彼らは聖なる解放された人たちに当たった光に耐える事ができなか
った。 
天の雲の中にいるイエスが見えるまで、この栄光と光は試練を通っ
てきた忠実な団体の上にそのままとどまった。 
そこで彼らは直ちに、瞬く間に、栄光から栄光へと移された。 
墓が開かれると、不死をまとった聖人たちは死と墓に対して勝どき
を上げながら出て来た。 
そして栄光と深みのある音楽のような勝利の叫びがすべての不死の
舌、すべての聖化された聖なる口から出ながら、彼らは自分の主に
会うために生きている聖人たちと一緒に空の方に引き上げられた。 
 
詩篇８６章、ホセア６：３、ハガイ：２：２１－２３、マタイ１０：３５－３９、２０：２３、
エペソ６：１０－１８、テサロニケ第一４：１４－１８、黙示録３：１４－２２を参照 
 
 
 

�第３３章� 
 

バビロンの罪 



 
 
私は、「各教会が堕落した」と第二の天使が告げた時から、それら
の教会の状態を見た。 
彼らの堕落ぶりはひどくなってきているのに、まだ、「キリストの
信者」という名前を持っている。 
この世の人と彼らと区別するのはまったく不可能である。 
その牧師たちは神様の言葉を引用するが、口先だけのうまい話を説
いている。 生まれ付きの心はこれに反対しない。 
そういう心は真理の精神と力、それにキリストによる救いだけを嫌
う。 
一般の人気のある牧師の話にはサタンを怒らせたり、罪人を震わせ
たり、迫り来る恐ろしい裁きの事実に心と良心を向けさせたりする
ところはない。 
だいたい、悪い人たちは真の信心の事より、その形式を持つ宗教を
好んで、それを手伝って支持する。 
あの天使が、「暗やみの支配者たちに勝利を収め、継続するには義
のよろいかぶとに身を固めるしかない」と言った。 
サタンは各教会を丸ごと自分の物にしている。 
神様の言葉のはっきりとした鋭い真理よりも、人間の言行が注目さ
れている。 
あの天使が、「世の友情と心は神様に敵対している」と言った。 
イエスにある力のある質素な真理が世の精神に当たると、たちまち
迫害心は呼び起こされる。 
多く、本当に多くの「クリスチャン」と呼ばれている人は神様を知
った事がない。 



心の性質は変わっていないし、俗の考えもまだ神様に敵対している
。 
彼らは別の名前を取ったにもかかわらず、忠実にサタンに仕えてい
る。 
 
イエスが天国の聖所の聖なる部屋を出て、二番目の幕を通って向こ
うに入ってから、各教会はユダヤ人のように残され、「あらゆる汚
された憎むべき鳥」でいっぱいになってきているのを私は見た。 
非常に重大な不正やひどい邪悪が各教会にあるのに、彼らがまだ、
「クリスチャンだ」と自称している事をも見た。 
彼らの言う事、祈り、や勧める事が神様の目には忌まわしいものと
見なされている。 
あの天使が、「彼らの集会で神様は香りをかがない」と言った。 
良心の呵責を感じない彼らは、詐欺を働いたり、うそをついたり、
利己的な事をしたりする。 
そして、これらの質の悪いところに「宗教」という覆いを被せる。 
口先ばかりの各教会の高慢さは私に示された。 
彼らの俗な考えには神様の事がなく、むしろ自分の事でいっぱいに
なっている。 
哀れな、いずれ死ぬ体を飾って、満足そうに快く自分を眺める。 
イエスと天使たちは怒りの目で彼らを眺めた。 
あの天使が、「彼らの罪と高慢は天国に届いている」と言った。 
彼らの受ける分は用意されている。 
正義と裁きは長く眠ってきたが、もうすぐ目覚める。 
「復しゅうは私のする事である。 
私自身が報復する」と主は言う。 



第三の天使の恐ろしい警告が成就される。 
そして彼らは神様の怒りを飲む事になる。 
数え切れないほどの悪天使は全地に広がっている。 
各教会や各宗教団体はこの悪天使たちでいっぱいになっている。 
そこで悪天使たちは大変喜んでこれらの宗教団体を見る。 
それは、「宗教」という覆いが重大な不正や犯罪を隠しているから
である。 
 
神様によって造られたもの・人間・が一番低い位に落とされ、けだ
もの同然の扱いを同胞の人間にされる様子を見て、天国にいる者は
皆憤慨する。 
人間の災いを目撃するたびに心を痛めた、その愛しい救い主に「従
っている」と自称する人は、奴隷や人間の魂の売買という極めて重
大な罪に快く加わってしまう。 
天使たちはその一切を記録して、あの本に残した。 
信心深い男奴隷、女奴隷、その父、母、子供、兄弟、や姉妹の涙は
みな天国に詰めてある。 
苦悶、人間の苦悶はあちこち運ばれ、売買されている。 
神様は抑えている怒りをもうすぐ発する。 
自分の怒りはこの国に対して、そして特にこのひどい取引を認めた
ばかりではなく、自ら進んで参加した宗教団体に対して燃えている
。 
こんなひどい不正や圧制、苦しみなどを目撃しても、「腰の低いお
となしいイエスに従っている」と自称する人の多くは無情にも、気
にしない。 
そのうちの多くは、こんな言い表せないほどの苦しみを憎しみいっ



ぱいで自分自身で与え、満足しながら、ずうずうしくも神様を礼拝
する。 これはサタンが大変喜ぶ厳粛なあざけりである。 
彼はこの矛盾を持ち出して、地獄的に意気揚々とイエスとイエスの
天使たちを非難して、「キリストに従っているのは、こんなやつら
だ！」と言う。 
 
これらの「クリスチャン」と呼ばれる人たちが殉教者の苦しみの話
を読むと、頬には涙がつたう。 
「人間が、同じ人間である者に対してそんなに無慈悲にも冷酷な事
ができるなんて」と彼らは不思議そうに考えながら、同胞の人間を
奴隷にする。 そればかりではない。 
自然の絆を切って、日ごとに同胞の人間を冷酷に抑圧する。 
彼らが与える絶え間ない無慈悲な拷問は、異教徒やカトリック教徒
たちがキリストの信者に与えた残忍な行為に匹敵する。 
あの天使が、「神様の判決が実施される日に、異教徒やカトリック
教徒たちの刑罰はこういう人たちの受ける分ほどひどくはない」と
言った。 
圧迫されている者の苦しみや叫びはもう既に天国に届いている。 
人間が自分の創造者の形に造られているのに、その同胞の人間を言
い表せないほどの冷酷なひどい苦しみに会わせる事に対して天使た
ちはあっけに取られる。 
あの天使が、「こういう人たちの名前は血で書かれ、その上に取り
消し線が引かれ、そして燃えるような悲痛の涙であふれている。 
神様が光を持つ国に自分の激怒を飲み尽くさせ、そしてバビロンに
倍の報復を与えるまで、その怒りは止まらない。 
『彼女が支払ったものをそのまま彼女に返し、彼女の行ないに応じ



て二倍にして戻しなさい。 
彼女が混ぜ合わせた杯の中には、彼女のために二倍の量を混ぜ合わ
せなさい』」と命じた。 
 
無知のままにさせておいた奴隷の魂の責任は主人にある事を私は見
た。 その奴隷が犯す罪はみな主人に科せられる。 
神様と聖書について何も知らないで、ただ主人のむちだけを恐れ、
主人の畜生さえより位が低く、無知のままに置かれてきた奴隷を神
様は天国に連れて行く事ができない。 
でも哀れみ深い神様はその奴隷に一番いい事をしてあげる。 
そういう奴隷は存在しなかった扱いを受けるに対して、その主人は
最後の七つの災害の苦しみを受けなければならない上、第二の復活
によみがえって、第二のすさまじい死を味わわなければならない。 
それで神様の怒りはなだめられる。 
 
アモス５：２１、ローマ１２：１９、黙示録１４：９－１０、１８：６を参照 
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大きな叫び 
 

 



天国で天使たちが急いで行ったり来たりしている様子を私は見た。 
彼らは大事な何かを成し遂げるために準備をして、地球に下りたり
、天国に昇ったりしていた。 
次に、第三の天使の声と合わせ、彼のメッセージに力と説得力を付
け加えるために、もうひとりの力強い天使が地球に下りるよう、任
命された事を私は見た。 
非常に強い力と栄光がこの天使に与えられた。 
そして彼が下りると、地球はその栄光で明るくなってきた。 
彼が力強く声を張り上げて、「倒れた、大いなるバビロンは倒れた
。 
そして、それは悪魔の住む所、あらゆる汚れた霊の巣くつ、また、
あらゆる汚れた憎むべき鳥の巣くつとなった」と叫んだ。 
すると、この天使の前と後ろに放たれていた明かりは至る所を貫い
て光った。 
第二の天使が、「バビロンは倒れた」と告げたメッセージは再び告
げられる。 
更に、1844年の時から各教会に入ってきた不正も告げられる。 
この天使の働きはちょうど良い時期に始まり、第三の天使のメッセ
ージが大きな叫びになって、偉大な最後の運動に発展する時に加わ
る。 
至る所に神様の民は、もうすぐ直面する「試みの時期」に耐えられ
るように備えられる。 
彼らがまぶしい光に覆われるのを私は見た。 
そして彼らはそのメッセージに加わり、大胆に力強く第三の天使の
メッセージを宣言した。 
 



天国からの力強い天使を手伝うために天使たちは派遣された。 
すると至る所に、「私の民よ。 
彼女から離れ去って、その罪にあずからないようにし、その災害に
巻き込まれないようにせよ。 
彼女の罪は積り積もって天に達しており、神はその不義の行ないを
覚えておられる」という声が聞こえた。 
このメッセージは第三のメッセージの追加のようで、「真夜中の叫
び」が1844年に第二の天使のメッセージに加わったように、このメ
ッセージが第三のメッセージに加わった。 
忍耐強く待っている聖人たちは、神様の栄光に覆われながら重大な
最後の警告、「バビロンは倒れた」を大胆に宣言して、そして神様
の民がバビロンのひどい破滅を逃れるためにそこから出るよう呼び
掛けた。 
 
待っている人たちに当たった明かりは、どこをも貫いて光った。 
そして各教会に光をいくらか持って、三つのメッセージをまだ聞い
ていない、拒否しなかった人たちはその呼び掛けに応じて、堕落し
てしまった各教会から離れた。 
これらのメッセージが伝えられてから多くの人は分別のつく年齢に
なってきたので、光に当たると命か死かを選ぶ特権が与えられた。 
ある人は命を選び、自分の主を首を長くして待って、主の戒めをみ
な守っている人たちと肩を並べる事にした。 
第三のメッセージが役割を果たして、皆がそのメッセージで試され
、そして貴重な人たちは各宗教団体から出て来るよう呼び掛けられ
る事になる。 抵抗できない力に正直な者の心は動かされる。 
同時に、親戚や友達は神様の力の現れで怖くなり、聖霊の働きを感



じる者をじゃましようと思っても、あえて実行するほどの力や勇気
がない。 最後の呼び掛けは哀れな奴隷たちにまで届く。 
そして彼らの中の信心深い者は、へりくだった表現で、救いへの幸
せな望みをあふれんばかりの喜びで歌う。 
あっけに取られ、恐れた主人たちはただ黙って、彼らをやめさせる
事ができない。 
著しい奇跡が行なわれ、病人はいやされ、そして信者たちにしるし
や不思議な出来事が付いてくる。 
神様はこの働きと共にいるので聖人は皆、どんな結果になろうとも
、自分の良心の信念に従って神様の戒めをみな守っている人たちに
加わる。 それで彼らは第三のメッセージを力強く広める。 
第三のメッセージの終わりごろに伴う力と説得力は「真夜中の叫び
」をずっと上回る事を私は見た。 
 
神様に仕える人たちは力を上から授かり、顔が聖なる献身さで輝き
ながら働きをやり遂げるために出て行って、天国からのメッセージ
を宣言した。 
すべての宗教団体に点在する貴重な人たちはその呼び掛けに応じ、
ソドム市の破壊の前にロトが連れ出されたように、破滅する運命づ
けられている各教会の中から急いで連れ出された。 
豊かに降りてきた素晴らしい栄光によって神様の民は元気づけられ
、「試みの時期」に耐えられる準備ができた。 
至る所でたくさんの声が、「ここに、神の戒めを守り、イエスを信
じる信仰を持ちつづける聖徒の忍耐がある」と言っているのが聞こ
えた。 
 



創世記１９章、黙示録１４：１２、１８：２－５を参照 
 
 
 

�第３５章� 
 

第三のメッセージの終わり 
 

 
第三の天使のメッセージが終わろうとした未来の事が私に示された
。 神様の力が自分の民の上を覆っていた。 
彼らはそれぞれの働きをやり遂げ、そして目前に控えた試練の準備
ができた。 
更に「後の雨」つまり、「主の居るところからの元気」を受けたの
で、生きている証しが再び現れた。 
偉大な最後の警告が至る所に告げられた。 
地球の住民の中でそのメッセージを受け入れようとしなかった者は
それに扇動され、激怒した。 
 
天国で天使たちが急いで行ったり来たりしている様子を私は見た。 
脇に角製のインク入れを付けていた天使のひとりが地球から帰って
来て、イエスに自分の働きは終わった事、そして聖人たちは皆数え
られ、印が押されている事を報告した。 
すると、十戒が入っている契約の箱の前で務めていたイエスが吊り



香炉を投げ落とし、手を上の方に差し伸べながら大声で、「完了し
た」と言った様子を私は見た。 
そこでイエスが厳粛に、「不義な者はさらに不義を行ない、汚れた
者はさらに汚れたことを行ない、義なる者はさらに義を行ない、聖
なる者はさらに聖なることを行なうままにさせよ」と宣告した時、
天使は皆それぞれの冠を脱いだ。 
 
その時に「生」か「死」か、すべての（人間の）判決が下ったのを
私は見た。 
イエスは既に自分の国の民の罪を完全に消しておいて、自分の王国
を受け取っていた。 
その王国の住民のためのあがないはもう完成された。 
イエスがまだ聖所で務めている間、死んだ義人の裁判の後、生きて
いる義人の裁判が行なわれていた。 
王国の住民は構成され、「小羊」の結婚式は終わった。 
そしてその王国、全天下の王国の偉大さはイエスと救いの相続者た
ちに与えられた。 
そこでイエスは王の王、主の主として治世する。 
 
イエスが至聖所から出ると服に付いた鈴がちりんちりんと鳴った音
を私は聞いて、そして暗い雲が地球の住民を覆った。 
有罪の人間と怒った神様との間には仲裁者が居なくなった。 
イエスが有罪な人間と神様との間に立っていた時、彼らにはまだ抑
えが効いていたが、人間と父なる神様との間からイエスが一歩出る
とその抑えは効かなくなり、サタンが人間を支配する事になった。 
イエスが聖所で職務を行なう限り災害が注がれる事は不可能だが、



その職務を完了して、仲裁を終えると神様の怒りを阻止するものは
全部なくなる。 
そこで訓戒を嫌って、救いを軽視してきた有罪な人たちの無防備な
頭上にその怒りが猛烈に降りかかってくる。 
イエスの仲裁が終わってから聖人たちは、その恐ろしい時に仲裁者
なしで聖なる神様の視界内に生きていた。 
すべての判決が下って、すべての宝石が数えられていた。 
天国の聖所の外の方の部屋でイエスはしばらくの間とどまって、至
聖所に入っていた間に告白された罪を、罪の元祖であるデビルに戻
した。 彼はこれらの罪の罰を受けなければならない。 
 
次に、イエスが祭司の服を脱いで、一番王様らしいローブを身に着
ける様子を私は見た。 
多くの冠、冠の内側にまた冠がイエスの頭に載っていた。 
そしてイエスは天使の大勢に囲まれながら天国から出て行った。 
地球の住民に災害が降りかかっていた。 
ある人たちは神様を非難したり、ののしったりしていた。 
他の人は神様の民にどっと押し寄せ、どうすれば神様の裁きの判決
を逃れる事ができるかを教えてくれるよう懇願した。 
しかし、聖人たちは彼らのために何も持っていなかった。 
罪人のための最後の涙は既に流され、最後の苦しい祈りはささげら
れ、そして最後の重荷はもう既に負われていた。 
「慈悲」の快い声はもう彼らを誘わない。 
警告の終止符はもう打たれていた。 
聖人たちや天国にいる者が皆彼らの救いに関心を持っていた時、彼
らは自分自身の救いに関心を持っていなかった。 



「生」か「死」、という選択肢が彼らの前に置かれていた。 
多くの人は「生」が欲しかったが、手に入れるための努力を惜しん
だ。 彼らが「生」を選ばなかった。 
そして今、罪人を清めるあがないの血はもうない。 
「容赦して、罪人をもう少し、もう少しの間赦して下さい」と彼ら
のために懇願する哀れみ深い救い主はもう居ない。 
天国にいる者は皆、「もう終わった。 
完了した」という恐ろしい言葉を聞いて、イエスと一致団結してい
た。 救いの計画が成し遂げられた。 
でもその計画を受け入れた者はわずかしかなかった。 
そして、慈悲の快い声が聞こえなくなると受け入れなかった者は恐
怖に襲われた。 
そこで彼らは、「遅すぎる！遅すぎる！」というのが恐ろしく明確
に聞こえる。 
 
神様の言葉を大事にしなかった人たちは急いで行ったり来たりして
いた。 
彼らは主の言葉を求め、海から海へ、北から東へと探し回った。 
あの天使が、「その言葉は見付からない。 地にききんがある。 
これは食料不足ではなく、水不足でもない。 
これは主の言葉を耳にする不足である」と言った。 
彼らはどれほど、「よくやった」と神様からの一言を聞きたがる事
か！ しかし、彼らは飢え、渇き続けなければならない。 
来る日も来る日も彼らは救いを軽視しながら、天国からのどんな勧
めや富よりもこの世の快楽や富を大事にしてきた。 
イエスの聖人たちを軽蔑した上、イエスをも拒んできた。 



汚れている者は永久に汚れたままでいなければならない。 
 
災害の影響を受けた悪い人たちのほとんどは激怒した。 
それはひどく苦しい光景だった。 
親は子供をさんざん責めたり、子供は親を責めたり、兄弟は姉妹を
、姉妹は兄弟を責め合ったりしていた。 
四方八方に、「このひどい時期から助けてくれたはずの真理を拒ん
だのは、おまえのせいだ！」という号泣が聞こえた。 
人々は憎しみに満ちて牧師たちに向かって、「私たちに警告しなか
った。 おまえらは、全人類が改宗すると言ったじゃないか。 
気になったら、『大丈夫、平和だ』と大声で言ってたやろう？ 
この時期について何も言ってくれなかったし、警告してくれた人た
ちの事を、『悪いやつらだ。 
その狂信者のやつらは私たちを台無しにしようとしている』と言い
やがったじゃないか」と彼らを責めた。 
でも牧師たちが神様の怒りを逃れなかった事を私は見た。 
受ける苦しみは彼らを従っていた人たちが受ける苦しみより十倍も
ひどかった。 
 
エゼキエル９：２－１１、ダニエル７：２７、ホセア６：３、アモス８：１１－１３、黙示録１
６章、１７：１４を参照 
 
 
 

�第３６章� 
 



ヤコブの苦難の時期 
 

 
聖人たちが町や村から出て、小さなグループを作り、本当にへんぴ
な所で共同生活を送っている様子を私は見た。 
天使たちが彼らに食事と水を与えたが、悪い人たちは飢えたり渇い
たりして、苦しんでいた。 
次に、世界の権力者が協議して、その周りにサタンと彼の天使たち
が慌しく動き回っている様子とある文書を私は見た。 
その文書がコピーされ、地のいろんな所に配布された。 
それによると聖人たちが独特な信仰を捨て、安息日をあきらめ、週
の初めの日を守らないなら、実行日がくると彼らを殺しても良い、
と命じられていた。 
しかし、この時に聖人たちは神様を信頼していて、「逃げる道は用
意される」という約束を頼りにしたので、冷静沈着であった。 
ところどころにその文書が施行される前に、悪い人たちは聖人たち
にどっと押し寄せ、殺そうとした。 
でも兵士の姿をした天使たちが彼らのために戦った。 
サタンがいと高き者の聖人たちを滅ぼす特権を手に入れたかったが
、イエスは彼らを守るよう、自分の天使たちに命じた。 
周りの異教徒たちの目の前で神様の法律を守り切った人たちと契約
を結ぶ事によって神様は名誉を受ける。 
それにイエスも、自分がやって来るのをあんなに首を長くして待っ
てきた忠実な人たちを、生きているままで天国に移してあげる事に
よって名誉を受ける。 



 
すぐ、聖人たちが精神的に大変苦しんでいる様子を私は見た。 
彼らは地球の悪い人たちに囲まれていたようで、形勢は彼らに不利
のようだった。 
何人かが、「とうとう神様に捨てられ、悪い人たちに殺されるかも
知れない」と心配し始めた。 
でももし目が開けられたら、彼らは神様の天使たちに囲まれている
様子を見る事ができたはず。 
怒った悪群集が次にやって来て、その次に聖人たちを殺すようせき
立てている悪天使たちの大勢があった。 
しかし、接近しようとすると、まずこの力強い聖なる天使の部隊を
通らなければならない。 これは不可能であった。 
神様の天使たちは彼らを退却させ、その周りで彼らをせき立ててい
る悪天使たちをも退却させていた。 
聖人たちにとってこの時期を大変恐ろしく、苦しく感じた。 
昼夜神様の助けを求め、叫び続けたが、形勢で判断したら、彼らに
逃げる道はまったくなさそうだった。 
悪い人たちは早くも勝ち誇って、「なぜおまえらの神は我々の手か
ら救ってくれないか？ 
上に昇って、自分で命を救ったらどうだ？」と叫んでいた。 
でも聖人たちは耳を貸さなかった。 
彼らはヤコブのように神様と格闘していた。 
天使たちは心から彼らを救いたがっていたが、彼らはあの杯から飲
まなければならないし、あのバプテスマを受けなければならないの
で、もう少し待つ必要があった。 
それで天使たちは責任を忠実に果たして、見守っていた。 



神様が自分のすさまじい力を発揮して、聖人たちを見事に救い出す
時が迫っていた。 
異教徒たちの間で自分の名前が恥辱される事は許されない。 
自分の名前の栄光のために神様は、名前があの本に書かれて忍耐強
く待つ人を皆救い出してあげる。 
 
時代をさかのぼって、忠実なノアの事が私に示された。 
雨が降って、洪水が起こった。 
ノアとその家族は既に箱舟に入っていて、神様によって（扉が）閉
められていた。 
古代の地球の住民に軽蔑され、バカにされながらも、ノアは忠実に
警告していた。 
そして水が地面に降って来ると彼らは次々とおぼれ死んで行った。 
その時、彼らはあんなにバカにしていた船が安全に水の上に乗って
、忠実なノアとその家族を守っているのを見た。 
同じように、「神様の怒りは間近だ」と世の人に警告していた神様
の民も救われる事を私は見た。 
忠実に地球の住民に警告して、生きたまま天国に移される事を期待
している上、獣のしるしを受けず、獣の法令に服従しなかった人た
ちが悪い人たちに殺されるのを神様は許さない。 
もし悪い人たちが聖人たちを殺すのが許されたとしたら、神様を嫌
う人たち、それにサタンと悪天使たちは皆満足してしまう事を私は
見た。 
最後の戦いに愛している者を見ようと首を長く、長くしてきた人た
ちに対して力を振る事ができたら、悪魔大王様はどれほど勝ち誇る
だろう！ 



「聖人たちは上に昇る」という考えをあざ笑ってきた人たちは、神
様が自分の民の世話をして、見事に救い出すのを目撃する事になる
。 
 
聖人たちは町や村から出て行くと悪い人たちに追い掛けられた。 
剣を持ち上げ、聖人たちを殺そうとしたが、持っていた剣がわらの
ように力無く折れて落ちてしまった。 
聖人たちは神様の天使たちに保護されていた。 
そして、彼らの昼夜ずっと救いを求め続ける叫びは神様の居るとこ
ろに届いた。 
 
創世記６－７章、創世記３２：２４－２８、詩篇９１章、マタイ２０：２３、黙示録１３：１１
－１７を参照 

 
 
 

�第３７章� 
 

聖人たちの救出 
 

 
神様は自分の民を真夜中に救い出す事にした。 
周りで悪い人たちが彼らをバカにしていると、突然、太陽はギラギ
ラ光りながら出て、そして月は止まった。 



悪い人たちは唖然とこの光景を眺めた。 
次々にしるしや不思議な出来事が起こって、あらゆるものが自然の
なりゆきから覆されたようだった。 
聖人たちはこれらの救出のしるしを厳粛な喜びで眺めた。 
 
小川が流れなくなった。 
重そうな暗い雲々が現れて、ぶつかり合った。 
しかし、ひとつだけ澄みきって安定したところから栄光が差してい
た。 
そこから大水のとどろきのように聞こえる神様の声が出て、天地を
揺るがした。 そして大地震が起こった。 
墓が揺れ開かれたので第三の天使のメッセージを信じ、安息日を守
っていた人たちは、神様が自分の戒めを守ってきた人たちと結ぼう
としていた平和の契約を聞くために栄光を受けたまま、ちりの寝床
から出て来た。 
 
空は開いたり閉まったり動揺していた。 
山々は風になびく草のように震え、あちこちにごつごつした岩を吐
き出した。 
海はまるで煮えたぎる鍋のように陸に岩を吹き出した。 
神様がイエスのやって来る日にちと時刻を告げ、自分の民に永遠の
契約を伝えた時に一句を言って、その言葉が地球の至る所を駆け巡
っている間、ちょっと間をとった。 
神様のイスラエルはじっと上を見つめながら立って、エホバの口か
ら出て地球を駆け巡る大きな雷のような言葉を聞いていた。 
これは大変荘厳なものだった。 



告げられる一句一句が終わる度に聖人たちは、「栄光！ 
ハレルヤ！」と叫んだ。 
彼らの表情が神様の栄光で明るくなり、顔は、モーセがシナイ山か
ら下りた時の顔と同じように輝いていた。 
あまりの栄光で悪い人たちは見ていられなかった。 
そして安息日を守ることで神様に栄光を帰した人たちに終わりのな
い、永遠の祝福が下った時、獣と獣の像に対して力強い勝ちどきが
上がった。 
 
それからヨベルが始まり、土地は休める事になる。 
敬虔な奴隷が勝ち誇って勝利を得、縛られていた鎖を払い落とすの
を私は見た。 
でも、その奴隷の悪い主人はどうしたら良いのか分からず、参って
しまった。 
なぜなら、悪い人たちは神様の言う事を理解できなかったからであ
る。 
そしてすぐ、あの大きな白い雲が現れ、そこに「人の子」が座って
いた。 
 
遠く現れた時にこの雲がとても小さく見えた。 
あの天使が、「これは人の子のしるしだ」と言った。 
その雲が地球に近付くと私たちは、勝利を得るために乗っているイ
エスの素晴らしい威厳と栄光が見えてきた。 
頭にキラキラ輝く冠をかぶっていた聖なる天使たちがイエスに付き
添っていた。 その光景の素晴らしさは言葉では言い表せない。 
比類のない栄光で威厳のある生きた雲が更に近付いて来るとイエス



の立派な姿がはっきりと見えてきた。 
いばらの冠をかぶらないで、その聖なる額は栄光の冠で飾られてい
た。 
イエスの服と太ももに、「王の王、主の主」という名前が書かれて
いた。 
イエスの目は炎のようで、足は精錬されたしんちゅうのように見え
、そして声は多くの楽器のように聞こえた。 
イエスの表情は真昼の太陽のように輝いていた。 
地球はイエスの前で震え、「天は巻物が巻かれるように消えていき
、すべての山と島とはその場所から移されてしまった。 
地の王たち、高官、千卒長、富める者、勇者、奴隷、自由人らはみ
な、洞穴や山の岩かげに身を隠した。 
そして、山と岩とに向かって言った、『さぁ、我々を覆って、御座
にいますかたの御顔と小羊の怒りとから、かくまってくれ。 
御怒りの大いなる日が、既にきたのだ。 
誰が、その前に立つ事ができようか』」。 
 
ちょっと前に神様の忠実な子供たちを地球から消そうとした人たち
は、神様の栄光が彼らを覆う事を目撃しなければならなかった。 
彼らの栄光を受けた姿を。 
恐ろしい光景の中で聖人たちが、「見よ、これは我々の神である。 
私たちは彼を待ち望んだ。 
彼は私たちを救われる」と喜んで言う声を、彼らを消そうとした人
たちは聞いていた。 
神様の息子が眠っている聖人たちを呼び起こすと地球は大きく揺れ
た。 



彼らはその呼び掛けに応じ、素晴らしい不死をまとったまま出て来
て、そして死と墓に対して、「勝利だ！ 勝ったぞ！」と叫んだ。 
「死よ、おまえのとげはどこにあるのか。 
墓よ、おまえの勝利は、どこにあるのか。」 
その時、生きている聖人たちとよみがえった聖人たちは声を合わせ
て長い勝ちどきを上げた。 
病気で墓に下った体は永遠の元気と健康を受けて出てきた。 
そして生きている聖人たちは瞬く間に、一瞬にして変えられ、よみ
がえった聖人たちと共に上の方に引き上げられた。 
こうして一緒に空中で彼らの主に会う。 
あぁ、これは何と素晴らしい顔合わせになるだろう！ 
死で離れ離れになってしまった友達が再会して、もう二度と離れる
事はない。 
 
雲車の両側に翼があって、その下に生きている車輪があった。 
雲車が上の方に走りながらその車輪は、「聖なる！」と大声で言い
、翼は動く度に、「聖なる！」と大声で言った。 
それに雲の周りにいる付き添いの天使たちも、「聖なる！ 
聖なる！ 聖なる！ 全能の主、神様よ！」と大声で言った。 
雲の中にいる聖人たちも、「栄光！ 
ハレルヤ！」と大声で言った。 
このようにして雲車は上の聖なる都の方に走り続けた。 
聖なる都に入る前に聖人たちは、イエスを中心にした正方形を作っ
て、立った。 
イエスは聖人たちと天使たちより頭と肩とだけ背が高かった。 
その正方形にいる者は皆、イエスの威厳のある姿と立派な表情を見



ることができた。 
 
列王記下２：１１、イザヤ２５：９、コリント第一１５：５１－５５、テサロニケ第一４：１３
－１７、黙示録１：１３－１６、６：１４－１７、１９：１６を参照 
 
 
 

�第３８章� 
 

聖人たちの報い 
 

 
次に、都からおびただしい数の天使が、素晴らしい冠を持って来る
事を私は見た。 
それぞれの聖人のために冠があって、各冠にはその聖人の名前が書
かれていた。 
そしてイエスが冠を持って来るよう命じると、天使たちはそれらを
渡した。 
すると愛しいイエスは自分の右手で聖人たちの頭の上に冠を載せた
。 
同じように天使たちがハープを持って来て、そしてイエスはハープ
をも聖人たちに渡した。 
指揮官の天使たちが最初の音を出すと皆は声を合わせて、幸せと感
謝をこもった歌で賛美した。 



すべての手は上手にハープの弦をさっとなでて、完璧な調子で美し
いメロディーの音楽を作った。 
次にイエスが償われた団体を都の門まで案内する様子を私は見た。 
イエスはキラキラ光るちょうつがいで動く門をしっかりつかんで、
力強く開け、そして真理を守ってきた諸国の人たちに入るよう言っ
た。 都にあるものはみな目を楽しませるものばかりだった。 
彼らはどこに目をやっても素晴らしいものが見えた。 
その時イエスは、栄光で表情が光って償われた聖人たちを見渡した
。 
そして優しい目付きで彼らを見つめ、深みのある音楽のような声で
、「私の魂の労苦の結果を見て、満足する。 
この素晴らしい栄光を永遠に楽しんでも良い。 
あなたたちの悲しみはもう終わった。 
もはや死はなく、悲しみも、泣きも、痛みもない」と言った。 
償われた大勢はひれ伏して、それぞれのキラキラする冠をイエスの
足元に投げ落としたのを私は見た。 
イエスの美しい手で引き起こされると彼らはハープを持って、小羊
への歌や音楽で天国を満たした。 
 
次に私は、償われた大勢を命の木の方へ案内しているイエスを見た
。 
そしてもう一度、今まで人間の耳に入ったどんな音楽よりも深みの
ある美しい声でイエスが、「この木の葉は諸国民をいやすためのも
のである。 全部食べなさい」と言うのを私たちは聞いた。 
命の木には聖人たちが好きなだけ食べられる美しい実があった。 
都に大変素晴らしい王座があって、その下から水晶のような澄んだ



命の水の川が湧いて流れた。 
この「命の川」の両端に「命の木」があった。 
川のほとりに、食べるに良い果実をつける美しい木々があった。 
天国の様子を説明するには言葉というものは全く物足りない手段で
ある。 
その光景が私の前に現れてくると夢中になって、うっとりしてしま
う。 
その壮麗さや素晴らしい栄光のあまりで私はただペンを置いて、「
あぁ、何という愛か！ 
何という素晴らしい愛か！」と感嘆するしかない。 
一番格調高い言い回しを使っても、天国の素晴らしさや救い主の比
類のない愛の深さを説明する事はできない。 
 
イザヤ５３：１１、黙示録２１：４、２２：１－２を参照 
 
 
 

�第３９章� 
 

地球の荒廃 
 

 
次に、私は地球を見た。 
悪い人たちが死んで、そのしかばねは地面に横たわっていた。 



「最後の七つの災害」で地球の住民は神様の怒りに苦しめられた。 
苦痛のあまり、自分の舌をかじって、神様をのろっていた。 
偽りの牧者たちは特に神様の怒りの的となった。 
立ったまま、彼らの目玉がその穴の中で溶け、舌が口の中で溶けて
いた。 
聖人たちが神様の声で救い出されてから、悪大衆の怒りは互いに向
けられていた。 
地球は血の洪水のようになり、そして果てから果てまでしかばねが
あった。 
 
地球は荒廃を極める状態であった。 
都市や村々はあの地震によって崩れ落ち、がれきの山となった。 
山々はあった場所から移され、大きな洞穴を残した。 
海はごつごつした岩を地面に吹き出して、そして土の中から岩が抜
き取られ、地面の至る所に散らばっていた。 
地球は荒れ果てた荒野のように見えた。 
大きな木は根こそぎにされ、地面に散らばっていた。 
ここはサタンと彼の悪天使たちが1,000年間住む場所である。 
彼らはここで拘束され、凸凹の地面をあちこちさまよいながらサタ
ンが神様の法律に反抗した結果を見る事になる。 
サタンは、自分がもたらした呪いの結果を1,000年間も楽しめる。 
彼は地球に拘束されるので他の惑星に行ったり来たりして、堕落し
ていない者を困らせたり、誘惑したりする特権は与えられない。 
この期間中サタンは本当に苦しむ。 
彼が堕落してから自分の性質の悪いところは常に働かされてきた。 
でもその時、自分の権力が発揮できないので、堕落してから果たし



てきた役割を顧みる。 
自分のやってきた悪い事と犯させた罪をみなのために苦しみや罰を
受けなければならないという恐ろしい未来の事について、サタンは
びくびくおびえながら考える。 
 
次に天使たちと償われた聖人たちから一万個の楽器のように聞こえ
る勝ちどきが上がるのを私は聞こえた。 
それは彼らが、もうデビルによって困る事も、誘惑に会う事もない
上、地球以外の世界の住民もデビルの存在や誘惑から救い出された
からである。 
 
次に私は王座を見た。 
それらの王座にイエスと償われた聖人たちが座り、その聖人たちは
神様の前で王様と祭司として支配した。 
死んだ悪い者たちの行為が法令書、つまり神様の言葉と比べられ、
そして彼らは肉体でやった事で裁かれた。 
イエスは聖人たちと一緒に、悪い者たちがそれぞれの行為に応じて
味わわなければならない苦しみの量を与え、それを「死の書」とい
う本の、彼らの名前の欄に書いた。 
サタンと彼の天使たちもイエスと聖人たちによって裁かれた。 
サタンの受ける罰は彼がだました者たちの罰よりはるかに重い事に
なる。 彼らが受ける罰と比べものにならないほど重い。 
自分がだました者が皆死んでも、サタンははるかに長く生き続け、
苦しめられる事になる。 
 
悪い死者たちの裁きがその1,000年で終わってからイエスは都から出



て行った。 
そして天使たちは列を作って、聖人たちと一緒にイエスに付いて行
った。 イエスは巨大な山の上に下りた。 
足が山に触れるなり、山は真っ二つに裂け、広大な平原になった。 
次に私たちは視線を上の方に向け、十二の土台と十二の門、各側に
門が三つずつあり、それに各門に天使がいる大いなる美しい都が見
えた。 そこで、「都だ！ 
その大いなる都は神様の元から出て来ている！」と叫んだ。 
そしてキラキラ輝いた華麗な都はイエスに用意された大平原に下り
て、着地した。 
 
ゼカリヤ１４：４－１２、黙示録２０：２－６、２０：１２、２１：１０－２７を参照 
 
 
 

�第４０章� 
 

第二の復活 
 

 
次に、イエスと償われた聖人と付き添いの聖なる天使は皆、都から
出て行った。 
聖なる天使たちはイエスを囲んで護衛して、そして償われた聖人た
ちは列を作って付いて行った。 



その時、大変恐ろしい威厳を持って、イエスは死んだ悪い者たちを
呼び起こした。 
すると彼らは墓に入った時と同じような弱々しく、元気のない体で
上って来た。 何という有様か！ 何という光景なのか！ 
第一の復活の時に皆は不死盛りのままで出て来たが、第二の際、皆
に呪いの影響が見える。 
この世の王様や貴族たちは卑劣な者や身分の低い者たちと、教養の
ある者とそうでない者と一緒に出て来る。 
そして皆は人の子を見る。 
イエスを軽蔑したりバカにしたりして、葦で打ち、イエスの神聖な
額にいばらの冠を載せた人たち、正にその人たちはイエスの王様ら
しい威厳のある姿を見る。 
裁判の場でイエスにつばを吐き掛けた人たちは今、イエスの射るよ
うな眼差しや、表情の栄光から顔を背けようとする。 
イエスの手と足に釘を打った人たちは今、はりつけの跡を見る。 
イエスの脇にやりを突き刺した人たちは自分の残酷な行為の跡を見
る。 
そこで自分たちがはりつけて、息を引き取った苦しい時にあざけっ
た者が正にこの者であると分かる。 
そして彼らが王の王、主の主の前から逃げようとする時、長い苦し
いわめき声は上がる。 
 
昔軽蔑していた者の恐ろしい栄光から身を守るため、皆は岩の陰に
隠そうとしている。 
イエスの威厳と優れた栄光のあまり、皆は苦しんで、圧倒される。 
そこで皆は一斉に声を上げて、恐ろしくはっきりと、「主の名前に



よって来る者に祝福あれ」と叫ぶ。 
 
次に、聖人は皆イエスと聖なる天使たちと一緒に都に戻る。 
そして滅びる運命づけられている悪い者たちの辛い悲嘆やわめき声
が至る所に響く。 
次に、サタンがもう一度働き出した事を私は見た。 
彼は自分の国民の間を回って、弱い者や元気のない者に力を与えて
から自分と自分の天使たちは強い、と彼らに言った。 
それから、よみがえった無数の人を指差した。 
戦術に精通して、国々を征服していた偉大な王や戦士たちがそこに
居た。 
そこには力強い巨人たちと、戦いに一度も敗れた事のない勇敢な人
たちも居た。 
接近するだけで諸国を震わせた野心のある高慢な男、ナポレオンも
、そこに居た。 
背が非常に高く、高尚な気品のある振る舞いをして、戦場で倒れた
人たちがそこに立っていた。 征服欲を抱きながら彼らは倒れた。 
それぞれの墓から出て来る時、死で途切れた思考の流れは、途切れ
てしまったところから再び始まる。 
彼らは倒れた時に左右されていた征服心に再び左右される。 
サタンは自分の天使たちと協議してから王様と征服者、それに強い
人たちと協議する。 
それからサタンは、あの巨大な軍団を見渡して、「都にいる団体は
小さくて弱い。 
我々は上り攻め、そこの住民を追い出して、そこにある栄光と富を
手に入れる事ができる」と言う。 



 
彼らはまんまとサタンにだまされるので、皆が直ちに戦争の準備を
開始する。 
その巨大な軍団に、熟練した人たちがたくさん居るので武器を作る
事にする。 それからサタンを先頭にして、大軍団は移動する。 
サタンのすぐ後ろに王様や戦士たちは付いて行って、その大軍団も
各部隊に分かれて付いて行く。 各部隊に隊長がいる。 
そして彼らは隊形を整え、聖なる都を目指して、凸凹な地面の上を
行進する。 イエスは都の門を閉める。 
そしてその大軍団は都を囲み、戦闘態勢を取る。 
彼らは激戦を予想しているので、あらゆる種類の武器を造っておい
て、都の周りに整列する。 
イエスと頭にキラキラ光る冠をかぶっている天使の大勢と、輝く冠
を持つ聖人は皆、都の城壁の上の方に上る。 
イエスは威厳のある口調で、「罪人よ！ 
義人が受ける報いを御覧なさい！ 私が償った人たちよ！ 
悪い者たちが受ける報いを御覧なさい！」と言う。 
そこでその巨大な軍団は都の城壁の上にいる素晴らしい団体を見る
。 
彼らのキラキラ輝く壮麗な冠を目撃し、それぞれの顔が栄光で光っ
てイエスの形を表している事、それに王の王、主の主の比類のない
栄光と尊厳を見ると軍団は気を落としてしまう。 
失った宝と栄光の貴さがどっと彼らを襲い、そして「罪の報いは死
である」という事を痛感する。 
軽蔑していた「幸せな聖なる団体」が栄光、名誉、不死、それに永
遠の命をまとっているのに、自分たちは都の外で、卑劣な忌まわし



い者と一緒にいる光景を見る。 
 
マタイ２３：２９、黙示録６：１５－１６、２０：７－９、２２：１２－１５を参照 
 
 
 

�第４１章� 
 

第二の死 
 

 
サタンは軍団の中に駆け込んで、彼らを奮起させようとする。 
しかし、天の方、神様から火が降り注がれる。 
そこで偉大な人、力強い人、貴族たちや貧しい人たち、卑しい人は
皆一斉に焼き尽くされる。 
ある人は早く滅びたが、他の人はもっと長く苦しめられた事を私は
見た。 彼らは肉体でやった事に応じて罰せられた。 
ある人は多くの日数を掛けて焼かれ続けた。 
体に焼かれていない部分がある限り、痛みは和らぐ事なく感じられ
る。 あの天使が、「命の虫が死ぬ事はない。 
彼らの火は食い物にする部分がある限り、決して消える事はない」
と言った。 
 
しかしサタンと彼の天使たちは長く苦しめられた。 



ただ自分の罪の重みや罰だけを負わないで、償われた人の罪がみな
サタンに置かれていた。 
その上、彼が台無しにした者たちの魂のため苦しまなければならな
い。 次に、サタンと悪い者が皆焼き尽くされたのを私は見た。 
それで神様の正義感が満たされた。 
そこで天使と償われた聖人は皆、大きな声で、「アーメン！」と言
った。 
 
あの天使が、「サタンは根で、彼の子らは枝である。 
彼らは今、根元から枝まで焼き尽くされている。 
永遠の死を喫してしまい、もう復活がない。 
そして神様は清い宇宙を所有する」と言った。 
次に私が見ると、悪い者たちを焼き尽くした火はゴミなどを焼却し
ていて、地球を浄化しているところだった。 
もう一度見たら地球はもう浄化されていた。 
呪いの跡は一つもなかった。 
割れた凸凹な地面は今、巨大な平原のように見えた。 
神様の宇宙は隅々まで清くなった。 大闘争は永久に終わった。 
私たちがどこに視線を向けても、どんな物を目にしても、すべてが
美しく聖なる物ばかりであった。 
そこで償われた年寄りや若者、偉大な人と小物は皆、償ってくれた
者の足元に自分のキラキラ光る冠を投げ落とし、前にひれ伏して、
永遠の永遠に生きる者を熱愛を込めて礼拝した。 
美しい「新地球」とそこにある栄光のすべては、聖人たちが永久に
相続するものであった。 
その時、天下の権力と王国、それに王国の偉大さのすべては、いと



高き者の聖人たちに与えられ、彼らはそれを永遠の永遠、永遠に所
有する。 
 
イザヤ６６：２４、ダニエル７：２６－２７、黙示録２０：９－１５、２１：１、２２：３を参
照 
 


